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【はじめに】今日も堀井騎士は重症

【症状一】腐敗しています。近づかないでください。

【症状二】体がベタベタしています。ベタベタしないでください






【症状三】体がカサカサしています。（注：食べられません）





【症状四】興奮すると叫びます。……それがフラグです。

【症状五】腐敗しています。でも、離れないでください。

【さいごに】やっぱり堀井騎士は重症



【あとがき】




電子書籍２巻購入大感謝特典『オウサマソウゲーム』


















　普ふ通つうとは、特別ではないということだ。

　つまり普通とは、他ほかと同じであるということだ。

　ゆえに普通とは、他が変われば変わってしまうということだ。

　よって普通とは、普ふ遍へん的なものではなく流動的なものということだ。

　ならば普通とは……普通とは、一体どういうことなのだろうか……







　異世界はあると断言して憚はばからなかった親父おやじに聞かれたことがある。

『もしお前が異世界へ飛ばされたとしたら……お前はそこでどういう行動をとる？』、と。

　それに対して俺は、『そんなことありえるか』と答えた。

　異世界など存在しない。その時の俺は、そう確信していたから。

　しかし、今。俺は異世界にいる。

　キャベツのバケモノみたいな魔ま草そうに引き摺ずり込まれ、ゾンビのような不死身体質と超ちよう回復能力を得てしまった。

　そして一人の薬剤師と出会い、彼女の夢──『奇き跡せきの調合』を完成させるために治験者となった。

　どんな病をも治してしまうと言われる『奇跡の調合』。かつて天才と呼ばれた薬剤師ガルシア・モナステリオが研究を手て掛がけ、結局完成には到いたらなかった幻まぼろしの薬。

　その薬が完成すれば、俺の病は治る。

　そうしたら俺は……

　普通の人間として、普通に生きたいと思う俺は……

　やはり、普通の世界への帰き還かんを願うのだろうか。







　瞼まぶたを開くと辺りは暗く、空気が少し冷たかった。

　いつの間にか眠ねむっていたらしい。この肌はだ寒ざむさから考えて、もう夜になっているのだろう。

　板を打ち付けられた窓に雨あま粒つぶがぶつかる音が聞こえる。朝から降り続けていた雨は、どんどん勢いを増しているようだった。

「目が覚めたかしら？」

　ベッドの脇わきから鈴すずを鳴らしたような声が聞こえる。既き視し感かんを覚える光景だ。

　声のする方へ視線を向けると、不安顔で俺を見つめるフィオナがいた。

「看病しててくれたのか？」

「当然でしょう」

　素そっ気ない口調とは裏腹に、フィオナの表情はどこかほっとしたような、柔やわらかいものだった。

　カンテラの灯あかりが揺ゆれる。年季の入った家具が陰いん影えいを濃こくし、現実離ばなれした雰ふん囲い気きを醸かもし出している。アンティークというよりただのおんぼろという古めかしさだが、それら全すべてが、ここが日本ではないことを物語っている。

　ここは、クルドーナ王国領の港町ラダインブルグ郊こう外がいに建つ、薬剤師協会の研究所。

　献けん身しん的に俺の看病をしてくれていた幻げん想そう的なまでの美少女──フィオナ・モナステリオが代表を務める薬剤師協会の本ほん拠きよ地ちだ。

　かつては栄えい華がを誇ほこった薬剤師協会も、現在はフィオナ一人きり……いや、俺も含ふくめて二人きりだ。

　俺たちは、ガルシアが遺のこした手記を頼たよりに『奇跡の調合』の研究を行っている。もっとも、俺は材料調達の使いっ走りや、薬の効果を試ためす実験台としてしか役立っていないが。

　今朝けさも、少し危険な薬を投とう与よした。そうせざるを得ない状じよう況きようだったのだ。しかし、そのせいで俺は意識を失ってしまったらしい。

「やはり、薬が強過ぎたようね。平気？　頭は痛くない？」

　フィオナの指がそっと額に触ふれる。ひんやりとした感かん触しよくが気持ちいい。自然と瞼が閉じる。……そして、今朝のことが思い起こされる。

　雨季に入ったラダインブルグでは、このところ雨が続いている。そのせいで俺の肉体は腐くさりやすくなってしまったようで……今朝、目が覚めた時には体の半分近くが腐っていた。二足歩行すら困難になるほどの腐ふ敗はい具合に焦あせった俺は、フィオナに頼たのみ込んで防ぼう腐ふ剤ざいの量を増やしてもらったのだ。

　この防腐剤の原料となるのは、魔力をマジア帯びた土テーラで育った植物──魔草だ。魔草は強力な魔力を帯びているため、たとえ安全性を保証されているものであっても過か剰じように摂せつ取しゆすれば危険を伴ともなう。

　フィオナは最後まで難色を示していたが、俺がそれを押し切った。

　その結果、意識を失い倒たおれてしまったわけだが……腐るよりマシだ。

「あまり無む茶ちやはしないでね」

　触れていたフィオナの指が離はなれ、ペシッと俺の額を弾はじく。

　目を開けるとフィオナが睨にらんでいた。どうやら相当心配をかけてしまったようだ。

「私は、あなたを治す薬を作っているのであって、あなたを苦しめる薬を作っているわけではないのよ」

　自分の作った薬で俺に何かあったら……それは寝ね覚ざめが悪いだろう。強ごう引いん過ぎるのも考えものだな。

「悪かったな」

　素す直なおに謝罪し、体を起こして元気よく腕うでを振ふり上げてみせる。

「でも、おかげでこのとおり元の体に……」

　ぼとり──と、腕から何かが落ちる。

　それは、腐敗した腕の皮ひ膚ふだった。

「治ってねぇ!?」

　俺の腕は気味の悪い色に変色し、ぶにぶにになっていた。

　風通しの悪いこの部屋は湿しつ気けがたまりやすいため、見る見るうちに腐敗が進んでいく。

　気絶するほど強力な薬を打っても抑おさえられないとは……じゃあ、どうすりゃいいんだ!?

「フィオナ、どうしよう!?　どうすればいい!?」

　イヤだ！　全身が腐敗して、ドロドロの肉にく塊かいに成り果てるのは！

「そんなの全然普通じゃない！」

「いいから、まずは落ち着きなさい、ナイト」

　宥なだめるように言うフィオナの声も、耳の中を素す通どおりしていく。

　自分の体を見やる。腐敗は胸や腹にまで達していた。おそらく、足も……

「とりあえず、水でも飲んで……」

　ベッド脇のテーブルに置かれた水差しに手を伸のばすフィオナ。

　俺は、その肩かたに縋すがり付くように飛び付いた。

「頼む！　なんとかしてくれ、フィオナ！」

　しかし、肩を摑つかもうとした腕が空を切る。

「えっ！　ちょ、ちょっと、ナイト!?　や、ちょっ……！」

　足の腐敗が想像以上に進行していたため体が動きに対応出来ず、俺はフィオナを押し倒すような格好で床ゆかへと倒れ込んでしまった。俺の下した敷じきになったフィオナが「にゃうっ！」と悲鳴を上げる。

　そうこうしているうちにも腐敗は進み、俺の全身から力が抜ぬけていく。「大だい丈じよう夫ぶか、フィオナ？」と声をかけたかったのだが、俺の口から発せられたのは、「だぅ……かぁ…………な」という意味の分からない音だった。喉のどまでやられたらしい。

「何が言いたいのかは分からないけど、とにかく少しでいいから体を動かして……そ、その……か、顔が……近…………っ」

　今にも鼻が触れそうな距きよ離りで、フィオナが色っぽい声を漏もらす。熱を帯びた頰ほおが艶なまめかしかった。

「やだ……なんだか、体が熱い……なにか、変…………凄すごく、ベタベタする……」

　俺の頰に熱っぽいフィオナの息が当たる。

　……ヤバイ。体の奥から何かが漲みなぎってくる。これは、ヤバイ。非常にヤバイ。……変な気を起こしそうだ。

　俺はフィオナとの距離をとるべく、無理やりに体を捩ねじる。と、わずかだが体をずらすことに成功した。フィオナの顔を避さけ、肩の辺りに顔を下ろす。

　と、その時。ドロドロに溶とけた首の皮膚に発生した気き泡ほうが破は裂れつし、「ぷしゅー」という音を伴って空気が噴ふき出された。

「ひゃんっ！　ちょっと、ナイト！　首に息を吹ふきかけないで……！」

　テンパった感じで抗こう議ぎしてくるフィオナ。だが、さっきのは息じゃない。瘴しよう気きだ。

　この体勢は俺にとっても由ゆ々ゆしき事態だ。肉体を回復させる前に心臓が破裂してしまうかもしれない。負ふ荷かが半はん端ぱなく大きい……

「フィオナ、早く薬を打ってくれ」と言おうと懸けん命めいに口を動かす。が……またしても言葉にはならなかった。

「ふぃ～………………くぅ……」

「ふぁぁぁっ……み、みっ、耳元で喋しやべらないで！」

　フィオナが体を捩り、俺の体の下でもぞもぞと動く。その微び妙みような振しん動どうが俺の鼓こ動どうをどんどん加速させていく。……あぁ、くそ。フィオナはなんでいつもいい匂においがするんだ。

　フィオナの香かおりと温ぬくもりと声と呼吸が、俺の理性を搔かき乱していく。……ただまぁ、こんなに密着しているというのに、胸の膨ふくらみをまるで感じないのがなんとも悲しいが……

「……ナイト。今、何か言ったかしら？」

　なぜそれだけははっきりと伝わってしまうのだろうか……

「とにかく薬を注射するわ。緊きん急きゆう事態だから腕ではないけど文句を言わないでね」

　頷うなずくことも出来ないが、俺は心の中で了りよう承しようする。この際だ。腕じゃなくてもどこでもいい。早く薬を打ってくれ。──と、思った矢先、注射針が首に突つき立てられた。

「いだぁぁぁぁぁあああああっ！」

　悲鳴だけは、はっきりと出た。

　注射器からゆっくりと薬が注入されてくる。体内にひんやりとした感触が広がっていく。そして、徐じよ々じよに体組織の崩ほう壊かいが収まり……やがて、腐敗は止まった。

「これで、もうしばらくすれば元通りに回復するわ」

　フィオナの言葉のとおりに、ドロドロに溶けてしまっていた俺の体が見る見るうちに回復していく。ビデオの逆回しのように、異状のあった皮膚が血色のいい肌はだへと戻もどっていく。

　これが、この異世界へ来て俺が手にした不死身とも呼べる超ちよう回復能力だ。

　しかし、それと同時にゾンビまがいの厄やつ介かいな体質も手に入れてしまったため、一度腐敗が始まると薬でしかその進行を止められない。また、薬の効力には限りがあるため定期的に投与してもらわなければならない。しかも、症しよう状じようが安定しないため適てき宜ぎ薬の改良が必要な状況だ。

「…………よっ！」

　すっかり元通りになった腕に力を入れてみる。しっかりと筋肉が反応を示し、俺は両りよう腕うでの力で上半身を起こすことが出来た。フィオナに覆おおい被かぶさったままだった体がようやく離れる。

　仰あお向むけに寝ね転ころがるフィオナの上で四つんばいになり…………俺の目は点になった。

「……なに？　どうかしたの、ナイト？」

　俺の表情を見たフィオナが不安げに尋たずねてくるが、俺はそれに答えられなかった。視線はジッと、とある一点を見つめたまま固定されていた。

　俺の視線を追うように、フィオナが視線を移す。俺が見つめている先……フィオナの胸むな元もとへ。
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　腐敗した俺の体に触ふれていたせいだろうか……そういえば「なんか熱い」とか言っていたが……フィオナの服が腐敗し、前半分が溶けてなくなっていた。眩まばゆいほどに白いフィオナの肌が、慎つつましやかな胸と、なだらかなおなかと、その下の……口にするのが憚はばかられるような部分と……それからすらりと長い両足が、完全に露あらわになっていた。

「っ…………！」

　その惨さん状じようを確かく認にんしたフィオナは、目を限界より一回り大きく見開く。そして……

「にゃぁ───────────────っ！」

　と、踏ふまれた猫ねこのような悲鳴を深夜の研究所に響ひびき渡わたらせた。

　その直後、俺の悲鳴も轟とどろくことになるのだが…………多くは語るまい。
















「今日は防ぼう腐ふ剤ざいを少なめにするわ」

　翌朝。いつもの薬を打ちながら、フィオナがそんなことを言ってきた。

「いつもより早く効果が切れることになるけれど、夜までは持つから問題ないでしょう」

「なんで減らすんだ？」

　俺の疑問にフィオナは、「これも打つからよ」と、もう一本注射器を取り出して俺に見せる。中には防腐剤とは違ちがう緑色の液体が入っていた。

「乾かん燥そう剤ざいよ」

　言いながら、フィオナは先ほどと同じ腕うでに二本目の注射を打つ。

「これまでの防腐剤では抑おさえ切れなくなっているようだからね」

　昨夜の悲劇を繰くり返さないために徹てつ夜やで策を弄ろうしたのだろう。フィオナの両目は真っ赤に充じゆう血けつしていた。

「元々ガルシアレシピの防腐剤には、腐敗の進行を食い止める効果はあっても、予防の効果はないのよ」

　ガルシアレシピというのは、ガルシアの研究によって安全性を保証された薬の総そう称しようだ。そこにはリスクの少ない安全な魔ま草そうが使われている。

「だからあなたの体質に合わせて改良を施ほどこしたの」

　俺は太陽の光に当たると焼け爛ただれ、そうして体が熱を持つと腐敗が始まってしまう。いつもの薬と称しようして打っている防腐剤は、フィオナによって作られた俺専用の防腐剤だ。

「けれど、それだとこの強い湿しつ気けによる腐敗の発生には抵てい抗こうしきれないわ」

　フィオナが煩わずらわしそうに窓の外へと目を向ける。それに倣ならうように、俺も外を窺うかがう。

　昨夜から雨あま脚あしはさらに強まり、窓の外は嵐あらしにでもなりそうな様相を呈ていしていた。

「だから、乾燥剤よ」

　そう言って、フィオナは再び俺へと顔を向けた。

「でも、なんで二本なんだ？」

　針が抜ぬかれた跡あとを指で押さえながらフィオナに尋ねる。

「混ぜて一回で済ませてくれりゃあいいのに」

　いつもは親指で押さえているのだが、今回は近い場所に二本打たれたため、人差し指と中指で注射の跡を押さえている。なんだ、この格好？

「むやみに魔草を混ぜるのは危険なのよ」

　使用済みの注射器を片付けて、フィオナが懐ふところから一冊の手記を取り出す。

「この乾燥剤は、お父様の手記に書かれていた薬なのだから」

　フィオナの父であり、天才と呼ばれた薬やく剤ざい師しガルシアが遺のこした手記だ。フィオナはこの研究所が一度全ぜん焼しようして以後、それを肌はだ身み離はなさず持ち歩いている。

　ガルシアの手記には、危険過ぎるあまり世に公表出来なかった薬が完成未完成を問わず多数記き載さいされている。薬に使われる魔草が強力過ぎて人体に影えい響きようを及およぼす可能性があることが、非公開の主な原因らしい。

「ガルシアレシピにも乾燥剤というものはあるのだけど、効果が薄うすいのよ。だからお父様の手記をもとに改良をしたの。……ただ、少し強力な魔草を使っているのよ」

　フィオナの顔に翳かげりが宿る。そこには強力な魔草を使うことへの葛かつ藤とうが垣かい間ま見みえた。

「先ほども言ったとおり、あなたに打っている防腐剤はただでさえ数種類の魔草を使った改良版。そんなものにこれ以上魔草を掛かけ合わせれば、魔草同士が干かん渉しようし合ってあなたの体に悪あく影えい響きようを及ぼす危険性があるわ」

　厳しい口調でそう言われ、事態の深刻さを俺は痛感する。

「そんな限界ギリギリの薬をいつも打たれていたのか、俺は……」

「そんな顔をしないでくれるかしら？　その都度あなたの症状を見て最適な薬の処方をしているのだから」

　フィオナの薬剤師としての腕には俺も全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いている。

　フィオナが大だい丈じよう夫ぶだと言うのなら、きっと大丈夫なのだろう。そこは安心しておこう。

「ただし……」

　が、その安心が揺ゆるぎそうな接続詞が聞こえた。

「今回の乾燥剤は効果優先の急ごしらえなのよ。危険が伴ともなうけれど……腐敗するよりはマシでしょう？」

「そりゃまぁ、腐敗はしたくないけど……危険、伴うのかよ？」

「仕方ないでしょう。だ、だって……あなたの腐敗をなんとしてでも防がないと…………」

　フィオナの顔が見る見る赤くなり、肩かたがぷるぷると震ふるえ出す。

「失態だったわ……まさか、腐敗したあなたの肌はだに物質を溶とかす力があるなんて……知っていればあんな油断はしなかったのに…………また……またしても、胸を……っ！」

「わ、わざとじゃないからな！」

　俺だって知らなかったのだ。でなければ、もっと気を遣っていた。

「その割には、食い入るように、じっくりと見ていたようだけど？」

「ばっ、バカ、お前！　そ、そんなには、み、見てねぇよ！」

「いいえ、ガン見だったわ」

「ふ、服が溶けていたことに驚おどろいたんだよ！　それ以外の場所に気を取られている暇ひまもないほどにな！」

「……あれだけの状じよう況きようで気にならないような、つまらない胸をしているというの？」

「そうじゃねぇって！」

　慎ましやかな胸を押さえながら、フィオナが射殺すような視線を向けてくる。

　誤ご魔ま化かしても褒ほめても貶けなしても、結果は同じだったのだろうが……そんな目で見るな。

「まぁいいわ」と、フィオナは息を吐はき、手記を懐にしまう。

「危険が伴うといっても、私の言うとおりにしていれば問題はないから」

　なら問題はないだろう。これでも俺は、幼少期から人の言い付けを守るとてもいい子で通っていたのだ。

　親父おやじが言っていた。『やるなと言われたことをやるのは死亡フラグだ。主人公補正がないと乗り切れないから注意しろよ』と。……当時は意味が分からなかったが、幼い俺は『約束を破ると死ぬ』と解かい釈しやくして、必要以上の恐きよう怖ふ心にかられていた。そのせいで、その時から『やってはいけないことはやらない』が俺のスタンダードになっている。

「いつまで押さえているの？　もういいでしょう」

　フィオナに言われ指を離はなすと、注射の跡は綺き麗れいさっぱりなくなっていた。超ちよう回復能力は今日も健在だ。

「なんだか、心なしか肌がカサカサしてる気がする」

「乾燥剤の影響かしら？」

　フィオナが俺の腕に指を這はわせる。細い指に腕の内側をそっと撫なでられ、背筋がゾクゾクッとした。……やめろよ。ドキッとするだろうが。

「確かにカサついているようだけど、我が慢まんしてもらうしかないわね」

　それにしても、湿気対策に乾燥剤とは……本格的に人間離ばなれしていく自分が悲しい。

　乾燥剤といえば真っ先にアレが思い浮うかぶ。『食べられません』と書かれた小こ袋ぶくろに入っているシリカゲルや生せい石せつ灰かいだ。……俺は『おかき』か。

「で、急ごしらえの薬ってことは、また何か必要な材料を取りに行く必要があるのか？」

　前回の炎ほのおの島での苦労が思い出される。

　またしてもサラマンダーみたいな怪かい物ぶつとやりあうことになるかもしれないと思うと、それだけで気が滅め入いってくる。

「いいえ、今回はどこにも行く必要はないわ」

　しかし、フィオナはあっさりとそう答えた。

「策はもう打ってあるから。ただ……まだ時間はかかりそうね」

　フィオナはもう一度窓の外へと視線を向け、その向こうに広がる魔草畑を見つめる。

「材料が揃そろい次し第だいきちんとした薬を調合するわ。それまではあまり外を出歩いたりしないようにね」

　降り続く雨を眺ながめながらフィオナが言う。言われなくてもこんな雨の中を出歩くつもりはない。この世界には傘かさもレインコートもないしな。

「それから」

　注射器を片付けながら、フィオナは言葉だけを俺に向けてくる。

「お風ふ呂ろには入らないように」

「インフルエンザの予防接種みたいだな……」

　小学生の頃ころを思い出し、苦く笑しようが漏もれる。もっとも、最近はお風呂に入るなとはあまり言われないらしいが。

　どうやら防腐剤の注射とは色々と勝手が違うらしい。だとしたら、激しい運動も控ひかえた方がいいのかな、などと考えていると、雨の中を駆かけてくる足音が聞こえてきた。

「フィー様、ナイトさん。おはようございます！」

　分厚い外がい套とうを頭から被かぶったリズが、いつもの柔にゆう和わな笑えみを湛たたえて研究所へと入ってきた。その手には大きな荷物が抱かかえられている。こんな大雨の中でもお構いなしなんだな、こいつは。

「本日は、新しん鮮せんな牛乳をお持ちしました」

　雨水を払はらうよりも前に、３リットルは余よ裕ゆうで入りそうな大きなミルク缶かんを取り出してみせる。

　冷蔵庫もないのに、フィオナはいつも大量の牛乳を買い込む。そして、それをきっちりと飲み干してしまうのだ。……なのになぜ特定の部分が育たないのか。

「ナイト……何か言ったかしら？」

「空耳だろ」

　でなければテレパシーだ。……後者じゃありませんように。

　俺とフィオナがそんなやり取りをしている間に、リズは外套を脱ぬぎ、体についた雫しずくを払っていた。そして、今度は俺に向かって荷物を掲かかげてみせる。

「ナイトさんから頼たのまれていた物もお持ちしましたよ」

　そう言って、リズが鞄かばんから取り出したのは、丸みを帯びた形状の金物と、一枚の大きなシートだった。

「おぉっ！　完かん璧ぺきだよ、リズ！」

　そのクオリティに思わず舌を巻く。特に金物の方は俺の発注どおりの形状で、非常に使い勝手が良さそうだった。

　ぷっくりとした胴どう体たいに緩ゆるやかな注ぎ口。それは、特大サイズのヤカンだ。

　こちらの世界にはヤカンがなく、お湯を沸わかすには主に鍋なべを使用していた。しかし、鍋からお湯を掬すくうには柄ひ杓しやくが必要になるし、持ち運びも不便だ。ちょっとお茶を飲みたい時、薬湯を作る時など、「ヤカンがあれば便利なのになぁ」と思いリズに発注したのだ。

「この独特の丸みと、注ぎ口のくびれ具合……さすがはナイトさん。とても卑ひ猥わいです！」

「ヤカンになんて感想抱いだいてやがる!?」

　ヤカンの丸みをぺたぺたと叩たたくリズを放置し、もうひとつの商品──大きなシートに視線を移す。こげ茶色で、表面に若じやつ干かんのざらつきがある。

「防水性の高い魔ま物ものの皮を使用してあります。魔物の皮といっても、肌はだ触ざわりも重要とのことでしたので、より柔やわらかい物を選んでまいりました」

　リズの説明のとおり、その皮は柔らかく、非常に肌触りがいい。羊皮に近いかもしれない。実にいい素材だ。

　さすがは『あったらいいな』を実現してくれるエンバリー商会だ。

「たしか、寝しん具ぐをお作りになるのでしたよね？」

　興味深そうに、リズが俺の持つ皮を覗のぞき込んでくる。この皮がどう加工されるのか、そこに興味を惹ひかれているようだ。

「あぁ。ちょっとわけがあって、材料が大量に手に入ったからな」

　と、俺が口にした時、研究所の外──魔ま草そうが生おい茂しげる庭が突とつ如じよ騒さわがしくなった。

「ケキョーッ！　ケキョーッ！」という奇き妙みような鳴き声と、バサバサと羽をばたつかせている音が聞こえてくる。

　奇くしくも、リズに説明していた材料が、今まさに『向こうからやってきた』ようだ。

　俺は席を立ち、玄げん関かんを開ける。

　玄関のすぐ脇わき。魔草畑に視線を向けると、ガチョウより二回りほど大きい白い鳥と、その鳥を丸まる吞のみにしようとしている魔草の姿が目に入った。かつてリズが、そして俺とユリアンがまとめて捕ほ食しよくされかけた、因いん縁ねん深きあの『美味おいしそうなスパイスの匂においに反応して獲え物ものを捕ほ獲かくするハエトリグサそっくりな魔草』だ。

　魔草に食われかけていた白い大きな鳥は、魔草の口から逃のがれようと懸けん命めいに羽をばたつかせもがいている。もがく度たびにその羽根と、胸に生えている綿毛のような羽う毛もう──ダウンが舞まい落ちていく。

「何色だった？」

　俺の後ろからフィオナが魔草畑を覗き込む。

「白だな」

「そう。じゃあ、逃にがしてくるわ」

　土ど砂しや降りの雨の中へ出ていこうとするフィオナを、俺は慌あわてて止める。

「いや、俺が行くって」

　これまでフィオナは、この鳥が魔草に引っ掛かる度、「じゃ、ナイト。よろしくね」と、俺に丸投げしていた。なのになぜ雨の日に限ってやろうとするのか。

「濡ぬれるからお前はそこで待ってろよ」

「何を言ってるの？　濡れるから私がやるんじゃない」

「……何言ってんだ？」

　お互たがいに「理解出来ない」という顔をして見つめ合う。大雨の中、濡れて大はしゃぎするようなキャラでもないだろうに。

「いいから、お前はここにいろって」

「私の指示に従えないのかしら？　それともなに？　あなた、あの鳥とただならぬ関係にでもあるの？」

「あるか！」

　そんな押し問答をしていると、不意に雨の勢いが弱まってきた。

　空を見上げると、分厚い雲の隙すき間まから光が差し込んできている。

「お、雨が上がりそうだな」

「では、さっさと片付けてきなさい」

「はぁっ!?」

「なによ？　自分で行くと言ったのでしょう？」

　……なんなんだよ、こいつは？　意見をコロッと変えやがった。

「行くなら早く行きなさい。ドアが開いていると肌はだ寒ざむいのよ」

「へいへい！」

　釈しやく然ぜんとしない気持ちのまま、雨上がりのぬかるんだ庭に出る。滑すべりそうな足元に注意しながら、俺はハエトリグサそっくりな魔草ともがく鳥に近付いていく。

　この魔草、葉の付け根を摘つまむと自然と葉が開いていく習性があるのだとフィオナに教えてもらった。この方法で葉を開かせると、以前のような臭くさい分ぶん泌ぴつ液を吹ふき付けられることもなく、魔草は獲物を解放する。

　解放された白い鳥は大おお慌あわてで羽ばたき、空へと舞い上がっていく。鳥が飛び立った後には腹の虫が好みそうな非常にスパイシーないい匂いが残されていた。

「スパイシーチキン、ですね」

　いつの間にか背後にやってきていたリズが納なつ得とくしたように呟つぶやく。

　お惣そう菜ざい屋にでも置かれていそうな名前をしたあの鳥は、この世界では有名な渡わたり鳥で、雨季になるとこの町にやってくるのだという。チキンという名前だが、空も飛ぶし、基本的には水鳥らしい。どちらかといえばグース──ガチョウに近いと俺は思っている。

　スパイシーチキンが飛び立った跡あとを眺め、俺は嘆たん息そくする。魔草の周りには夥おびただしい量の羽根が散乱していた。立つ鳥跡を濁にごさずとは程ほど遠とおい。

「やれやれ……」

　俺はその羽根を拾い集める。この羽根は非常に乾かん燥そうしていて水を弾はじく性質があるため、畑に散らばっていると魔草の栽さい培ばいに悪あく影えい響きようを及およぼしてしまうのだ。

「あの魔草は、スパイシーチキンを捕獲するためのものだったんですね」

　かつてあの魔草の被ひ害がいに遭あったリズが、得心がいったように頷うなずいている。

　少し前に俺もフィオナからその話を聞かされた。

　魔草の中には薬に必要な材料を捕とらえるための『罠わな魔草』が存在するのだそうだ。イメージとしては食虫植物がそれに近いかもしれない。しかし、これほどアグレッシブに襲おそい掛かかってくるのは魔草ならではだろうが。

　それを聞き、俺はある意味で納得し、ある意味では安心もした。フィオナはなんの役にも立たない危険な魔草を酔すい狂きようで植えていたわけではなかったのだ。

　羽根を拾い終え、リズと共に室内へ戻もどる。と、一人リビングの椅い子すに腰こし掛かけて優ゆう雅がにお茶なんぞを飲んでいるフィオナが説明を始めた。

「スパイシーチキンの卵の殻からは、魔草が引き起こす悪影響を打ち消す効果があるのよ。それを利用すれば、魔草単体が持つデメリットも、魔草同士の干かん渉しようによって引き起こされる悪影響も取り除くことが出来るわ」

　湯気が立ち上るカップを傾かたむけ、喉のどを潤うるおすフィオナ。いつものことだが美味しいなどの感想は一いつ切さい口にしない。美味しそうな顔すらしない。

「じゃあ、さっき言ってた必要な材料ってその卵のことだったのか？」

「そうよ。言ってなかったかしら？」

　当然のようにフィオナは言うが、それについては初耳だ。そもそも乾かん燥そう剤ざいを打つことになったのは昨日のことがあったからだが、フィオナはこういう事態が訪おとずれることを前々から予期していたということなのだろうか。

　そんな俺の疑問に答えるように、フィオナが口を開く。

「あなたの症しよう状じようを初めて見た時から、大方予測がついていたからね。多くの魔草を……場合によっては危険な魔草でさえ使わなければならなくなると」

　初めからそこまでのことを視野に入れて行動していたとは、さすがはフィオナというべきか、感心するほかない。

「けれど、こうまで早く必要な事態に陥おちいるとは思っていなかったから……それだけは誤算だったわ」

　その言葉には自分を責めるようなニュアンスが含ふくまれていた。

　おそらく、俺に最善な薬を処方出来ないことに責任を感じているのだろう。フィオナのせいではないのに、むしろ俺の予測不可能な状態異常のせいなのに、そんな風に思わせてしまうとはなんともやりきれない……

「とにかく、地味な茶色い羽根をしたのがメスだから、そっちが掛かったら生け捕どりにしてちょうだい。オスは役に立たないから逃がしていいわ」

　そうして雨季に入ってから逃がしたオスの数は延べ五十七羽。抜ぬけた羽毛はざっと３キロ近くはある。雨に濡れたというのにふわふわ感をキープしているその羽根は、非常に保温性が高そうだった。

「なるほど。それで寝具なんですね」

　リズが手を打ち、表情を輝かがやかせる。正解だ。

　これだけ質のいいダウンがとれたのだから、羽毛布ぶ団とんでも作ってやろうかと思ったのだ。

　異世界の布団は薄うすっぺらいからな。今のうちに冬支度じたくを済ませておくのもいいだろう。

　と、そんなことを考えていた時、突とつ如じよ研究所の奥から大きな音が聞こえてきた。木材が折れるような音と、とても重たい物が落下したような音、それから、大量の水がぶちまけられるような音が一いつ斉せいに。

「とにかく、見に行くぞ！」

　俺はリビングを出て研究所の奥、薬品庫のある方へと足を向けた。

　リビングを出て右に曲がれば俺の部屋と物置部屋、左に曲がるとフィオナの部屋と研究室、そして薬品庫がある。

　その薬品庫の前が水みず浸びたしになっていた。

　薬品庫のドアが破は壊かいされており、大量の水はその中から流れてきているようだった。床ゆかや壁かべにはところどころ亀き裂れつが入り、隣となりの研究室と、その向かいのフィオナの部屋にまで被害が及んでいる。

　俺は水浸しとなった廊ろう下かを駆かけ抜け、薬品庫へ突とつ入にゆうする。そして、言葉を失った。

「…………なんだ、これは？」

　薬品庫には、天てん井じようが無かった。

「う～ん……」

　やや遅おくれてやってきたフィオナが、同じように屋根を見上げて唸うなり声を漏もらす。

「穴さえ塞ふさげばなんとかなると思ったのだけど……」

「お前が元げん凶きようか!?　何した!?　何しでかした!?」

　よく見ると、床の上には屋根とは明らかに材質の異なる木もく片へんが散らばっていた。

「屋根に穴が開いていたから何かで塞ごうと思ったのよ。そうしたら丁度いいサイズのタライがあってね……試ためしに嵌はめてみたらこれがピッタリで……これで一安心と」

「一安心じゃねぇよ！　タライなんか嵌めたらそこに水が溜たまって、その重みで落下するのが目に見えてるだろう!?」

　いや、それ以前にだ。そもそもの問題として……

「なんで屋根に穴が開いてたんだよ？」

　巨きよ大だいな穴を見上げ、そこから覗のぞく雨雲を恨うらめしげに睨にらむ。

　そんな俺に、フィオナは半ば呆あきれたように言い放ってきた。

「あなたが壊こわしたんじゃない」

「え……？」

　俺の脳のう裏りに、とある記き憶おくがよぎる。

　それは、俺がこの世界へ引き摺ずり込まれた時のこと。俺は異世界の遥はるか上空に放ほうり出され、この研究所に激げき突とつした。屋根を突つき破り室内へ落下したのだ。

「あの時の穴か!?」

　しかし、この研究所はその後、町で暴れたサラマンダーによって全ぜん焼しようさせられた。そして、太陽の女め神がみアデールによって完全に復元されたのだ。……完全に、『復元』？

「あなたが落ちてきた直後と同じ状態に復元されたのよ」

「もうちょっと気を利きかせろよ、あのバカ女神！」

　俺が開けた屋根の大穴は見事に復元され、研究所の中に光と風を送り込んでいたというわけか。

「っていうか、それならそうと早く言えよ」

　一言言ってくれれば、雨季に入る前に修理が出来たのに。

　やがて所帯を持った時、普ふ通つうの父親になれるようにと俺は日曜大工を極きわめているのだ。屋根くらい普通に修理出来る自信がある。

「元々この薬品庫は湿しつ気けがたまりがちで、薬を保管するにはあまり好ましくない状態だったのよ」

　今やずぶ濡ぬれとなってしまった棚たなに手を乗せ、空を仰あおぐようにフィオナが呟く。

「だから、風通しがよくなればいいかなと」

「屋根がないのは風通しがいいとかってレベルじゃないだろう!?」

　薬やく剤ざい師しとしては一流の腕うで前まえを誇ほこるフィオナだが、調合以外のことに関してはまるで無む頓とん着ちやくなのだ。「屋根ないけど、まぁいっかぁ」で、本当に済ませてしまうのだ。そして、雨季に入れば入ったで、「穴さえ塞げば大だい丈じよう夫ぶよね」と、こういう状じよう況きようを生み出してしまったのだ……勘かん弁べんしてくれよ、マジで。

「とにかく、荷物を避ひ難なんさせましょう」

　肩かたを落とす俺を尻しり目めに、リズが室内の荷物を手早く持ち出していく。

　確かにここに放置しておくのは問題があるだろう。

「研究室とフィー様のお部屋の物も避難させる必要がありそうですね」

　見ると、指し摘てきされた二部屋共に被害は甚じん大だいだった。フィオナの部屋などは、ドアが真っ二つに折れてしまっている。

「それじゃあ、使っていない物置部屋に運んでちょうだい」

　リズに指示を出すと、フィオナは続いて俺に向き直る。

「どさくさに紛まぎれて私の下着を盗ぬすまないように」

「盗むか！」

　どこまで節操のない人間だと思われてるんだ、俺は。

　その後、迅じん速そくに荷物を運び出した俺たちは、廊下に土ど囊のうの山を築き、その先の廊下の床を破壊した。これで再び雨が降り出したとしても、薬品庫からの雨水がリビングや他ほかの部屋に流れ込むことはないだろう。

　気が付けば正午はとうに過ぎ、そろそろ夕方になるような時刻だった。

「もう運ぶ物はないよな？」

　確かく認にんのため、俺は空になった薬品庫へと足を踏ふみ入れる。薬品棚だなは雨水にやられてしまったため、新しい物に替えなければならないだろう。

　と──そんな薬品棚の裏に、突とつ起き物を発見した。壁から何かが突き出している。

　空になった薬品棚を動かし、俺はその場所を確認した。

「これは……隠かくし扉とびらか？」

　Ｂ５サイズくらいの小さな扉が、壁に取り付けられている。鍵かぎはついておらず、取っ手を引っ張れば簡単に開きそうだ。さっき見えていた突起物は取っ手だったのか。

「ナイト、何をしているの？　また雨が降り出しそうだから早く室内に…………」

　言いながら部屋に入ってきたフィオナが、隠し扉を見て表情をなくす。どうやらフィオナも知らなかったものらしい。

「開けてみるか？」

　問いかけると、フィオナは少し考えてから、ゆっくりと頷く。

　それを受け、俺は取っ手に手をかける。少しだけ錆さびているような抵てい抗こうを感じたが、扉は問題なく開いた。

　扉の向こうの小さな空間には、一冊の冊子が入っていた。

「……これは、お父様の…………」

　それは、フィオナが持つガルシアの手記と同じ外装をしていた。

　フィオナは誘さそわれるようにその冊子を手に取る。そして、パラパラとページをめくる。中には文字がぎっしりと書かれていた。といっても俺には読めないのだが、その筆跡には見覚えがあった。これはガルシアが書いたものに間ま違ちがいない。

　となれば、これもガルシアが遺のこした手記なのだろう。フィオナが持つ手記とは異なる、もうひとつの手記。

　中身を確認するようにフィオナは素す早ばやくページをめくっていく。その中に……

「──っ!?　ちょっと待ってくれ！」

　息が止まるかと思った。

　手を止めたフィオナが開いているそのページに、ひとつのイラストが描えがかれていた。

　……決して忘れることの出来ないあの姿。

　俺をこの世界へ引き摺り込んだ、巨大なキャベツに似た魔ま草そう。そのイラストがそこに描かれていた。

　イラストが描かれたページの一番下に、何かの単語が赤い丸で囲まれていた。重要な言葉なのだろうか？

　その単語を見つめていると、突とつ然ぜん手記が閉じられた。

「おい、ちょっと。今のページもう一回見せて……」

「雨が降りそうだわ。早くここを出ましょう」

　俺の言葉を遮さえぎるように言うと、フィオナは俺を置いてさっさと薬品庫を出ていってしまった。手記に意識を持っていかれて、フィオナがどんな顔をしていたのかは見ていない。けれど、フィオナの声は……とても冷たいものだった。







　荷物を運び終え、さっきまで一いつ緒しよに風ふ呂ろに入っていたフィオナとリズ。今は二人揃そろって風呂上がりの牛乳を飲んでいる。

　あの後、隠し扉から見つかったもうひとつの手記についてフィオナに話を聞こうとしたのだが、なんとなくはぐらかされてしまった。……あの魔草について、何か分かるかもしれないというのに。

　しかし、ガルシアのことに関してはフィオナも思うところがあるのだろう。実の父であり、目指すべき目標であり、薬剤師としての師し匠しようでもあるのだ。

　そのガルシアが、フィオナにまで隠していた手記。それを見つけてしまったのだから、フィオナも心こころ穏おだやかではないのかもしれない。フィオナの心が今、どんな状態なのかは分からない。不安、怒いかり、喜び……あの手記を見つけてどんな感情を持ったのか、俺には知る術すべがない。

　なんにせよ、フィオナにも心を整理する時間が必要だろう。

　気にはなるが……あの魔草に関しては少し時間を置いてから尋たずねることにしよう。

　そう思いながら、俺は牛乳を呷あおった。

「リズ。今日は泊とまっていくといいわ」

「本当ですか!?」

　突然のフィオナの申し出に、リズの表情がパッと明るくなる。

「明日は朝から一緒に出で掛かけるのだし、その方が都合もいいでしょう」

　リズを見ると、その言葉を肯こう定ていするようにこくりと頷うなずいた。フィオナはここ最近、週に何度かリズと連れ立ってどこかへ出掛けることがあった。今回もそれだろう。

　どこに行くのか尋ねようとした時、大きな雷らい鳴めいが轟とどろいた。

　空を裂くような轟ごう音おんに、思わず首をすくめてしまう。リズは雷かみなりを怖こわがり、フィオナに抱だき付いていた。

　荷物を運び終えた直後から再び降り出した雨は一気に雨あま脚あしを加速させ、気が付けば豪ごう雨うになっていた。この中を一人で帰すのは危険だろう。まだ夜という時間ではないが、太陽は分厚い雲に隠れ、辺りはもう真っ暗だ。フィオナの判断は賢けん明めいだと思う。

　いや、待てよ…………フィオナの部屋は水浸しで使用出来る状態じゃない。ふたつある空き部屋も、荷物を避難させたことで人が眠ねむれるようなスペースはなくなってしまった。リビングは底冷えがしてとても眠れるような環かん境きようじゃない。布ふ団とんもないしな。

　……と、いうことは。

　俺の部屋で、俺のベッドで……三人、川の字になって…………

「ナイト。とても邪よこしまなニヤけ顔になっているわよ」

「そ、そんなことは、ない、だろう？」

　心のうちを見み透すかしたようなフィオナの指摘に、思わずどぎまぎしてしまう。

「でも、使えるお部屋はナイトさんの寝しん室しつしかありませんよね？」

「まぁ、そうね」

　リズの問いに、フィオナは涼すずしい顔で答える。

　やっぱり、どう考えたって、今夜は…………ごくり……

「私たちがナイトの部屋を使うから、ナイトはここで寝ねなさい」

「…………は？」

　めくるめくピンクな妄もう想そう世界に旅立っていた俺の思考が、フィオナの言葉で現実に引き戻もどされる。……ここで、寝ろ？

「一歩でも廊ろう下かに出たら…………良薬過ぎて死ぬほど苦い薬を飲ませるわよ？」

　フィオナの手には、限りなく黒に近い茶色をした錠じよう剤ざいが握にぎられていた。目が、マジだ。

「いや、でもな。こんな何もないところで……さすがに夜は寒いぞ」

「それなら寝しん具ぐを作ればいいじゃない。材料を揃えたのでしょう？」

　そう言うと、フィオナはリズが持ってきた魔ま物ものの皮とスパイシーチキンの羽う毛もうの山を指差す。

　いや、作れって……今からか？　もうすぐ夜なのだが。

「これで問題は全すべて解決ね。私は疲つかれたから先に休ませてもらうわ」

　言いたいことを言うだけ言って、フィオナはリズを連れてさっさとリビングを出ていってしまった。

　そして、リビングには俺だけが取り残された。……俺の部屋が、乗っ取られた。

「…………ふっ。…………ふふふふ」

　リビングの床ゆかに腰こしを下ろし、俺は小刻みに肩を震ふるわせる。

「よぉし、分かったよ！　やってやろうじゃん！　夜までに完かん璧ぺきな寝具を完成させてやろうじゃねぇか！」

　こうなれば自棄やけだ。

　俺はすぐさま魔物の皮を採寸し、針と糸を使って思い描く形に縫ぬい上げていく。

　なぁに、裁さい縫ほうなら得意中の得意だ。なにせ小学校の家庭科の授業で、「お前のまつり縫い、ミシンみたいな出で来き栄ばえだな!?」と驚おどろかれたことがある。基本はばっちりだ。

　親父おやじが言っていた。『基き礎そ中の基礎しか教わってないのに、ここぞって時に誰だれもが驚く究極奥義を我が流りゆうでやってのけるのが本物ってやつだ』と。

『究極の普ふ通つうマスター』の名にかけて、完璧な寝ね袋ぶくろを縫い上げてやろうじゃねぇか！

　腹を決めた俺は、時が経たつのも忘れて一心不乱に針を動かした。

　当初は掛かけ布ぶ団とんを作ろうと思っていたが、リビングで寝なければいけないのならば寝袋の方がいいだろう。そう思い、予定を変へん更こうした。羽毛もフェザーではなくダウンを中心に選んで詰つめ込んでいく。腰のしっかりしたダウンは軽いのに温かく、ふっくらふわふわとした心地ここちのよい感かん触しよくを生み出してくれた。

　そうして悪あく戦せん苦く闘とうすること数時間──

　フィオナとリズが完全に寝ね静しずまったであろう深夜になってようやく、寝袋が完成した。

　気が付けば雨は止やんでおり、窓の外には静せい寂じやくが広がっていた。

　……なんだか、物悲しい気持ちになってくる。

　寝袋の完成を祝ってくれる相手も、喜ぶような体力もなく、俺は無言で寝袋に入り、そっと瞼まぶたを閉じた。







　明けて、朝。

　リビングの窓から朝日が差し込み……俺の体が焼けていく。

「んなぁぁ熱っぁぁっづぃいいっ！」

　自室の窓は太陽の光が入ってこないように板を打ち付けてあるのだが、リビングの窓にはガラスが嵌はめ込まれている。そのことを失念し、もろに太陽光を浴びてしまった。

　昨日の朝、フィオナに「薬の効果が早く切れる」と忠告されたのを今になって思い出す。が、時既すでに遅おそしだ。久しぶりの天気を喜ぶ気持ちには、とてもなれなかった。

　体が焼け爛ただれている。しばらくすれば順次腐ふ敗はいしていくだろう。早く対処しなくては。

　俺は駆かけ足で自室へと向かい、フィオナを起こすべく扉を開け放った。

「フィオナッ！」

「ふへっ!?　な、ナイトさん!?」

　扉を開けると、リズの姿が視界に飛び込んできた。珍めずらしく慌あわてた様子で、目を真ん丸く見開いている。

　着き替がえの最中だったのか、リズは上半身を露あらわにしていた。形のいいド迫はく力りよくのふたつの膨ふくらみがこれでもかと存在感を発揮している。細い腕うでで特秘ポイントこそ隠されているが、それ以外がまったく隠れきっていない。むしろ、腕に押し潰つぶされるように変形したことで、その柔やわらかさと弾だん力りよくが視覚から伝わってくる。まさか、これほどまでとは…………

「にゃああああーっ！」

　その後、なぜか悲鳴を上げたフィオナに叩たたき出されるように部屋を追い出された。

　自室の前でしゃがみ込み、俺は己おのれの中に渦うず巻まく昂たかぶりを必死に落ち着けようと努力していた。なんかもう、皮ひ膚ふの腐敗とかどうでもよくなっていた。

　数十秒後、ドアを開けたのは怒り心しん頭とうに発したフィオナだった。背後に立つリズは真っ赤な顔をして俯うつむいていた。たまにこちらを窺うかがうようにチラ見してくる視線がこそばゆい。

「あ、ああ、あな、あなたは、どうしてノックというものを覚えないのかしら？」

　リズの気き恥はずかしくもこそばゆい視線を遮るように、フィオナが俺の視界一いつ杯ぱいに鬼おにの形相を映し込んでくる。どういうわけか、フィオナも首から上を真っ赤に染めていた。

「また……着替えを覗のぞかれた…………私、何も身に着けていなかったのに…………」

　視線を外しながらフィオナが漏もらしたその言葉に、俺は驚きを隠かくせなかった。

「え……お前も着替えてたのか？」

　瞬しゆん間かん。フィオナの瞳ひとみが暗黒色に輝かがやく。黒く、暗く、禍まが々まがしく……

「……あれだけの衝しよう撃げき的なシーンにも拘かかわらず、気付きすらしないほど見る価値がない胸をしているとでもいうの？」

「胸の話はしてないだろう!?」

　確かに、リズのダイナマイトバストに意識の全てを持っていかれて視界にすら入っていなかったことは事実だが。

「お目汚よごしにすらならない胸だというの？」

「悪かった！　今度はじっくり拝見させてもらうから！」

「滅ほろびなさい、エロ助すけ！」

「だからどっちなんだよ、お前は!?」

　昨日見た『良薬過ぎて死ぬほど苦い薬』を突つき付けてくるフィオナを全力で制止する。顔のそばに来るだけで強きよう烈れつな悪あく臭しゆうが漂ただよってくる。……この薬、目にくるな。

「あ、あのっ！……ナイトさん」

　こぢんまりとした攻こう防ぼうを繰くり広げる俺とフィオナの頭上から、リズの声が降ってくる。

　見上げると、フィオナの後ろに立ったリズがもじもじとしながら窺うような視線を俺に向けてきていた。チラチラと、逸それては見つめてを繰り返し、忙せわしなく視線を右往左往させている。

「あの……」と、何かを言いかけて、一度止める。

　顔は真っ赤に染まり、湯気が出そうなほどの熱を帯びているように見える。

　そして、困ったように眉まゆを曲げ、深呼吸をしてから、思い切った様子で再び口を開く。

「お嫁よめにいけなくなったら……責任を取っ…………いえ、やっぱりなんでもないです！」

　叫さけびながらリズは俺とフィオナの横を通り抜ぬけ、リビングへと駆けていってしまった。

　静まり返った廊下で、俺はしばし黙もつ考こうする。

　今の発言は、いわゆる、その…………逆プロポー……

「ナイト」

　不意にかけられた声に、俺は無防備に振ふり返る。そして、口の中に『良薬過ぎて死ぬほど苦い薬』の錠剤を放り込まれ、悶もん絶ぜつした。

　もがき苦しむ俺の腕に慣れた手つきで注射を打つと、フィオナはさっさとその場を立ち去ってしまった。

　去り際ぎわに、「……バカ」と、吐はき捨てて。

　…………いや、謂いわれのない非難だろ、それ。







　その日の朝食は、非常に居い心地ごこちの悪い空気に満ちていた。全員がぎこちなく視線を逸らし、終始無言だった。……正直、味など分からなかった。

　朝食後、リズは早々に表へと出ていってしまった。馬車の手配をするようだ。

　昨日フィオナが言ったように、この後二人は一いつ緒しよに出掛けるのだ。

「今日も天気が崩くずれそうだから、家で大人しくしていなさいね」

　出掛ける準備を終えたフィオナが玄げん関かんで俺に言う。

　青空がところどころに顔を覗かせてはいるが、相変わらず雲が空の大半を覆おおっている。フィオナの言うように、午後には雨になりそうだ。

　念のためにと、フィオナは乾かん燥そう剤ざいを多めに投とう与よしてくれた。

「これで大だい丈じよう夫ぶだと思うけど、万が一、腐敗が始まるようなことがあっても決して冷静さを失わないように。私が戻るまでリビングで大人しくしてなさい」
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　と、きつく言い付けられた。

「間ま違ちがっても、慌てて抱だき付いてこないように！」

　先ほどの注意よりも一層きつく、その部分を注意される。

　もう、同じ過あやまちは繰り返さない。

「それから、これを渡わたしておくわ」

　そう言って手渡されたのは小さな皮の袋ふくろだった。中には数枚の銀貨が入っていた。

「これまでのお給金よ。無む駄だ遣づかいしないようにね」

　ウィンクと共にそんなことを言われ、俺はその銀貨に視線を落とす。

　お給金…………給料？

　俺の働きに応じた賃金。

　初めて、自分で稼かせいだお金。

　初任給。

　途と端たんに、嬉うれしさが腹の底から込み上げてくる。

「あ、ありがとう！」

　思わずお礼を言ってしまった俺に、フィオナは明るい笑えみを向けてきた。

「お礼を言うようなことじゃないわ」

「いや、でも。嬉しいよ。すげぇ、嬉しい」

　日本ではバイトすらしたことがなかった。親の手伝いをしてもらったお小こ遣づかいを除けば、正しよう真しん正しよう銘めい、初めて自分の力で稼いだお金なのだ。

「それじゃあ行ってくるわね」

　俺の喜びが伝でん染せんしたのか、フィオナも心持ち上じよう機き嫌げんな様子だった。

　研究所から少し離はなれた場所に馬車が停とまっており、フィオナがそこまで歩いていくと、リズが出てきてフィオナを馬車へ乗り込ませる。

　俺が見つめていることに気付くと、リズは慌てた様子で深く頭を下げ、いそいそと馬車へと乗り込んでしまった。……う～ん、やりづらい。

　馬車が遠ざかっていくのを見送った後、手にした銀貨を改めて眺ながめる。

　これで何を買おうか。期待に胸が膨らんでいく。

　と、そこで思い付く。

　これで薬品庫の屋根が直せるんじゃないか？　木材や工具なんかも買えるかもしれない。

　初任給の使い道といえば、やはり世話になった人への恩返しだろう。

　いつもなら迷わずリズに注文するところだが……今のリズに頼たのみ事は出来そうにない。ここは、自分で買い出しに行くべきだろう。

「そうと決まれば……」

　俺は、銀貨の入った袋を懐ふところにしまい、研究所を後にした。







　港町ラダインブルグ。

　船の往来が盛んであり、交易で栄さかえているこの町には様々な店が軒のきを連ねている。

　服、装そう飾しよく品、貴金属、鞄かばん、靴くつ……様々な物を売る商店が路地の両側に並んでいる。こちらの世界では専門店ばかりが目立つ。ホームセンターのような、なんでも揃そろう店というのはないらしい。完全に当てが外れた形だ。

　しばらく歩いてみても、日曜大工用の木材を取り扱あつかっている店は見当たらなかった。

　ふらりと立ち寄った鞄屋の親おや父じに尋たずねてみても、「ウチには置いてないぞ」と分かりきったことを言われただけだ。

　空を覆う雲が密度を増し、辺りが薄うす暗ぐらくなっていく。

「工具とかは金物屋かな？」

　大通りまで戻もどってきたものの、それらしい店は見つからない。

　キョロキョロと辺りを見み渡わたすと、あちこちに看板が出ているのだが……そもそも俺はこの世界の文字が読めない。完全にノーヒントだ。

　途と方ほうに暮れて、道の真ん中で立ち尽つくす。

　どうしたものかと考えを巡めぐらせていると──

「危ないっ！」

　背後から聞こえた大きな声に、俺は振り返り……硬こう直ちよくした。

　眼前に巨きよ大だいな樽たるが迫せまってきていたのだ。

　行商人の引く荷車に積み上げられた大量の酒さか樽だるがバランスを崩し、こちらに向かって落下してくる。

　思わず、俺は頭を抱かかえてその場にしゃがみ込んだ。幸運なことに直ちよく撃げきは免まぬかれたが、俺のすぐ目の前に落下した樽はその衝撃で破は壊かいされ、中に詰つまったぶどう酒が俺の全身へと振り掛かかってきた。三つ四つと落下しては破壊される酒樽。大量のぶどう酒を浴びせられ、俺の体は余すことなくずぶ濡ぬれになってしまった。

「すまんな、兄ちゃん。大丈夫か？」

　行商のオジサンが遠くから声をかけてくる。

「すげぇ酒臭くさいけど……まぁ、怪け我がはないですよ」

　心配顔のオジサンに無事を告げようと右みぎ腕うでを掲かかげる。と、その時──

「なっ!?」

　俺は自分の目を疑った。

　俺の腕うでが燃えていた。

「なんじゃこりゃぁぁぁあああっ!?」

　ぐっしょりと濡れた俺の腕が真っ赤な炎ほのおに包まれている。それに続いて足先からも炎が上がる。強烈な熱さが全身に広がり、体温が急激に上じよう昇しようしていく。胸も、首も、おなかも、腰こしも、体中が異常なほどに熱を帯びている。全身に被かぶったぶどう酒が蒸発し、むせ返るような酒気を立ち上らせていく。酒の匂においに頭がくらくらする。

「……ヤバイ。なんだこれ？　ど、どうすれば…………」

　テンパって、思考がまとまらない。

　このまま体の温度が上昇していけば、最終的には全身が炎に包まれ骨まで焼き尽くされてしまうかもしれない。

　ゾクッ──と、背筋に冷たいものが走る。

　慌あわてて辺りを見渡すが、そこには誰だれもいない。

　遠巻きに俺を見ている町の人が数人いるが、彼らではダメだ。

　俺を救えるのは……フィオナ。

　フィオナがいない。俺を助けてくれる人が、ここにはいない。

　全身が粟あわ立だつ。

　俺は…………もう、助からないのか……

「おい、お前。大丈夫か？」

　絶望に吞のみ込まれそうになった俺に、誰かの声がかかる。

　ほぼ無意識に顔を上げると、そこに美しい女性がいた。

　濡れたような艶つややかな黒くろ髪かみが妙みように艶なまめかしい、大人の魅み力りよく溢あふれる女性だった。華きや奢しやな体に不ふ釣つり合いなほど張り出した胸はなんとも扇せん情じよう的で、けれど彼女の纏まとう雰ふん囲い気きは理知的で貞てい潔けつなものだった。そんな雰囲気に、俺は不思議な親近感を抱く。

　彼女は──肩かたに羽織った白衣や、聡そう明めいそうな顔つきが──どこかフィオナに似ていた。

「……フィオ…………ナ」

　不意に沸わき上がった安心感に吞み込まれ、俺はそのまま意識を失ってしまった。







　目が覚めると、見知らぬ顔が三つ、俺を覗のぞき込んでいた。

　同じ白衣を着て、頭とう髪はつをきちっと整えている、どこか無機質に感じられる男女の顔。男が二人に女が一人。……てか、誰だ？

「薬の投与から四十八分二十七秒。患かん者じや、目を覚ます」

「四十八分二十七秒。記録しました」

「では、先生へ報告してきます」

　淡たん白ぱくな口調で話しつつ、その三人は何かを書き込んでいる。……ホント、誰だよ？

「気が付いたか」

　三人の中の一人が先生とやらを呼びに行った直後、聞き覚えのある声が聞こえてきた。

　ベッドから体を起こし振り返ると、町で会った黒髪の美女がそこにいた。

「ご苦労だったな、お前たちは持ち場へ戻れ」

「はい」

　美女の指示に三人の男女は声を揃えて返事をすると、シンクロのように揃った歩ほ幅はばで部屋を出ていった。

「気分はどうだ？」

　ベッド脇わきの椅い子すに腰こし掛かけながら、黒髪の美女が俺の顔を覗き込むように窺うかがい見る。

「助けて、くれたんですか？」

「ん。まぁな」

　なんとも軽く言う。しかし、俺は突とつ然ぜん発火し火ひ達磨だるまになっていたのだ。この人がいなければ、今いま頃ごろは…………

　ごくりと、固い生なま唾つばを吞み込む。いやな汗あせが滲にじむ。

「私はメディカル・ギルドの長ちようをやっているジーナ・グランキンだ。一応、信用に足る人間であると自負している」

　メディカル・ギルドがなんなのか、彼女が何者なのか、それはまったく分からない。しかし、彼女の言葉は信用出来る。そう思わせるほどに、彼女──ジーナさんの言葉には誠実さが溢あふれていた。

　そして、ジーナさんを信用出来ると思ったもうひとつの理由が、この部屋だ。

　改めて部屋の中を見渡す。

　部屋の中には無数の書物と数種類の植物、そして透とう明めい度の高い液体が入った小こ瓶びんと薬や研げんがあった。木製のデスクは綺き麗れいに整せい頓とんされていて、この女性の几き帳ちよう面めんさが窺える。

　なにより部屋に立ち込める薬の匂いが薬やく剤ざい師し協会と似ていて、俺は安心感を覚えていた。

「勝手ながら少し調べさせてもらったのだが……」

　言って、ジーナさんは俺の体を指差し、眉まゆ根ねを寄せる。

「随ずい分ぶんと面めん倒どう臭くさいことになっているようだな、お前の体は」

　思わず、自分の胸に手を当ててしまった。

　そんな俺を見て、ジーナさんは笑えみを零こぼす。

「大だい丈じよう夫ぶだ、メスを入れたわけではない。採血をして、その中に含ふくまれる物質を見せてもらっただけだ。そこでお前に聞きたいんだが……」

　ジーナさんはそこで一息吐つき、鋭するどい視線を俺に向けてきた。瞬しゆん間かん、空気が変わった。

「今朝けさ、なんの薬を服用した？」

　静かだが威い圧あつ感かんのある声こわ音ねで、ジーナさんが俺に問う。

　しかし、俺はその問いに答えることが出来なかった。なぜだか分からないが、素す直なおに答えを返すことが憚はばかられたのだ。

　と、押し黙だまった俺を見み据すえたまま、ジーナさんは確かく認にんするように別の質問を投げてきた。

「ガルシアレシピは知っているな？」

　聞き慣れた名めい称しように、思わず息が詰まる。

　俺は身構えながらもそれには素直に頷うなずいてみせた。

「ガルシア・モナステリオという一人の偉い大だいなる薬剤師によって開発された、安全を保証された完かん璧ぺきな薬。それがガルシアレシピだ」

　ガルシアのことを、フィオナ以外の人が語っている。それも、随分と尊敬の念が込められている。そのことに、……妙な居い心地ごこちの悪さを覚える。

「これは先ほどお前に投とう与よした防ぼう腐ふ剤ざいだ。ガルシアレシピのうちのひとつで、安全な薬だ」

　そう言って、小瓶に入った薄うす水色の液体を見せてくる。

　それは、初めて俺が腐ふ敗はいした際にフィオナに投与してもらったものと同じ色をしていた。

　……この人は一体何者なんだ？

　ガルシアやフィオナ──薬剤師協会の関係者なのか？

「今朝も、この薬を服用したな？」

　ジーナさんの瞳ひとみが再び鋭さを増す。

「だが、オリジナルとはやや違ちがう、改変されたものだ。違うか？」

　ゆっくりと周囲を固め、俺を追い込むように質問を投げてくる。

「それともうひとつ。危険な魔ま草そうを扱あつかった薬を使用したはずだ……それは、なんだ？」

　そして、完全に俺の逃にげ場を奪うばう。

「か……乾かん燥そう剤ざい……です」

　追い詰められ、観念し、たどたどしくも俺はそう正直に答える。これ以上、黙もく秘ひを貫つらぬくことは出来なかった。

「乾燥剤……か」

　ジーナさんが納なつ得とくしたように呟つぶやく。そして、次いでこう告げてきた。

「さっきの発火はそれが原因だ。乾燥剤は、水に濡れると熱を持つからな」

「え……」

　ジーナさんの説明に俺は目を丸くする。確かにそんな話を聞いたことがあるが、体を包み込むような強力な炎を発生させるほど発熱したりするものなのか？

　それとも、それが魔草の危険性というものか……

　俺が悶もん々もんと考えを巡らせていると、ジーナさんがゆっくりと口を開く。室内の空気がピンと張り詰め、静せい寂じやくの中で、その言葉だけがやけにはっきりと耳に届いた。

「……誰に、薬をもらった？」

　ごくりと、喉のどが鳴る。

　ジーナさんの目が、恐おそろしいまでに鋭く尖とがっていた。

「ガルシアレシピにも乾燥剤は存在するが、発火するような危険はない」

　威い風ふう堂どう々どうとした高圧的な態度で、ジーナさんは淡たん々たんと言葉を続ける。

「お前が投与された乾燥剤はガルシアレシピとは別の、危険性の高い強力な魔草を使ったものだ」

　フィオナはガルシアの手記をもとに乾燥剤を作ったと言った。

　そしてジーナさんの言うとおり、危険な魔草を使っているとも言っていた。

　けれど、フィオナは十分に安全性を確認して……その都度最適の薬を投与してくれていて…………正当化しようとすればするほど、後ろめたい気持ちが胸を占せん拠きよしていく。

　無言の時間が心臓に負ふ荷かをかける。ジーナさんの唇くちびるが微かすかにでも動くと、心臓が締しめ付けられるように息苦しくなる。

「もう一度聞く」

　その言葉に絶望感にも似た恐きよう怖ふを抱いだく。逃げられないのだと、実感させられる。

「……誰に、薬をもらった？」

　口の中がからからに渇かわき、言葉が喉につっかえる。

「え、と…………薬剤師協会……です」

　黙秘も偽ぎ証しようも許されない。そんな空気に、俺は素直に答えざるを得なかった。何も隠かくすようなことではないはずなのだが、なぜかとても後ろめたい気持ちになっていた。

「やはり……か」

　呟いた後、ジーナさんは椅子の背もたれに体を預けた。

　額を指で押さえ、沈ちん痛つうな面おも持もちで深く長い息を吐く。

「…………まだそんなことをしているのか、フィオナは」

　フィオナの名前が出て、俺の心臓が跳はねた。

　庇かばわなければ──咄とつ嗟さにそう思った。このままではフィオナが悪者にされてしまうと。

「あ、あの！　違うんです！」

　何も考えずにベッドから立ち上がり、口から出るままに言葉を並べる。

「確かに、フィオナに薬を投与してもらいました。けどそれは、俺のこのおかしな体質を治すためで、今回はちょっと厄やつ介かいなことになってしまいましたけど、普ふ段だんは本当に助かってて……フィオナだって、まさか濡ぬれただけであんな炎ほのおを放つような発火をするなんて思ってなかっただろうし……」

　視線が合った。

　ただそれだけのことで、俺は発言を封ふうじられてしまった。

　静かに……夜の海のような静けさで……ジーナさんが怒おこっているのがありありと伝わってきた。

「思ってなかった……か」

　ゆっくりと、ジーナさんが腰こしを上げる。それに気け圧おされるように、俺は身を引く。

　ゆらりと立ち上がったジーナさんは、俺を見据え、淡々とした声で言い切った。

「その程度の人間が、薬を扱うべきではない。ましてや危険性の高い魔草を使うなど、言語道断だ」

　言葉が耳から侵しん入にゆうして脳に到とう達たつすると同時に心臓が収縮する。

「人の命は何物にも代え難がたく重い。奪うことはおろか、危険に晒さらすことすらあってはならない」

　淀よどみなく言葉を並べながら、ジーナさんは棚たなに並ぶ小瓶を手に取る。

「発火するなんて思ってなかった……、そんな言い訳が通用すると思うか？」

　反論したいが、何も言い返せない。固い生唾が喉を押し広げて食道を落ちていく。

　黙もくする俺をよそに、ジーナさんは小瓶の中身を注射器に充じゆう塡てんし、俺の腕うでへと注射する。

「ガルシア先生のレシピは、私が完璧に引き継ついでいる」

　思わず、視線が注射器へ向かう。今、俺の体内へ注入されているのは、ガルシアレシピの薬なのか。

「ガルシア先生の意志は、ここ、メディカル・ギルドに受け継がれている。ここに来れば、ガルシア先生の薬は全すべて揃そろう」

　針を抜ぬき、その跡あとを親指で軽く揉もむ。

「念のため、発熱を抑おさえる薬を投与した」

　患かん部ぶを見つめながら言うジーナさんの言葉に、俺も同じ場所を見る。

「本当は、投与された薬を一度抜く処置をしてやりたいところなのだが、そうすればお前は腐敗してしまうのだろう？」

　俺の抱かかえている現状など全てお見通しであるかのように、そう指し摘てきしてくる。

「……厄介な体質だな」

　眉まゆを寄せ嘆たん息そくした後、ジーナさんの視線がゆっくりとこちらを向く。

「そもそもの話、それも強力な魔草によって引き起こされた副作用なんじゃないのか？」

　出会った時の、穏おだやかだったジーナさんの表情はもうどこにもない。その顔には、冷れい徹てつなまでに厳しい無表情が張り付いていた。

「あそこはもう、かつての薬剤師協会とは違うのだ」

　注射の跡から指を離はなし、その手を俺の肩かたに乗せる。至近距きよ離りで、見下ろすように、真っ直すぐに俺の目を見つめ、ジーナさんはきっぱりと俺に告げる。

「あそこには、近付くな」

　その言葉に、俺はなんの反応も返すことが出来なかった。
















　──薬やく剤ざい師し協会には近付くな──

　ジーナさんにそう忠告されてから、二日が経たっていた。

　あの日の午後から降り続けた雨は、今朝けさになってようやくその勢力を弱めつつある。

「どうしたの、ボーっとして」

　リビングの窓から外を眺ながめていた俺に、フィオナが声をかけてくる。

「ここ最近、ずっとそんな感じよね。何かあったの？」

　不安げにこちらを見つめるフィオナの目から、思わず視線が逃げてしまう。

　俺は、ジーナさんに出会ったことをフィオナに言えないでいた。なんとなく、話すことが憚はばかられたのだ。

「いや……なんでもない」

「そう」

　フィオナも深くは追及してこない。そんな感じで俺は時間を無む為いに過ごしていた。

「それじゃあ、ちょっと出で掛かけてくるわ」

　振ふり返ると、フィオナは外出着を身に纏まとっていた。いつもの白衣ではなく、余所よそ行きのケープを肩にかけている。

「リズの体調が思わしくないようなのよ。少し診しん察さつを兼かねて話し相手になってくるわ」

　ここ二日、リズは薬剤師協会を訪おとずれていない。それまではほぼ毎日、朝食を食べに顔を見せていたというのに。

　原因は間ま違ちがいなく俺だ。事故とはいえ、結けつ婚こん前の良家のお嬢じよう様さまの着き替がえを覗のぞいてしまったわけで、……もしかして俺は、とんでもない重罪を犯おかしてしまったのではないだろうか？

「あまり気に病やむ必要はないわ」

　額から滝たきのように汗あせを流す俺に、フィオナが軽い口調で言う。

「元々、現実と妄もう想そうの区別がつきにくい娘こなのよ。話を聞いてあげればそのうち落ち着いてくるでしょう」

「そうか……頼たのむよ」

　早く元気になってくれないと罪悪感に押し潰つぶされてしまいそうだ。

　それに、やはりリズがいないと少し寂さびしい。

「あなたの尊厳を踏ふみにじるようなとんでもない変態エピソードを嫌いやというほど語り聞かせて、リズの抱く幻げん想そうを叩たたき壊こわしてくるわ」

「そこまでしなくてもいいだろう！」

　違ちがう意味で避さけられるようになったら大変だ。

「少しは元気が出たようね」

　苦く笑しようを漏もらし、フィオナが雨あま避よけの外がい套とうを羽織る。

　どうやら気を遣われてしまったらしい。

「あなたも、少し息を抜きなさい」

　フードを被かぶり、荷物を抱えて、フィオナはドアノブへと手をかける。

　確かに、ここ最近腐ふ敗はいが悪化したり、体が突とつ然ぜん発火したりと色々あって神経をすり減らしていたからな。息いき抜ぬきは必要かもしれない。

　俺はドアへ近付き、フィオナを見送る。

　外へ出たフィオナはもう一度振り返り、念を押すように言った。

「今日はゆっくり休んでいなさい」

「あぁ。気を付けてな」

　歩いていくフィオナを見つめる。

　曇くもりの空を見上げると、微かすかにだが光が差していた。

　雨季とはいえ、いつまでも雨が降り続けるわけではない。俺も、いい加減気分を変えなきゃな。

　そういえば薬品庫を放置したままだ。晴れるなら町まで買い物に出られるだろう。

「よっし、いっちょやるか！」

　雨が止やむのを待って、俺は再びラダインブルグの町へと出掛けることにした。







　雨上がりの匂においが立ち込め、むわっとした湿しつ気けが全身をべたつかせる。腐敗と発熱防止のために今日はピスティスという魔ま草そうで作られた布を持ってきている。吸水性に富んだ素す晴ばらしいフェイスタオルだ。歩きながら、こまめに汗を拭ぬぐう。

　ラダインブルグは広く、まだ一度も足を踏み入れたことのない通りがいくつも存在する。とりあえず、前回とは違う区画を調べてみることにする。

　大通りから横道へと入ると、露ろ天てん商しようが地べたに商品を広げていた。異国の飾かざりや高そうな本ほん革かわのバッグなどが並べられている。彼らはこの町に店を持たない行商のようだ。それらを少し見て回りながら、更さらに奥へと路地を進むと、酒場や飯屋の並ぶ通りに出た。

　何かが焦こげたようなとても香こうばしい匂いに混ざって、方々からスパイスの香かおりが漂ただよってきている。見ると、道沿いにカレー屋が乱立していた。

　現在、ラダインブルグを賑にぎわせている流りゆう行こうの食べ物だ。どの店もブームに敏びん感かんなラダインブルグっ子で埋うめ尽つくされている。クルドーナ王国の文化はラダインブルグから発信されると言われているらしい。いつか王国中にカレー屋がはびこるかもしれない。

　そんな、今最もホットなカレー屋の中に、よく見知った顔を見つけた。

「そこの店員！　シェフを呼ぶのダ！」

　女め神がみ祭では女神に捧ささげる祝福の料理の鍋なべ守もりとして奮ふん闘とうしていたちびっ子シスター。エルフとドワーフのハーフだという珍めずらしい血筋のドーラ・ホイストだ。

　店内へと足を踏み入れ、背後からドーラの小さな頭を鷲わし摑づかみにする。

「何やってんだよ、お前は？」

「ほにゃ!?」

　驚おどろいて振り返ったドーラは俺を見るや両目を力いっぱい見開き、そして飛び掛かかってきた。俺の胸にしがみ付き、顔をぐりぐり押し付けて、すぴすぴと匂いを嗅かぐ。

「いい匂いがするのダ！」

「もうしてないだろう!?」

　俺はかつて、薬の副作用で非常にスパイシーな香りを体から発生させていた時期がある。

　こいつはその時の癖くせが抜ぬけてないんじゃないだろうか？　これは条件反射か。でなければ、「俺＝いい匂い」と脳にインプットされてしまったのかもしれない。

　しがみ付いていたドーラを引き剝はがし、椅い子すへと座らせる。

「このカレーに何か文句でもあるのかよ？」
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「食べてみれば分かるのダ」

　ドーラに勧すすめられ、ドーラの食べかけを一口頂ちよう戴だいする。

「かっ、間接チューなのだ!?　ドーラ、大人にされてしまったのダ！」

「お前が食えって言ったんだろうが！　あと、大人に『された』とか言うな！」

　ぱたぱたと腕うでを振るドーラを押さえ付けて、俺は口の中のカレーを咀そ嚼しやくする。……ん？

「……なんだこれ？」

　それは、お世辞にも美味うまいとは言い難がたいものだった。

「女神祭の時に食べたのと全然違うのダ」

「味が薄うすいし、香りも全然しない。見様見み真似まねじゃ、これが限界か」

「お肉も酷ひどいのダ。なんか硬かたくて、獣けもの臭くさいのダ」

「野菜の切り方も適当過ぎるだろ、これ」

「あと、ご飯もこんなにべちゃべちゃなのダ」

「これはないな」

「ないのダ」

　と、その時。俺たちが会話しているテーブルの前に、厳いかついコック姿のオッサンがやってきた。

「金はいらねぇから、さっさと出ていきやがれ！」

　そう大声でがなり立てるなり、オッサンは俺とドーラを店の外へと摘つまみ出す。

「営業妨ぼう害がいもいいとこだ！　二度と来んなよ！　シッシッ！」

　オッサンが犬を追い払はらうように手を振る。……まぁ、確かに店の中でする会話じゃなかったか。

　早々に退散しようとする俺とは対照的に、ドーラはその扱あつかいが我が慢まんならなかったようで、オッサンに向かって威い勢せいよく牙きばを剝むいた。

「なんて店なのダ!?　潰れればいいのダ！」

「なんだと、クソガキ!?　ミンチにしてカレーにぶち込むぞ！」

　怒ど髪はつ天てんを衝ついたオッサンが、鬼おにの形相で両りよう腕うでを振り上げてドーラに摑つかみ掛かる。

「って、その男が言ってたのダぁ───っ！」

「ちょっと待て！　俺のせいにするなよ！」

　俺の突っ込みを聞くことなく、ドーラはその場を走り去ってしまった。嵐あらしが過ぎたような静けさの中、オッサンの鋭するどい眼光が俺を捉とらえている。

　──と、急に店内が騒さわがしくなり、何人かの悲鳴と器うつわの割れる音が聞こえた。

「なんだ、どうした!?」

　慌あわてて店内へ飛び込んだオッサンに続いて、俺も店内へと戻もどる。

　フロアの奥まった箇か所しよに人だかりが出来ていた。それを搔かき分け中心部へ進むと、床ゆかにぶちまけられたカレーの残ざん骸がいと、足の折れたテーブルが目に入った。

「なんだよこの店!?　テーブルが腐くさってんじゃねぇか!?」

　誰だれかのそんな声に、店内は騒そう然ぜんとなる。

　言われて見ると、折れたテーブルの足が腐敗したように変色していた。

「こんな店の物、食って平気なのか？」

「カレーも腐ってんじゃねぇの？」

　客の間から、次々にそんな言葉が漏れてくる。

　そうして店を埋め尽くしていた客は瞬またたく間にいなくなってしまった。店に残ったのは、俺と、床に蹲うずくまって涙なみだ目めでテーブルを見つめているオッサンだけだった。

「そんなバカな……掃そう除じはちゃんとやっているのに…………」

　信じられないものを見るように、オッサンは腐敗したテーブルの足を凝ぎよう視ししている。

　雨季のせいでこんなものまでが腐敗しやすくなっているのだろうか。よく見ると、そのテーブルの脇わきの壁かべに、紫むらさきと緑を混ぜたような色合いのカビが繁はん殖しよくしていた。

「……カビまで…………どうなってやがんだ、チキショウ」

　怨うらみ節のように呟つぶやいたオッサンは、やがて空気の抜けた風船のようにうな垂れ、フロアの奥、厨ちゆう房ぼうがあるらしい方へ向かって声を投げる。

「おい、このテーブルを処分してくれ！」

　奥からガタイのいい男が二人現れ、足の腐敗したテーブルを撤てつ去きよしようと持ち上げる。

　そこへ突とつ如じよ、威勢のいい声が飛び込んできた。

「ちょ～っと待ってよ！」

　振ふり返ると、そこには朗ほがらかな笑えみを浮うかべた快活そうな美少女がいた。

　上半身に胸を隠かくすチューブトップのような布を一枚だけ身に着け、上着は腰こしで括くくって大だい胆たんにはだけている。そして、露ろ出しゆつした肩かたには木製の細長い箱が担かつがれていた。

　全身から元気いっぱいな腕わん白ぱくさを放つその快活少女は、一同の視線を浴びると、日に焼けた健康的な頰ほおをクイッと持ち上げる。

「そのテーブル、あたしが修理してあげるよ」

　そう言うと、快活少女は俺とオッサンの横を素す通どおりし、テーブルを撤去しようとしていたガタイのいい男二人を押し退けて、腐敗したテーブルの足を観察する。

「これは、取っ替かえなきゃダメだね。ちょっと待ってて」

　そう言ってこちらに笑顔を向けた快活少女は、いそいそと長方形の木箱を開け、中からノコギリとカンナを取り出した。

「す～ぐに、直してあげるからねぇ」

　その言葉は、オッサンにではなく、テーブルに向けられているような気がした。

　快活少女の動きは機き敏びんで無む駄だがなく、とにかく速かった。

　テーブルの足の腐敗部分を切断し、切断面に凹おうの形の溝みぞを彫ほる。と、今度は腰に下げた道具袋ぶくろの中から適当な木材を取り出し、適度な長さにした後に凸とつ形の出っ張りを作る。その凹と凸とを嚙かみ合せてハンマーで叩たたくと、テーブルは元通り使用出来る状態になった。

　腰こし掛かけ蟻あり継つぎというやつだろう。それを五分とかからずやってのけたのだ。

「ほいっ！　これでよし！」

　ぽんと、テーブルを叩き、そしてオッサンに向けて屈くつ託たくのない笑みを見せる。

「大切に使ってあげてよね」

　笑顔のよく似合うその少女は、紛まぎれもなく大工だった。先ほどの手て際ぎわのよさもさることながら、彼女の使う年季の入った工具を見ても分かる。彼女は一流の大工に違いない。

　彼女に聞けば、大工道具や木材を調達出来るかもしれない。

「お嬢じようちゃん、ありがとよ。でもなぁ……」

　俺が快活少女に声をかけようとした時、オッサンが沈しずんだ顔で口を開く。
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「折せつ角かく直してもらっても、こんな状態じゃあ……」

　オッサンの視線の先には、カビが生えた壁があった。

「じゃあ、壁も取り替えちゃう？」

　心持ち嬉うれしそうに快活少女が言う。が、今度は俺がそれを止める。

「いや。これくらいなら取り替えるまでもねぇよ」

　俺はテーブルの脇に立つガタイのいい男たちに向かって指示を出す。

「熱湯を沸わかして持ってきてください！　大急ぎでお願いします」

　ガタイのいい男たちは厨房へと戻り、すぐに熱湯の入った鍋を持って戻ってきた。どうやらタイミングよく沸かしていたらしい。

　不安げなオッサンの視線と、興味深そうな快活少女の視線を受けながら、俺は壁のカビに熱湯をかけ始める。鍋を傾かたむけて、なるべく時間をかけて、少しずつ。

「カビは熱湯を浴びせると死し滅めつするんですよ。あとは乾かわいたタオルでしっかり拭ふいておけばこれ以上繁殖することはないはずです」

　俺が言い終わると、オッサンが突とつ然ぜん俺の両手をしっかりと握にぎり締しめてきた。

「ありがとう。これからはこんなことがないように衛生管理を徹てつ底ていするよ」

　般はん若にやみたいだった顔が、今は菩ぼ薩さつのようになっていた。

「そうだ。お代を支し払はらわないと。おいくらですかな？」

　菩薩顔のオッサンが、快活少女に尋たずねる。と、快活少女は笑顔でそれを固辞する。

「いいよいいよ。あたしが勝手にやったことだし。そのテーブルを大切に使ってくれればそれで十分だって」

「じゃ、じゃあ、そちらは？」

　次にオッサンは俺へと視線を移す。が、快活少女が無料なのに、俺がわずかでももらえるわけがない。

「気にしないでいいですよ。大したことやったわけじゃないし」

　俺たちの言葉を受け、菩薩顔のオッサンは深く頭を下げ何度もお礼の言葉を述べてくる。それを適当に受け流して、俺たちはカレー屋を後にした。







　カレー屋を出た後、俺と快活少女は肩を並べて大通りを歩いていた。

「なんか、すっごい感謝されまくっちゃったねぇ」

「され過ぎた感が否いなめないけどな」

　苦く笑しようを漏もらし、快活少女と視線を交かわす。

「にしても、あんた凄すごいねぇ。カビが綺き麗れいにとれて、壁ピッカピカだったよね」

「お前の方が凄いだろう。大した腕うで前まえだよ」

「いやいや。まだまだ修しゆ業ぎよう中の身だよぉ」

　照れ笑いを浮かべ、そんな謙けん遜そんの言葉を口にする。

「あたしは、大工のサシャ・カチェル。よろしくね」

「俺は、薬やく剤ざい師し協会の堀ほり井い騎士ナイトだ。ナイトでいい」

「うん、分かった。ナイトっちだね」

「いや、ナイトで……まぁ、なんでもいいけど」

　雨季の雲を吹ふき飛ばすような輝かがやく笑顔で、サシャは俺に手を差し出してくる。それを握り返し、握あく手しゆする。

「なぁ、サシャ。ひとつ頼たのまれてくれないか？」

「ん？　なになに？　なんでも言って。大体のことならなんでもするよ」

　突き抜けたお人ひと好よし、そんな感じがする。

「実は、大工道具と木材が欲しいんだ」

「何か作るの？　それとも修理？」

　興きよう味み津しん々しんとばかりに、サシャが食い気味に尋ねてくる。

「修理だよ。ちょっと世話になってる家の屋根が大変なことになってな……」

「屋根!?　屋根の修理を自分でやるつもりなの!?　危ないよ？　プロに頼んだ方がいいって。それで、どんな状じよう況きようなのかな？」

「いや、ちょっと穴が……」

「穴!?　屋根に穴!?　大変じゃないか！」

　言葉とは裏腹に、期待に満ちたキラキラとした目でサシャが身を乗り出してくる。

「是ぜ非ひ現場を見せて欲しいな！　ねぇ、今から連れてってよ！」

「いや、俺は必要な材料が欲し……」

「ほら、早く！」

　笑顔マックス状態のサシャに腕うでを引かれ、俺は前進を強要される。

「遅おそい、遅いっ！　ほらほら、ダッシュ！　走った走った！」

　人好きしそうな笑顔を浮かべるサシャは、ちょっと犬っぽかった。

　結局、サシャの強ごう引いんなペースに押し切られ、俺はサシャと共に研究所へと戻ることになった。







「おぉ～！　これは……なかなか手て強ごわそうだねぇ」

　研究所の惨さん状じようを見て、サシャはどこか嬉しそうに呟いた。

「床とか壁とか全部引っぺがして作り直した方がいいね、これは」

「確かに、ちょいちょい補修してどうにかなるレベルじゃないか……」

　サシャと二人して現場検証を行う。床も壁ももはや使い物にはならなそうだ。

「これを素人しろうとが直そうなんて……ナイトっち、ちょっと認にん識しき甘いんじゃないの？」

　意地の悪い、けれど憎にくみきれない笑みを浮かべて、サシャが俺のわき腹を肘ひじでぐりぐりしてくる。

　スキンシップがさり気なくて、ちょっとだけどきどきしてしまう。そのせいで、声が自然と上うわ擦ずってしまう。

「ぷ、プロに頼んだ方が、いいのかな、やっぱ」

「その方が賢明だと思うなぁ～」

　言いながら俺を見上げてくる顔には「あたしに修理させてよぉ」と、思いっきり書いてあった。

「ち、ちなみに、プロに頼むと、どれくらいかかりそうだ？」

　全面リフォームとなると、相当費用が嵩かさみそうだ。金額によってはフィオナと検討しなくては。

　そんなことを考えていると、サシャがしばし考えた後で答えを寄よ越こしてきた。

「う～ん。材料さえあれば、明日の夕方には終わるかなぁ」

「いや、期間じゃなくて値段……明日の夕方!?」

　部屋を丸ごと修しゆう繕ぜんするのに、丸一日？　そんな短い期間で出来るのか？

「あぁ、料金はそっちで決めていいよ。あたしは大工仕事が出来るだけで幸せだから」

　と、サラッと自分がやること前提で話を進めるサシャ。

「ナイトっちは、ここの責任者なの？」

「いや、俺を雇やとってるヤツが責任者だ」

「んじゃ、その人と直接交こう渉しようするからさ、早く作業に取り掛かかろうよ！」

　新しいオモチャを与あたえられた子供のような……いや、大好物を目の前におあずけを食らっている犬のような顔をしている。どんだけ好きなんだよ、大工仕事。

「あれ……やっぱり、他ほかの人がいい……の、かな？」

　返答をしない俺に、サシャは不安げな目を向けてくる。

「…………あたしじゃ……ダメ？」

「う……っ」

　その甘えたような上うわ目め遣づかいに、……完かん膚ぷなきまでにやられてしまった。

「……お願いします。完かん璧ぺきに修理してください」

「うん！　任せといてよ！」

　フィオナに相談することなく独断で決めてしまった。いや、あの顔は反則だろう。子犬の大好物を取り上げるような真似まね、俺には出来ない。出来るはずがない。

　腕前は確かなようだし、問題はないだろう。……ただ、『決め手は上目遣い』っていうのは黙だまっておいた方がいいだろうな。うん。

「じゃあ、早さつ速そく材料を取りに行こう！　手伝ってくれると嬉しいな」

「おう。それくらいお安い御ご用ようだ」

　サシャに腕を引かれ急せかされながら、俺たちは町へと引き返していった。







　大通りを逸それ足を踏ふみ入れたのは、訪おとずれたことのない職人たちが集まる一角だった。金物を打つ音や、威い勢せいのいい男衆の掛け声なんかがそこら中から聞こえてくる。溶よう鉱こう炉ろでもあるのか、全体的に蒸むし暑く、熱気が充じゆう満まんしていた。

「こっちこっち！」と、ぐいぐいと手を引かれ、俺は職人通りの奥へと進んでいく。いつの間にか、俺とサシャはしっかりと手を繫つないでいた。……このさり気なさ。ヤバイ。

「ん？　どうかした？　なんか顔赤いよ？　疲つかれた？」

「いいや、平気だ！　なんでもない！　ちょっと暑いだけだ！」

　本人が無自覚だというところ辺りが、特に……

「そっか。ここら辺、暑いもんね」

　俺の言葉を疑いもなく受け取って、サシャはにししと笑う。子供のような笑え顔がおを見ていると、心が洗われるような気がする。

「はい、着いたよっ！」

　到とう着ちやくしたのは建設中の民家だった。軀く体たいが剝むき出しで壁かべや屋根も一部しか完成していない。現在サシャが手て掛がけている家だろうか？　それとも、親方的な人でもいるのか？

「ここ、あたしん家ち！」

「はぁっ!?」

　指差された建設中の建物を見つめる。当然、住めるような状態じゃない。

「……建て替かえ中か？」

「え？　そんな予定ないけど？」

　自然な感じで言って、サシャは未完成の建物へと近付いていく。そして、非常に慣れた手つきで壁の一部を引き剝はがした。

「なにやってんの!?」

　思わずサシャの肩かたを摑つかんでしまった。作りかけの家を破は壊かいしてどうする。

　が、サシャはきょとんとした顔でこちらを振ふり返り、驚おどろくことを言い放つ。

「だって、材料がないと修理出来ないじゃん」

「材料……って、お前の家なんだろう？」

「うん、まぁね」

　いい笑顔で言いながら、サシャは作りかけの……いや、壊こわれかけの我が家をぽんぽんと叩たたく。

「いい木を使ってるから、長持ちするよ」

「そうじゃなくて……使っていいのかよ」

　いいわけはないと思いながらの質問に、サシャは「いいのいいの」と軽い感じで返してくる。

「雨季に入ると材木が乾かん燥そう出来なくて建材不足になるんだよね」

「だからって……」

　自分の家を解体してまで材料を調達することはないだろう。そう言おうとした俺の言葉を、サシャの笑顔が遮さえぎった。

「あたしはね」

　それはとても穏おだやかな笑顔で。

「あたしが造った家で、誰だれかが幸せになってくれるのが最高に嬉うれしいんだ」

　どんな反論も正論も、強引に捻ねじ伏ふせてしまうほどの破壊力で。

「誰かが喜んでくれるなら、それで十分なんだよ」

　それ以上、何も言えなくなってしまった。

「それに、雨季が過ぎて木材が乾かわいたらまた建て直せばいいんだし」

　仕事が出来て嬉しい。そう言わんばかりの満面の笑みを向けられて、俺は納なつ得とくさせられてしまった。とんだお人好し……いや、仕事バカだ。

「雨季に屋根と壁をなくして、どうやって雨を凌しのいでるんだよ？」

「あのね、この辺りには雨が入ってこないんだよ」

　と、壁かべ際ぎわの小さなスペースを指差す。膝ひざを抱かかえて蹲うずくまればなんとか一人が収まりそうな、そんな小さなスペースだった。

「『雨が入ってこない』とは言わねぇよ、これは」

「そかな？」

　頭を搔かいて「あはは」と笑う。そして、思い出したようにぽんと手を打つ。

「倉庫に建材のストックがいくつかあるから、それも持っていこう」

「いや、先にストックから使えよ!?」

「でも、ストックはいざという時のために」

「自分の家がなくなりかけてる現状を措いて、どのタイミングで使うんだよ!?」

「なるほど。それもそうだね」

　腕を組み、うんうんと頷うなずくサシャを見て心底不安になる。大だい丈じよう夫ぶか、こいつ？

「雨ざらしにして、軀体が腐くさったらどうするんだよ？」

　柱や梁はり、土台といった家の構造を支える重要な軀体。それが腐ってしまえば、家は支えを失い倒とう壊かいしてしまう。

「それは大丈夫だよ。あたしん家の軀体は、鋼鉄よりも硬かたい『精せい霊れいの宿り木』を使っているからね」

　サシャが剝き出しの柱を拳こぶしで叩くと、「キンッ！」と、甲かん高だかい音が響ひびいた。金属のような硬こう質しつな音だった。

「加工は難しいけど、絶対に折れないし腐らない、最強の木材だよ」

　出で鱈たら目めな木だ。流石さすがは異世界、とでも言うべきか。

　おそらく、その『精霊の宿り木』も魔ま草そうなのだろう。

「そんなもん、加工出来るのかよ……」

「難しいけど、コツを摑めばなんとかなるもんだよ。まぁ、もっとも今のあたしじゃここまで綺き麗れいな加工はまだ無理かなぁ」

　そう言ったサシャは、少しだけアンニュイな表情を見せた後、愛いとおしそうに剝き出しの軀体を撫なでる。

「これを加工したのはあたしの親方なんだよ。あたしの目標」

　ぽんっと柱を叩き、こちらを向く。サシャの顔から憂うれいは消え、また意い欲よくに燃える明るい表情が顔を出す。

「いつか絶対、超こえてやるんだ」

　自信と誇ほこりを感じさせるその瞳ひとみは、どこかフィオナに似ていた。

「そうなったら、親方冥みよう利りに尽つきるんじゃないか」

「へへ、だといいけどね」

　鼻をこすって、照れくさそうにサシャが笑う。

　いい大工に出会えたなと、その時改めて感じた。

　倉庫から木材を大量に持ち出して荷車へ積み込む。かなりの量だ。

「んじゃ、ナイトっち。これを持って先に戻もどっててくれる？　あたしはちょっと金物屋で釘くぎとかもらってくるから」

　大量の木材を抱えてあちこち行くのは合理的じゃない。

　俺は了りよう承しようの旨むねを伝え、荷車を引き歩き出す。日はすでに傾かたむき始めていた。







「どこに行っていたのよ」

　研究所へ戻ると、リビングにフィオナがいた。手に大きな荷物を持っている。帰ってきたばかりだろうか。

「出で掛かけるなら事前に言っておいて。心配するでしょう」

　フィオナがずいっと体を寄せ、不満顔で俺を非難する。とても虫の居所が悪そうだ。

「薬品庫の修理をしようと材料を探しに行ってたんだよ」

「リズに頼たのめばいいでしょう」

「いや、だって、ほら……リズはあんな状態だったし」

「だからって、ナイトが行くことないでしょうに」

　今日のフィオナはぐいぐいと押してくる。なぜそんなに怒おこっているんだ？

「で、でもな。おかげでいい大工が見つかって、すぐに直してくれることになった」

「大工なんかどうでもいいの！」

　フィオナに叱しつ責せきされ、思わず首をすくめてしまった。

　普ふ段だんが大人しい分、フィオナの大きな声には反論を許さない迫はく力りよくがある。

　何も言えず、緊きん張ちようから生なま唾つばを吞のみ込む。

　しばらくそうしていた後で、フィオナが長い息を吐はく。

「雨が降らなかったからよかったようなものの……濡ぬれたらどうするつもりだったのよ」

　やや不ふ機き嫌げんそうにしながらも、フィオナの目は不安げな色を見せていた。俺のことを、とても心配してくれている様子が窺うかがえる。

「雨くらいで大おお袈げ裟さだよ……」

　照れもあって素そっ気なく答えてしまう。するとフィオナは俺の懐ふところへと踏み込み、吊つり上げた目で睨にらみ付けてくる。

「確かに、少しの雨くらいなら平気かもしれないけれど、ずぶ濡れにでもなったらあなたの体は発火するかもしれないのよ!?」

「え……っ？」

　思わず声が漏もれる。

　すぐ目の前にある赤みを帯びた瞳を見つめる。

　フィオナは発火の可能性を知らなかった……わけではない、のか？

「なに変な顔をしてるの？　言ったでしょう、『お風ふ呂ろには入らないように』って」

「あっ！」

　そう言われれば、確かに注意をされた。俺は勝手に違ちがった解かい釈しやくをしていたのだが……もし言い付けを守らずに入浴していたら、発火していたかもしれないのだ。

　俺から少しだけ距きよ離りをとり、フィオナが改めて説明をする。

「腐ふ敗はい化を抑おさえるために大量の乾かん燥そう剤ざいを投とう与よしたあなたの体は、体表面の八割以上が濡れると急激に発熱し、最悪の場合発火してしまう恐おそれがあるのよ」

　そこまで詳くわしい説明を受けたのは初めてで間ま違ちがいないはずだ。

　つまりフィオナは「風呂に入るな」ということで、「濡れると発火する恐れがある」という状じよう況きようを説明したつもりだったのか……言葉が足りな過ぎる。

　しかし、よくよく思い返してみれば、フィオナは俺が濡れるような行動を逐ちく一いち注意してきていた。さっきの不機嫌も、俺が濡れる危険を顧みず出掛けたせいだったのだろう。

　己おのれの浅せん慮りよを自覚し、俺は素す直なおに謝罪の言葉を述べる。

「心配かけて悪かったな。気を付けるよ」

　あれほど真しん剣けんに心配してくれたことも、嬉しかったしな。

「……ま、まぁ。分かればいいのだけど」

　ようやくフィオナが機き嫌げんを直してくれたようだ。少しはにかんだ後で、いつもの笑えみを浮うかべる。

「それじゃあ、私はもう行くから、戸と締じまりよろしくね」

「え、どこに行くんだ？」

　外はもう夕ゆう闇やみに覆おおわれている。こんな時間から出かけることなんて今まではなかった。

「リズの容態が思っていた以上に良くなくてね……今晩はつきっきりで看病することにしたのよ」

「そんなに悪いのか!?」

「大丈夫よ。深刻な症しよう状じようではないから心配はいらないわ」

　フィオナがそう言うのであれば、信用するしかないが……

「さて。出掛ける前に薬を注射しておきましょう」

　言いながら、フィオナは注射器を取り出す。

「乾燥剤との兼かね合いも問題ないようだから、防ぼう腐ふ剤ざいの量を戻すわね。この効果が切れるまでには必ず戻るから」

　俺の薬の効果は丸一日だ。つまり、明日の夕方までには戻ってくるということだろう。

「リズのことは任せておきなさい」

　不安げな俺を気き遣づかってか、フィオナが優やさしくそう言ってくれた。

「分かった。それじゃあ、薬品庫のことは俺に任せておいてくれ」

「そうね。それに関しては、全権をあなたに委ゆだねるわ」

　注射器を大きな鞄かばんの中にしまい、フィオナは出掛ける準備を整える。そして俺の肩かたに手を置き、「よろしくね」と、呟つぶやいた。

　リズのことに関しては己の無力を痛感する。残されることに寂さびしさを覚えたりもする。

　しかし、フィオナの大切な居場所の修理を任されたことは素直に嬉しかった。

「それじゃあ、市門に迎むかえを待たせてあるから、もう行くわね」

　いそいそと肩を揺ゆらしてフィオナは出掛けていった。







「やぁ、お待たせお待たせ！」

　フィオナが去ってからほどなくして、大荷物を抱えたサシャが研究所へとやってきた。

　砂すな袋ぶくろをいくつも肩に担かついで平然とした顔をしている。なんてパワフルな娘こなんだ。

「さっき市門を通る手続きしてたらさ、こっちの方からすっごい美人さんがやってきたんだけど、あの人ってここの関係者か何か？」

　サシャが言う美人さんとは、おそらくフィオナのことだろう。こっちの方、つまり市壁へきの外には薬やく剤ざい師し協会しかないからだ。

「あぁ。ここの責任者だ」

「もしかして、彼女？」

「ぶふっ！」

　したり顔でサシャがとんでもないことを聞いてくる。変なところに唾つばが入って、盛大にむせてしまった。なんてことを聞くんだ、こいつは。

「ごほっ、ごほっ……か、彼女じゃねぇよ」

「でも、一いつ緒しよに住んでたら変な気起こさない？　下着漁あさりとかしない？」

「お前は俺をどんな人間だと思ってるんだよ？　そんなことしねぇよ」

「それじゃ、あの美人さんにはあんまりエッチなことはしてないんだね？」

「あんまりじゃない！　全然だ！」

　お風呂を覗のぞいたり、着き替がえを覗いたり、服を溶とかして前半分モロヌードを見たり、気付かなかったけれど全ぜん裸ら着替えを覗いたりはしたが……

「エロいことをしてやろうなんて思ったことは一度もねぇよ」

　全すべて不ふ可か抗こう力りよくだ。運命の女め神がみがいるのなら、そいつがちょっとエロの方面へ傾き過ぎているだけのことだ。俺は悪くない。……たぶん。

「じゃあ、安心だね」

　腰こしに手を当て、胸を張るようにしてサシャは大きく頷うなずく。……安心？

「今晩はあたしもここに泊とまるからね！」

「はぁっ!?」

「だってその方が早く終わるし、今から早さつ速そく始めたいし！」

　うずうずと武む者しや震ぶるいをするサシャ。どれだけ仕事好きなんだよ、本当に。しかし、ここに泊まるということは……フィオナがいなくなったこの研究所で、つまり二人っきりで、一晩一緒に過ごすということだ。

　……いいのか、それ？

　その一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんをサシャは敏びん感かんに読み取り、驚おどろいた表情を見せる。

「あれれ？　あんな美人には食指が動かないのに、あたしみたいなのに自制心崩ほう壊かいしちゃいそうなの？　どんだけ物好きなのさ、ナイトっちは!?」

「そういうわけじゃないけど！」

　フィオナにだって、全然興味がないわけではないし……むしろちょいちょいヤバイ瞬しゆん間かんが……割と、しょっちゅう、頻ひん繁ぱんにあるし。

　そもそも、サシャだってかなり可愛かわいい方だ。

　……だからこそ、二人きりは、ちょっとマズイ。

「ナイトっちは雑食系男子かぁ……」

「変なカテゴリーに入れないでくれ。それに、サシャだったらほとんどの男が……」

「じゃあ、こうしよう！」

　腕うで組ぐみをしていたサシャが手を打ち、おもむろに金かな槌づちを取り出す。

「あたしに何かしたら、叩たたき潰つぶす」

「神に誓ちかって何もしません！」

　宣せん誓せいの証あかしとして右手を掲かかげ、左手は無意識のうちに股こ間かんを押さえていた。……怖こえぇよ。







　月が昇のぼる頃ころ、サシャは時間も気にせずに薬品庫の壁かべや床ゆか板いたを豪ごう快かいに剝はぎ取っていた。

　研究所が町の外にあってよかった。周りには誰だれも住んでいないから、近所迷めい惑わくにもならないだろう。

　よくよく考えると、サシャの家は壁も屋根もないような状態なんだし、泊まってもらうことになってよかったのかもしれない。仕事を頼んでいる相手があんな家に帰っていくなんて考えると忍しのびないしな。

　現場検証の結果、修しゆう繕ぜんする箇か所しよは薬品庫全体と研究室の壁、フィオナの部屋のドアと床ゆかの一部ということになった。傷いたみのない部分は活いかし、少しでも材料を節約しようというわけだ。その分安く上がるだろうし、サシャの家も無残な姿にならずに済む。

「あらら、筋すじ交かいが切断されちゃってるよぉ」

　驚きの声を上げたサシャにつられて、俺もそこを見る。柱と柱の間に『×』を描えがくように取り付けられる筋交いが、途と中ちゆうで切断されていた。そこには湿しつ気け取りにでもしようとしたのか、小窓が無理やり取り付けられていた。

　筋交いは横よこ揺ゆれによる建物の歪ゆがみを防ぐ役割を担になう重要なものだ。途中で切断されていてはその効果はないに等しい。

「耐たい震しん性に不安が残るねぇ。この小窓、潰しちゃっていいかなぁ？」

　もちろんその方がいいのだろうが……。よく見ると、柱や土台の一部が腐くさっていた。かなりの湿気がたまっていたようだ。小窓を潰していいものか……

「どっちみち、一ヶ所だけ開けても風が通らなきゃ湿気は逃にげないからね。他ほかの対策を考えた方が無難だよ」

　耐震性と、湿気対策。それが最重要事じ項こうだ。

「あと、この匂においもなんとかしたいよねぇ」

　鼻を摘つまみながらサシャが言う。それは、薬品が放つ独特の臭しゆう気きだった。鼻の粘ねん膜まくがピリピリする。窓を潰すなら、この匂いにも対策が必要になるだろう。

　……ならば。

　俺は、自分の中にあるプランをサシャに説明する。こちらで材料が揃そろうか、そもそも思っているほどの効果が望めるのか。不安はあるが、とにかく提案してみる。

「なるほどねっ！　それならうまくいくかも！」

　サシャの反応は思いのほか好こう感かん触しよくだった。

　サシャの見解では、魔力をマジア帯びた土テーラで育った物を使えば通常よりも高い効果が期待出来るかもしれないとのことだ。

　薬品庫といえど、居住空間である以上は普ふ通つうに過ごせる場所にしたい。そんな俺の意思を汲くんで、サシャは修繕計画を立ててくれた。

「ナイトっちはさながら、『居住空間のナチュラリスト』だね」

「なんだよ、そのふたつ名？」

「建築業界では、みんなふたつ名を持っているもんなんだよ」

「お前はなんていうんだ？」

「『元気娘』だよ！」

「まんまじゃねぇかよ。てか、建築関係ないし」

「分かりやすくていいでしょ」

　自じ慢まんげに言って、無む邪じや気きに笑う。そんなサシャにピッタリのふたつ名だ。

「んじゃ、早速行動開始だよ！　思い立ったら即そく行動があたしの信念なんだ！」

　分厚い雲の間から月が覗く夜の空に、サシャの元気な声がこだました。







　暗くら闇やみの中で轟ごう々ごうと炎ほのおがうねる。

「竹は爆ぜるから気を付けてね」

　焚たき火を見つめ、サシャが俺に注意を促うながす。

　俺たちは深夜の竹林へと赴おもむき、立派な竹を数本拝借してきた。異世界に竹があったことにも驚きだが、この竹は魔力をマジア帯びた土テーラで育った魔ま草そうなのだ。乾かん燥そう竹という水分を含ふくまない特とく殊しゆな竹で、これなら乾燥させずに炭に出来るらしい。……こっちの自然界はどうなっているんだろうか？

「木もく片へんの方はもう炭になったかな？」

　枝で炎をつつき、組み上げてあった木片を突つき崩くずす。火の粉が舞まい、サシャの周りにきらめくような光の粒つぶが舞い踊おどる。

「ん？　どしたのナイトっち？　ボーっとしちゃって」

「あっ、いや！……なんでもない」

　無防備なサシャは、たまにとんでもなく可愛らしい表情を見せる。

　……平常心平常心。よからぬ思いを抱いだくと叩き潰されるぞ。物理的に。

　俺たちは、取ってきた竹と薬品庫から剝がした古い木材を炭にしている。と、同時に、焚き火で暖を取っていた。本来は窯かまやドラム缶かんのような密閉された場所で燃やす必要があるはずなのだが……サシャが「これでいいんだよ」と言っていたのでそれに従った。異世界には異世界のやり方があるのかもしれないしな。

　キャンプファイヤーのような雰ふん囲い気きになっていたので、ついでに夕飯も作ってみた。

「美味おいしかったなぁ、さっきのご飯。あれ、なんて料理なの？」

「パエリアだ」

「聞いたことないや」

　少し作り過ぎた感のあったパエリアを、サシャは全部平らげてくれた。非常に気持ちのいい食べっぷりで、見ているこっちが惚ほれ惚ぼれするほどだった。

「あと、ヤカンいいね、ヤカン！」

　お湯を沸わかそうとヤカンに水を入れて持ってきたところ、サシャはその水を注ぎ口からダイレクトに飲み始めてしまった。日本でもそんなことをしている大工を目にしたが……大工は全世界共通でそうするものなのだろうか。だが、気に入ってもらえてなによりだ。

　竹が爆ぜる音だけが耳に届く。夜は随ずい分ぶんと深まっていた。

　陽ひが昇れば作業再開だ。今日はもう休もう。とはいえ、焚き火はもう少し焚いていなければいけないだろうか。番くらいなら、特に疲つかれもしないが。

「サシャ。中に入って休んでていいぞ。明日はお前に頼りっきりになるだろうしな」

　サシャによれば、こちらの大工は個人活動がメインらしい。日本のようにチームを作って複数人で作業を行うのは稀まれだとか。異世界の人、パワフル過ぎるだろう……

「平気平気。あたしは慣れてるから、ナイトっちが中で寝ねて」

「そんなわけにいくかよ。女の子を外に寝かせて」

「でたよっ！　さり気ない女の子扱あつかい！　ナイトっちは、そうやって女子を手玉に取るんだね!?」

「なっ！　そんなんじゃねぇよ！」

「あたしは女子のうちに入んないから、気にしなくていいよ」

　……また、そういうことを言う。

「入るよ、女子のうちに。っていうか、メッチャ女子！　モロ保護対象だって」

　少し、意地になっていたのかもしれない。でなければ、こんなセリフを恥はずかしげもなく、しかも本人を目の前にして言えるわけがない。

　……自分が口走った内容を冷静に理解した時、俺の中で急激に恥ずかしさが沸き上がってきた。………………なに言っちゃってんの、俺？

　微び妙みような空気が漂ただよい始める。サシャも、大人しくなってしまった。……気まずい。

「いや、まぁ……そのっ！…………明日は忙いそがしくなりそうだから休んでこいよ」

「…………うん。そだね」

　派手な音を立て、竹が爆ぜる。その音に搔かき消されそうな声で、サシャは呟つぶやいた。

「……ありがと。ナイトっち」

　目が合うと、すぐにサシャは研究所へ向かって駆かけ出してしまった。

　サシャの顔が真っ赤に見えたのは、きっと焚き火のせいだろう、と、思う……たぶん。

　ぱちぱちと、焚き火が上げる音だけが夜の庭に響ひびく。

　俺の顔が熱いのも、きっと焚き火のせいだ。

　ただ、さっきのサシャの顔は…………可愛かった。普ふ段だんが元気爆ばく発はつなせいか、ああいう大人しい表情を見せられるとギャップが……

「ナイトっちぃー！」

　その静かな余よ韻いんに浸ひたる暇ひまもなく、サシャが研究所から飛び出してきた。

「リビングになんか変なのがあった！　なにこれ!?　なんか変な形だよ!?」

　俺の脳内に刻まれたさっきの大人しい表情を上書きするように、とびきり弾はじけた笑え顔がおが目の前に迫せまってくる。サシャの手には、俺お手製の寝ね袋ぶくろが抱かかえられていた。

「寝袋だよ」

「ねぶくろ？」

　興きよう味み津しん々しんに小首を傾かしげるサシャに、俺は寝袋の使い方を教えてやる。俺より少し背が低い程度なので、サイズも合うだろう。

「ふぉぉぉおおおっ!?　なにこれ、カッコいいーっ！」

　寝袋にすっぽりと包み込まれた状態で、サシャの目がキラキラと輝かがやいている。カッコよくはないと思うけどな。

「外でも眠ねむれる寝しん具ぐだよ。温かいだろ？」

「うん！　凄すごい！　凄くいいよ、これ！」

　寝袋に入ったままぴょんぴょんと跳とび回るサシャ。小学生がやりそうなことを嬉き々きとしてやっている。しかも、物もの凄すごく嬉うれしそうだ。

「これがあったら、もう家いらないねっ！」

「いや、いるだろう!?」

　焚き火の周りをぴょんぴょんと一周して、サシャが俺のもとへと戻もどってくる。

「よ～し、じゃあ、あたしが寝袋に入ったまま焚き火の番をしよう！」

「いや、家の中に入れよ。外は寒いぞ」

「ナイトっちの方こそ寒いじゃん」

「俺は平気なの。男だから」

「じゃあ、あたしも平気だよ。大工だから」

　理論が滅め茶ちや苦く茶ちやだ。気を遣ってくれているのか、気を遣われるのが嫌いやなのか。

　サシャは梃子てこでも動きそうになかった。

「あ、じゃあこうしよう！」

　言うや否いなや、サシャが俺の背中に飛び付いてきた。

「一いつ緒しよに寝袋に入ろう！」

　寝袋から両りよう腕うでを出し、俺の首へと絡からめてくる。

　寝袋で温められた腕うでや胸が背中に触ふれ、生々しい体温が伝わってくる。

「あ……っ」

　耳元でサシャが吐と息いきを漏もらす。そして、大きく息を吸い込む。

　ギュッと腕に力が込められ、サシャの体が一層密着してくる。耳の裏辺りでサシャがクンクンと鼻を鳴らす。

「ナイトっち、いい匂においがする」

「いやいやいやっ！　ちょっと待て！」

　こいつもドーラと同属か!?　いや、違ちがう。そうではない。ドーラが言っていた「いい匂い」とは、薬の副作用で発生したスパイスの香かおりであって、「美味しそうな匂い」ということだ。今の俺はそんなスパイスの香りは発しておらず、サシャの言う「いい匂い」に心当たりがない。いや、日本でも匂いフェチの女子がいると聞いたことがあるが……その匂いというのは、女子が男子にこんなにまで密着してダイレクトで嗅かいでいい匂いではない。っていうか、サシャの方こそいい匂いじゃないか。なんというか、太陽のような匂いがする。って、いやいやいや！　何を考えてるんだ、俺は!?　叩たたき潰つぶされるぞ！

「……ナイトっち」

　吐息混じりに、サシャが俺の名を呼ぶ。気だるそうな、とろけたような……なんとも色っぽい声で。

「ちょ、ちょっと待て、サシャ。それは、いくらなんでも……マズイ……」

「……ナイトっちゅう……」

「……ちゅう？」

「…………くぅ……くぅ……」

「って、寝てんのかよ!?」

　サシャは俺に負ぶさったまま、穏おだやかな寝ね息いきを立てていた。さっきの気だるげな声は、おねむだったからか。……ホント、子供かよ。なんて寝ね付つきの良さだ。

「しょうがないな」

　俺はサシャを負ぶったまま研究所へ入る。リビングの奥にサシャを横たえ、放ほうり出された腕を寝袋へとしまう。

「……むに………………ありがと……」

　無防備なお礼は、これはこれで可愛かわいかった。

「どういたしましてだ」

　顔にかかった前まえ髪がみを払はらってやり、俺はリビングを後にした。

　……まぁ、正直、これ以上自制心を保っていられる自信がなかったからな。無防備って、マジヤバイ。







　翌日。空は分厚い雲に覆おおわれていた。

「さぁ、最後まで一気にいっくよぉー！」

　目が覚めるや、寝ね起おきからマックスパワーで作業にかかるサシャ。本当に小学生のようなバイタリティだ。

「ナイトっちは調ちよう湿しつ材の方をよろしくね！」

「任せとけ！」

　サシャが薬品庫の壁かべを作っている間に、俺は昨晩炭にした竹を細かく砕くだいていく。

　竹炭には余分な湿しつ気けを吸収し、空気が乾かん燥そうすると溜ため込んだ湿気を吐はき出す調湿効果がある。砕いた竹炭を床ゆか下したに敷しき詰つめることで、室内にたまる湿気を取り除いてやることが出来るのだ。──と、テレビで言っていた。だからサシャに提案し、実じつ践せんしてみた。

　床下に竹炭を敷き詰つめ床ゆか板いたを打ち付けていく。

　サシャの的確な指示を受け、本格的な大工初はつ挑ちよう戦せんの俺でも作業は順調に進んでいった。

「ナイトっちは筋がいいねぇ。いい大工になれるよ」

　それはさすがにお世辞だろうが、悪い気はしなかった。

「でも、ナイトっち。のんびりしてる暇ないよ！　ペースアップ、ペースアップ！」

　見ると、いつの間にか壁が出来ていた。……速はえぇよ。

　壁が完成し、下地を塗ぬったところで、サシャはその下地に何かを吹ふき付け始めた。

「これを吹き付けることで、すぐに漆しつ喰くいが塗れるようになるんだ。昔は何日か乾燥させなきゃいけなかったんだけど、便利な世の中になったよねぇ」

　上じよう機き嫌げんでサシャが壁に薬品を吹き付けていく。ちなみに、この薬品、メディカル・ギルドでお求めになれるらしい。つまり、異世界ならではの裏ワザってわけだ。

　下地が整うと、今度は廃はい材ざいで作った木炭を粉にして漆喰と混ぜ、壁に塗り込んでいく。そうすることで、壁に除じよ湿しつ・殺さつ菌きん・消しよう臭しゆう効果が望めるようになる。薬品の匂いも、多少は気にならなくなるだろう。──これが俺の提案その二だ。

　俺たちは時間が経たつのも忘れ、懸けん命めいに修しゆう繕ぜん作業に勤いそしんだ。

　そして、サシャが言ったとおり、その日の夕方に研究所の修繕作業は全すべて完かん了りようした。

　本当に一日で仕上げるとは……サシャの技術と、魔ま草そうのポテンシャルの高さの賜たま物ものだろう。日本じゃこうはいかない。

　俺とサシャは研究所の前に立ち、フィオナの帰りを待っていた。ほどなくして、エンバリー商会の馬車が到とう着ちやくする。

「あら、出で迎むかえてくれたの？」

　大荷物を持って、フィオナが馬車から降りてくる。

　そして、その後ろからリズがおずおずと姿を見せる。

「あ、あの…………ご無ぶ沙さ汰たしております」

　三日ぶりなのだが、毎朝食事に来ていたことを考えると、確かに随分久しぶりな気がする。会話すらしていなかったわけだから、なおさらだ。

「もう大だい丈じよう夫ぶなのか？　妄もう想そう……いや、体調の方は？」

　俺が聞くと、リズは顔を真っ赤にして俯うつむいてしまった。

「は、はい。その、大変お見苦しいところをお見せしてしまいまして……お恥はずかしい限りです」

　この赤面は、自分の妄想を俺に知られたことによるものなのだろうか。

　そもそも、俺が着き替がえを覗のぞいてしまったことが原因なのだが……

「本当にすまなかったな」

「い、いえ！　どうかお気になさらないでください！　施せ錠じようを怠おこたったわたしにも落ち度がありますし！」

　照れながらも懸命に訴うつたえかけてくるリズ。この話はもうここで打ち切りにしよう。きっとその方がリズにとってもいいことだろう。俺も助かるし。

「じゃあ、この話はここでおしまいってことで。これからは今までどおり接してくれるな」

「はい。わたしもようやく落ち着きましたので、もう大丈夫です」

　リズの言葉にほっと胸を撫なで下ろす。妄想の暴走がどこまで行ってしまうのか不安だったが、元に戻ったようだ。

　リズは以前と同じように柔やわらかい笑顔を俺に向けて、ぺこりと頭を下げる。

「これからも、よろしくお願いしますね。あ・な・た」

「悪化してんじゃねぇか!?」

　妄想の中で、完全に挙式してしまっている。きっと、リズは一人でいればいるほど妄想の世界にのめり込んでしまうに違いない。

「リズ。これからは毎日ここに来い」

「はい。毎晩忍しのび込ませていただきます！」

「朝に来い、朝に！」

「朝からそんなにハードなプレイを!?」

「何されると思ってるんだよ、お前は!?　飯を食うんだよ、今までみたいに！」

「わたしは、おかずですか？」

「違うわっ！」

「では、私はメインディッシュかしら？」

「このタイミングで入ってこないでくれるかな、フィオナ!?」

　なぜ、爽さわやかな朝食のお誘さそいが卑ひ猥わいなピンクの世界に変わってしまうのか……

「あはは。楽しそうでいいねぇ」

　俺たちのやり取りを見ていたサシャが楽しそうに笑う。

「……どちら様かしら？」

　そんなサシャを見て、フィオナとリズは怪け訝げんな表情を浮うかべる。

　そういえば、こいつらは初対面か。

「紹しよう介かいが遅おくれたな。こいつはサシャ。薬品庫の修繕を請うけ負ってくれた大工だ」

　俺の紹介を受けて、フィオナが驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

「……大工って、女だったの？　てっきり男だとばっかり……」

「あぁ。言ってなかったか？」

「言っていないわよ」

　フィオナの目が鋭するどさを増す。

　不ふ機き嫌げんの理由が分からず、思わずリズに助けを求める。が、リズに視線を向けると、なぜかリズも物言いたげな瞳ひとみを俺に向けていた。なに、そのジト目……

「それじゃあ、中を見せてもらいましょうか」

「そうですね、フィー様」

　困こん惑わくする俺の横を素す通どおりして、フィオナとリズが研究所へと入っていく。ドアを潜くぐる際、二人の視線が揃そろってこちらを向く。

「…………ふん」

「…………ふんです」

　俺は、悪いことをしたのだろうか……

「まぁまぁ、ナイトっち」

　肩かたを落とす俺の背を、サシャがぽんっと叩く。

「あたしとナイトっちで直した部屋を見たら、二人とも喜んでくれるって」

　些さ細さいな悩なやみを吹き飛ばしてくれるような笑えみを向けられる。それだけで十分だった。

「よし！　じゃあ、新しくなった薬品庫のお披ひ露ろ目めといくか！」

　リビングで待つフィオナたちを伴ともなって、俺たちは薬品庫へ向かった。







「わぁ……」

　感かん嘆たんの声を漏もらしたのはリズだった。

「なんだか、空気が爽やかですね」

　壁に塗り込んだ炭が匂いを取り、壁に掛かけたポマンダーからは爽やかな柑かん橘きつ系の香かおりがほのかに漂っている。クローブとレモンで作ったポマンダーは、虫むし除よけの効果もある。

　床下の調湿材も効果があったようで、室内は涼すずしくもからっとした空気に包まれていた。

「まるで別の部屋のようね」

　薬品庫をぐるりと見み渡わたし、フィオナがそんな感想を述べる。

「フィオナ、これを見てみろ」

　フィオナとリズが、揃って俺の指差す先を見る。そこにあったのは、壁と屋根の境目に作られた横に細長い穴。その穴は壁を貫通し外まで続いていた。もちろん、大切な筋すじ交かいは切断されていない。蓋ふたもついているから開閉も可能だ。

　その細長い穴は床ゆかにも存在し、こちらは床下に向かって口を開いていた。

「なんなの、その穴は？」

「ふっふっふっ……見てろよ」

　俺が視線を送ると、サシャが壁の穴の前にもくもくと煙けむりを上げるお香こうを掲かかげる。

　すると……

「なんということでしょう！」

「煙が部屋の中を巡めぐって、床に開いた穴へと吸い込まれていったわ」

　リズとフィオナが目を丸くして煙の行く先を視線で追う。

「こうやって二ヶ所に換かん気き口を設けてやることで風の動線が生まれ、湿気を室外へと送り出してくれるんだよ」

　俺の説明に、リズはこくこくと頷うなずき、フィオナは長い息を漏らした。

　その後、研究室とフィオナの部屋を順に見て回った。どちらも以前よりも綺き麗れいになっている。

「たった一日で、よくここまでの物を造り上げたわね」

　感心しきりでフィオナが頷く。どうやらお気に召めしたようだ。

「それで、修しゆう繕ぜん費ひはいくらかしら？」

　フィオナからの質問にサシャはいつもの明るい笑顔で答える。

「いいよいいよ。あたしも楽しかったし」

「でも、それでは……」

　当とう惑わくするフィオナに、俺も賛成だ。木材だって大量に使ってしまったのだ。せめて材料費くらいは支し払はらわせて欲しいところだ。

「あっ！　じゃあ、あれが欲しいかも！」

　言うなり、サシャは勢いよく駆かけ出しリビングへと向かうと、数秒と経たずに戻もどってきた。その手に寝ね袋ぶくろを抱かかえて。

「これこれ！　この寝袋をちょうだい！」

「いや、そんなんじゃ釣つり合わないだろう？」

「なに言ってんのさ!?　寝袋だよ!?　これ、すっごくよく眠ねむれるんだよ!?　カッコいいし！」

　握にぎり拳こぶしを振ふり回まわし、サシャが寝袋の素す晴ばらしさを俺にレクチャーしてくる。いや、知ってるし。というか、俺が教えてやったものだし。

「……これじゃ、ダメ？」

「う……っ！」

　どんぐり眼まなこをウルウルとさせて、縋すがるような視線を俺に向けてくる。

　いかにすれば相手の保護欲よくをくすぐれるかを知り尽つくしたかのようなこの角度。これが無意識だというのだから恐おそろしい。

「わ、分かったよ。すぐに新しいのを作ってやるから……」

「ダメだよ！　あたしは、コレがいいの！　この寝袋でなきゃダメなの！」

「いや、だってそれ、俺の使い古しだぞ？」

　俺が使った物よりも新しい物の方がいいだろう。

　そう思って提案したのだが、サシャは頰ほおをパンパンに膨ふくらませて反論してきた。

「コレがいいの！」

「……分かったよ」

　こうまで頑かたくなになられると反論の余地はない。サシャは大工という職しよく業ぎよう柄がらか、結構頑がん固こなところがあるようだ。

　俺が承しよう諾だくすると、サシャは嬉うれしそうに寝袋を抱えて「やったねぇー！」とその場でくるくる回り始めた。寝袋とダンスを踊おどっているように見える。

　喜んでもらえたようでなによりだ。

　とはいえ、こいつは自分の家の建材まで使って修理してくれたんだよな……

「なぁ、本当に材料費だけでも取っといてくれないか？」

「ダメダメ。これ以上もらったら過か剰じよう請せい求きゆうになっちゃうよ」

「寝袋にそんな価値はねぇって」

「いいのいいの！　あたしは、あたしの造った家で誰だれかが幸せになってくれるのが嬉しいんだからさっ！」

　こいつは……

「……分かった。その代わり、たまに飯でも食いに来いよ」

　それくらいはさせてもらわないと、申し訳なさ過ぎる。

「うん！　ヤカンで水を飲みに来るね！」

「ヤカンで？」

　不思議そうな目をするフィオナに、「大工の様式美だ」と説明をしておく。

　結局、サシャは一枚の銀貨も受け取らなかった。

　帰り仕じ度たくを済ませたサシャを、俺とフィオナとリズは揃って玄げん関かんまで見送る。

「ホント、楽しかったよ。ナイトっちと一いつ緒しよに仕事が出来てよかった。ありがとね！」

　そう言ってサシャは歩き出し、数歩先で大きく手を振る。

　俺が手を振り返すと、サシャは口の両側に手を当て、大声で言葉を投げてきた。

「また一緒に寝ねようね、ナイトっち～！」

　…………空気が、凍こおった。
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「じゃねっ！」

　と、踵きびすを返して駆けていくサシャ。その足取りは軽かろやかで、鬱うつ陶とうしい雲など吹ふき飛ばしてしまいそうな勢いだった。

　一方俺の周辺は、嵐あらしの前の静けさとでも言うべき不気味な空気が漂ただよっていた。

　……心臓が、痛い。

「そういえば、そろそろ日にち没ぼつよね」

「そうですね、フィー様」

　淡たん々たんと語る二人の声が、背筋を冷やす。

「お薬の時間よ、ナイト」

「さぁ、ナイトさん。お尻しりを出してください」

「なんでお尻!?」

　振り返って見た二人の目は、光を吞のみ込む闇やみの色をしていた。

「……今日の注射は……大きいわよ」

　その直後轟とどろいた雷らい鳴めいによって、俺の絶ぜつ叫きようは綺麗に搔かき消されてしまった。
















　薬品庫を修しゆう繕ぜんしてから数日後、それは起こった。

「ケキョーッ！　ケキョーッ！」

　けたたましい鳴き声ともがくような羽音が研究所の庭から聞こえてきた。

「またか……」と、すっかり慣れた感じで庭に出てみると……

「あれ？」

　ハエトリグサそっくりな魔ま草そうに捕つかまっていたのはいつもの純白な鳥ではなく、くすんだ黄土色をした地味な鳥だった。が、色が地味とか、鳴き声が甲かん高だかいとか、そんなことよりもなによりも、そのデカさに完全に意識が持っていかれていた。

　でっぷりとした体つきに、ふてぶてしい顔。羽さえなければイノシシと見み間ま違ちがえてもおかしくはない外見をしている。

「ついにメスが引っ掛かかったのね」

　俺の背後から顔を出したフィオナが嬉しそうな声を上げる。

　これがお目当てのスパイシーチキンのメスらしい。なるほど。あの魔草があそこまでデカイのは、このサイズの鳥を捕まえるためだったわけか。

「絶対逃にがさないでね」

　とはいえ、メスのスパイシーチキンはでかい上に力も強そうだ。オスの時みたいに片手で押さえ付けられるだろうか？

「先に首輪をつけて、魔草から解放したらすぐに縄なわでぐるぐる巻きにしなさい」

　などとフィオナは簡単に言うが……巨きよ大だいな体でバッサバサと暴れ続るスパイシーチキンは、マジでおっかない。野生のイノシシに真正面から立ち向かっていく恐ろしさを想像してもらえれば、それがどんなものか理解してもらえると思う。こんなデカイ野生の動物に首輪をつけろとか……無む茶ちやを言うなと言いたい。

「フィー様、ナイトさん。おはようございます」

　そこへ、心強い助すけっ人とが現れた。リズだ。

　リズはフィオナを軽々と持ち上げ、そのまま何キロも走り続けられるほどに体力と腕わん力りよくがある。リズに手伝ってもらえるなら心強い。

「リズ。すまないが、首輪をつけるのを手伝ってくれないか」

「はい。喜んで」

　満面の笑えみを浮うかべ、俺から首輪を受け取ったリズは、……首輪を俺に嵌はめた。

「よくお似合いですよ、ナイトさん」

「お似合いじゃねぇよ！」

「そうでした。まだ全身を縛しばっていませんでしたね。不完全な状態では満足しない、ナイトさんのそんな完かん璧ぺき主義なところ、尊敬します！」

「しなくていいわ！」

「縄はありますか？」

「ねぇよ！」

「あるわよ」

「そういや用意してあったな、コンチクショウ！」

　フィオナからロープを手て渡わたされたリズがキラキラした目で俺ににじり寄ってくる。

「違ちがう！　鳥を捕まえるんだ、鳥を！　遊んでる場合じゃないだろう！」

　俺の説明を聞き、リズはようやく理解してくれた。

「でも、困りましたね。首輪がひとつ足りません……」

「俺につけてるのを外せばいいだろう!?」

「えっ!?　いいんですかっ!?」

「そんな全力で驚おどろくな！」

　首輪を外してもらい、それをスパイシーチキンの首に嵌める。リズがしっかりと押さえ付けてくれていたおかげでなんなく取り付けることが出来た。その後、いつもどおり魔草の葉を開かせて、暴れるスパイシーチキンを縄でぐるぐる巻きにした。

「カゴに移したら縄は外していいわ」

　この日のために、研究所には巨大なカゴが搬はん入にゆうされていた。何羽わ捕まえるつもりだよと思っていたのだが……まさか一羽用だったとは。

「首輪はどうされますか？」

　リズの問いに、フィオナは「そのままにしておいて」と答える。

「カゴから逃げても遠くへ行けないように繫つないでおくのよ」

　フィオナの言葉を聞いて、リズは少し表情を曇くもらせる。

「なんだか可か哀わい想そうですね…………ナイトさんが」

「なんで俺だ!?」

「首輪、取られてしまって！」

「欲しくないから！」

　毎朝顔を合わせるようになって、リズはすっかり元通りになっていた。ラブラブな妄もう想そうを膨ふくらませることはなくなり、いつもどおりのイタイ妄想を膨らませている。……これでよかったのだろうか？

　ゴロゴロと、遠くの空で雷かみなりがうなりを上げる。今日も雨が降りそうな空模様だ。ただ、いつもより湿しつ度どは低く、空気は少し乾かわいている。

「ナイト。ちょっと腕うでを見せなさい」

　突とつ然ぜんフィオナがそんなことを言う。両りよう腕うでを見せると、フィオナはじっくりと観察をした後で「大だい丈じよう夫ぶそうね」と頷うなずいた。

「体の状態も安定してきたようだし、今日は乾かん燥そう剤ざいを打つのはやめておきましょう」

　言われて、自分の腕を見る。見ただけでは俺にはよく分からなかったが、確かに腐ふ敗はいの兆候のようなものはどこにも見られない。ここ最近、目立った異状がないのも事実だった。

「以前も言ったと思うけれど、乾燥剤は発火の恐おそれがあるから、腐敗の危険度が下がっている今は控ひかえる方が妥だ当とうだわ。今日は湿しつ気けもそれほど酷ひどくないし。とはいえ……」

　こほんと、フィオナが咳せき払ばらいをする。そこから先の言葉はやや語気を強めて、言い聞かせるような口調になっていった。

「湿気を吸い過ぎると腐敗の危険度が増すから、水分が付着したらこまめに拭ふいて、乾かん燥そうした状態を保つことを心がけるように。でないと、その……あなたの肌はだは腐敗すると触ふれた物を溶とかしてしまうから…………じゅ、十分気を付けなさい」

　そう警告するフィオナの顔は、ほのかに赤く染まっていた。俺がフィオナの服を溶かしてしまった時のことを思い出したのだろう。……早く、忘れて欲しい。

　微び妙みような空気を発する俺とフィオナの横で、リズはスパイシーチキンの入ったカゴの前にしゃがみ、中を覗のぞき込んでいた。よく見ると、スパイシーチキンの膨らんだおなかをぷにぷにと指でつついている。

「……何してんだよ？」

「見てくださいこのおなか……。雨がくれば卵を産むかもしれませんよ」

「そうなのか？」

「はい。スパイシーチキンは、雨の中で産さん卵らんするんですよ」

　さすがはエンバリー商会のご令れい嬢じよう。貴重なアイテムに関する知識も豊富だ。

「卵さえ手に入ればきちんとした薬が調合出来るわ。そうすれば、あなたの負担も少しは減るわね」

　安あん堵どしたような、柔やわらかい声でフィオナが言う。

　その表情は優やさしさに満ちていて、その優しさが自分に向いていると思うと……少しくすぐったかった。

「何はともあれひとまず安心したわ。発火したら一大事だったもの」

「確かに。もう二度とあんな目に遭あうのは御ご免めんだな」

　全身が焼き尽つくされるような苦痛と絶望感を思い出し、思わず身み震ぶるいをする。

　そんな俺の横で、フィオナの動きが止まる。

「……あなた。発火したの？」

　しまった。と、思った時にはもう遅おそかった。

　フィオナの目が俺を見つめている。瞬まばたきもせず、泣き出す直前のような危あやうさを秘ひめて、ジッとこちらを見ている。赤みを帯びた綺き麗れいな瞳ひとみが、不安げに揺ゆれていた。

「いつ発火したの？　そんな話、聞いていないのだけど？」

　フィオナの表情は真しん剣けんそのもので、……はぐらかすことなど出来そうもなかった。

「実は……。リズが泊とまった日の翌日、薬品庫の修理をしようと思って木材を探しに町に行ったんだ。そこで大量のぶどう酒を浴びて、それで……」

　フィオナが息を吞のむ音がはっきりと耳に届いた。

　震ふるえる手で口を押さえ、今にも泣き出しそうな目で俺を見ている。

「で、でもな！　偶ぐう然ぜん通りかかった人に助けてもらったんだよ」

　安心させたくて、思わず口を衝ついて出た言葉だった。

　しかし、フィオナの表情が曇ったことで、自分の発言を後こう悔かいした。

「……誰だれに、助けてもらったの？　そんなことが可能な人は、数えるほどもいないと思うけれど…………教えて」

　一いつ瞬しゆん迷ったが、俺は覚かく悟ごを決めてその人の名を告げる。

「メディカル・ギルドのジーナさんだ」

　フィオナの表情が暗く、沈しずんでいく……

　目の前で変化したその表情に、俺は胸むな騒さわぎを覚える。

　やはりフィオナとジーナさんの間には、何かがあったのか。

　それとも、それを黙だまっていたことがいけなかったのだろうか。

「……そう」

　消えそうな声で呟つぶやいて、俺からそっと視線を外す。

　誰もいない空間へ向けて言葉を漏もらす。

「とにかく無事でよかったわ。感謝……しなくてはね」

　フィオナの心が乱れているのが分かる。己おのれの非と、素す直なおに認めたくない人物への借り。

　ジーナさんとはどんな人物なのか。なぜ、フィオナ以外の人間がガルシアレシピを受け継ついでいるのか。

　なぜ、薬やく剤ざい師し協会とは別の組織が誕生しているのか。

　ガルシアレシピを引き継ぐなら、薬剤師協会でいいじゃないか。なぜ、わざわざ対たい抗こうするように別の組織を作ったんだ。

　そして、なぜ、フィオナは一人になってしまったんだ……？

　詳くわしく聞きたかったが、フィオナはその話題を避さけるように背を向けてしまった。

「研究室へ戻もどるわ。ナイトとリズは、スパイシーチキンの羽根を片付けておいて」

「あ、あぁ……」

「かしこまりました」

　立ち去るフィオナの背中を見送り、俺は散らばった羽根を拾い始める。

　話したくないことを聞き出すのは難しい。

　聞き出した後、普ふ段だんどおり接するのはもっと難しい。

「ナイトさん」

　リズの声に振ふり返ると、リズはどこか寂さびしそうに微笑ほほえんでいた。

「わたしに分かる範はん囲いでよろしければ、お話しいたしましょうか？」

　俺を気き遣づかうような、優しい声でそう言ってくれる。

「わたしは幼い頃ころからフィー様のおそばにいましたので、客観的なことでしたらお話し出来るかと思います」

　そう言うと、腰こしを屈かがめて足元に落ちていた羽根を拾い上げる。

「羽根を拾い終わった後でよろしければ」

　フィオナが話したくないことを勝手に探さぐっていいのかという葛かつ藤とうはある。しかし、誰よりもフィオナを大切に思っているリズならば、フィオナを傷付けるような話はしないだろう。こいつが「話してもいい」と思ったのであれば、それはきっとフィオナのためでもあるのだ。

「あぁ。頼たのむよ」

　俺とフィオナがこんな冴さえない表情で接し続けるのはよくない。リズもそう思っているのだろう。

「はい」

　そう言った後の彼女の笑え顔がおは、とても晴れやかだった。







　拾い集めた羽根を片付けてから、俺たちはそのまま庭先で声を潜ひそめて話し始めた。フィオナに聞かれたくない思いが先行して、リビングに戻るのは憚はばかられたのだ。

「ジーナさんは、元々薬剤師協会の薬剤師でした。ガルシア先生を心より尊敬し、ガルシア先生のようになりたいと、日々研究に勤いそしんでおられました。勤勉で、とても優ゆう秀しゆうで、ガルシア先生の後こう継けい者しやだと目されていたほどです」

　ジーナさんは二十代前半くらいに見えた。若くから才能を開花させた人物なのだろう。

「フィー様とも仲が良く、本当の姉妹みたいだったんですよ」

「え……？」

　にわかには信じ難がたい言葉だった。

　二人の反応を見るに、とても仲が良かったとは思えない。

「けれど、ガルシア先生がお亡なくなりになった直後から、お二人は度たび々たび衝しよう突とつを繰くり返すようになって……」

　リズの声が沈む。当時のことを思い出しているのか、表情に苦く渋じゆうの色が浮うかんでくる。

「ジーナさんは、未知なる魔ま草そうを危険なものとし、安全が保証された魔草以外の使用を禁止するべきだと主張されました。ガルシアレシピを完全なものとし、これ以上の研究はリスクを生むことにしかならないと……」

「フィオナとは真逆だな……」

　フィオナは今でも魔草の研究を続けている。それが未来への希望に繫つながると信じて。

「その結果、お二人は袂たもとを分かってしまわれたのです」

「それで、実の娘むすめであるフィオナが薬剤師協会を継ぐことになり、ジーナさんは薬剤師協会を離はなれた。そうして誕生したのが、メディカル・ギルドというわけか」

「はい。ジーナさんは完かん璧ぺき主義者で、自分にも他人にも厳しい方でした。ミスを厳しく糾きゆう弾だんし、不要な物は容よう赦しやなく切り捨てる。そういう考え方も、フィー様とは相あい容いれなかったところかもしれません」

　ジーナさんの理知的な顔が思い出される。あの顔で怒おこられると怖こわそうだ。

「けれど、薬剤師としては、それが正しいことなのかもしれません」

　リズの瞳が物悲しそうに揺れる。それは、認めざるを得ない現実を目の前に突き付けられているからかもしれない。

　事実、薬剤師協会は廃すたれ、メディカル・ギルドは栄さかえている。町の中心地に豪ごう奢しやな研究所を構えていることからも、メディカル・ギルドが世間に受け入れられている存在だということが分かる。

　でも……

「でも、お前はフィオナが間ま違ちがっているとは思ってないんだろ？」

　だからこそ、リズはずっとフィオナのそばにいるのだ。

　俺の質問に、リズは強こわ張ばっていた表情を綻ほころばせる。

「はい」

　リズの表情につられて、俺の心も柔らかく解ほぐれていく。

「理解してくれる人が一人でもいてくれて、フィオナは随ずい分ぶん救われたと思うぞ」

「一人ではないですよ」

　どこかいたずらっ子のような表情で、リズが俺にウィンクを寄よ越こす。

「ナイトさんに出会ってから、フィー様は本当によく笑われるようになりましたから」

　くすくすと笑うリズの言葉に、なぜか照れてしまう。俺の存在が、フィオナにとってプラスに働いているのだとしたら、素直に嬉うれしい。

　穏おだやかな空気が辺りを包む。話を聞けてよかった。そう思った時──

「私の忠告を忘れたのか、お前は？」

　敵意に満ちた冷たい声が聞こえてきた。

　振り返ると、ジーナさんがいた。その後ろには以前メディカル・ギルドで見た三人の研究員もいる。

「薬剤師協会には近付くなと、言ったはずだが？」

　腕うでを組み、蔑さげすむような視線を俺に向けている。突とつ然ぜんの登場に、言葉が出ない。

　俺の隣となりで、リズが深く頭を下げる。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、ジーナさん」

「エンバリーの娘か」

　苦手なものを見るような目でリズを睥へい睨げいし、嘆たん息そくする。

「付き合う相手は選んだ方がいいぞ」

「そ、そんなっ！　わたしとナイトさんはまだお付き合いをするような仲ではっ!?」

「いや、俺じゃなくて、フィオナとの話だろ」

　俺が突っ込むと、リズは両手で顔を覆おおい、「みゅう」という妙みような音を漏らして蹲うずくまってしまった。つむじから湯気が上っている。

　今はそっとしておこう。

「で、今日はどういったご用件で？」

　ジーナさんへ向けた視線が少し刺とげ々とげしいものになってしまうのは仕方がない。先ほどのリズに対する発言には、正直カチンときた。

「お前に話す理由はない」

「そうはいきません。俺は、薬剤師協会で治験者をやっているんですから」

「……なに？」

　ジーナさんの眉まゆがピクリと動く。眉み間けんにシワが寄っている。

「住み込みで働いているんですよ。だから、ここは俺の家でもあるわけです。理由を話してもらいましょうか」

　彼女たちの軋あつ轢れきに関しては、俺は口出しをするべき立場じゃないかもしれない。けど、現在の交友関係にまで口を挟はさまれる筋合いはないはずだ。なにより、それをリズに言うのが気に入らない。

　だから、ここは譲ゆずれない。

「…………そうか。よかろう」

　しばし睨にらみ合った後、ジーナさんが折れてくれた。

「あるところから依い頼らいがあってな、調査に来たんだ」

「あるところ？」

　俺の問いに、ジーナさんは親指で背後を示す。

　そちらへ視線を向けると、ユリアンがいた。

「騎き士し団からの依頼だ。断るわけにはいくまい？」

　ユリアンがジーナさんをフィオナのもとへ寄越した……何がどうなっているんだ？

「理由は話した。調べさせてもらうぞ」

「ちょ……っ！」

　止める間もなく、ジーナさんは研究所へと入っていってしまった。それに続き、三人の研究員も建物内へと入っていく。

「ユリアン、これはどういうことだ!?」

　俺の声に、ユリアンはビクッと体を震ふるわせると、なにやらメモのようなものを開いて黙もく読どくし、それを胸むな元もとにしまった直後、咳せき払ばらいをして俺のもとへとやってきた。

「や、やぁ、ナイト君！　こんなところで会うなんて奇き遇ぐうだねぇ」

「いや、俺の家の前だよ！」

　ひょっとしなくても、先ほどのメモには今のセリフが書かれていたのだろう。おそらく『友人と再会した時に役立つセリフ集』でも引用しているに違ちがいない。

　どこまでぼっちを拗こじらせているんだ、こいつは。

「きょ、今日はいい天気だなー！」

「メッチャ曇くもってるけどな」

　今にも大おお粒つぶの雨が落ちてきそうな曇どん天てんだ。

　酷ひど過すぎる棒読みに素そっ気なく答えると、ユリアンは不服そうに頰ほおを膨ふくらませた。

「違うぞ、ナイト君！　そこは、『君の方がいい天気だよ』と返すべき場面だ！　『友人と再会した時に役立つセリフ集』にもそう書いてある！」

　やっぱり引用していたか。

　というか、『君の方がいい天気だよ』とか言われて嬉しいのか、お前は？　もはや意味が分からん。そのセリフ集、捨てた方がいいと思う。

「ユリアン様、お久しぶりです」

　リズがユリアンに頭を下げる。

「貴様は……フィオナ・モナステリオの連れか？」

　あくまで『友達』という言葉を使わないユリアン。どうしてもフィオナには友達がいないことにしたいらしい。

「ここで何をしている？　ナイト君とはどういう関係だ？」

「えっ!?　ナイトさんとの関係……、ですか？」

　ユリアンの中では「フィオナの友達ではない＝俺に会いに来ている」ということになっているらしい。

　一方、問われたリズは頰を染め、答えに窮きゆうしている。

「ナイトさんは、わたしの、子供の、お父さ…………いえ、なんでもないです」

　なんでもなくないことを言いかけたぞ!?

「お、お友達です！…………まだ」

　限りなく小さい声で付け足された「まだ」が凄すごく気になるが……それ以上に、ユリアンを包む闘とう気きが凄すさまじい勢いで膨れ上がっていく。

「……と、もだ……ち…………だと？」

　ユリアンの拳こぶしがわなわなと震える。

　貫つらぬくような視線を俺に向け、嚙かみ付くように摑つかみ掛かかってくる。

「貴様、二ふた股またか!?」

「友達に二股なんかあるか！」

　友達は何人いても罪には問われない。

「……くそ、一人で盛り上がっていた自分が、バカみたいだ…………」

　涙なみだ目めで蹲るユリアン。背中に哀あい愁しゆうが漂ただよっている。……俺、なんか悪いことしたか？

　その時──

「あなたたち、何をしているの!?」

　研究所の中からフィオナの怒ど声せいが聞こえてきた。

「わたし、中を見てきます！」

　言うや、リズが駆かけ足で研究所へと入っていく。俺も追従しようかと思ったのだが……ユリアンが完全にいじけてしまっている。これでユリアンを残してリズを追いかけると「置いていかれた」とか「あたしは選ばれなかった」とか思い込んで一層拗すねてしまいそうだ。

「じゃ、じゃあ俺は、ユリアンに話を聞かせてもらおうかなぁ」

　いささか芝しば居い臭くさいセリフを吐はくと、ユリアンは分かりやすく機き嫌げんを直し、嬉しそうな顔をこちらに向けた。

「あたしと話がしたいのか？　さっきの娘むすめではなく、あたしと？　しょうがないなぁ！」

　表情筋が緊きん張ちよう感かんをなくしふやふやに緩ゆるんでいる。この娘こには、もっとたくさんの友達が必要だ。そう切実に思った。

「一体なんの騒さわぎなんだよ、これは？」

　真面まじ目めなトーンで問うと、ユリアンはひとつ咳払いをして騎士の顔に戻もどる。

「今、ラダインブルグの町である事件が頻ひん発ぱつしているのだ」

「事件？」

「あぁ。物が腐ふ敗はいするという事件だ」

　その事件には心当たりがあった。サシャと初めて会ったカレー屋で、テーブルの脚あしが腐敗していた件だ。

「食料品はもとより、衣服や家財、建物まで、さまざまな物が腐敗してしまうんだ」

　建物が腐敗する。それは、雨季だからという理由では済まされない惨さん事じだ。何か、他ほかの要因が存在するのだろう。

「原因は分かっているのか？」

「あぁ……」

　頷うなずいたユリアンは、顔を上げると同時に研究所の庭を睨んだ。

「魔ま草そうだ」

　思わず、俺も魔草畑に視線が向かう。

　魔草なら、物を腐敗させることくらい簡単かもしれない。そういう魔草があるのかは知らないが、あっても不思議ではない。

「って、ちょっと待てよ」

　魔草畑に向けていた視線をユリアンに戻し、俺は彼女の肩かたに摑み掛かる。

「フィオナを疑っているのか!?　フィオナが魔草を使って町に被ひ害がいを出していると!?」

　ユリアンは答えなかった。しかし、一度も逸そらされなかった目を見るに、そういうことなのだろうと推測出来た。

「腐敗事件はここ数日で二十件を超こえている。自然現象では済まされない異常な数だ。どう考えても不自然だ。だから……」

　だから、それらは人じん為い的な悪意によって生み出されたものだ、と。そこまではいい。そこまでは理解出来る。でもなんで……

「魔草でトラブルを起こすなど、薬やく剤ざい師し協会くらいしかないからな」

　研究所のドアを開けて、ジーナさんが再び俺の前へ姿を現す。

「魔草を扱あつかってるのは、薬剤師協会だけじゃないでしょう？」

　高圧的な視線に、思わず対たい抗こうしてしまう。

　以前町を歩いた時に魔草を扱っている道具屋を見かけた。サシャの家だって『精せい霊れいの宿り木』という魔草を使って建てられている。なにより、魔草ならメディカル・ギルドにだってあるはずだ。魔草は、誰だれだって扱う物だ。

「それらは、研究によって『無害』だと判断されたものばかりだ」

　相変わらずカチンとくる物言いだ。

「じゃあ、薬剤師協会が扱っている物は『有害』だとでも言うんですか？」

「少なくとも、危険性が高いことは事実だ」

　涼すずしげに言って、腕うでを組む。俺の前まで歩いてきて、俺の目を真っ直すぐに見つめる。そして、張り付けたような無表情で言い放つ。

「それだけで十分に害だと言える。それに……」

　奥歯を軋きしませた俺の頰に、ジーナさんの右手が添そえられる。顔がぐっと近付き、視界がジーナさんの瞳ひとみで埋うめ尽つくされる。

「薬剤師協会は、有事の際、真っ先に疑われる存在であるということを自覚しろ」

「なん……」

　反論しかけた唇くちびるを、ジーナさんの親指に塞ふさがれる。

「それが、世間の評価だ」

　揺ゆるがない、絶対の自信を持つ彼女の持論に、完全に組み伏ふせられてしまった。

「世間の評価なんてどうでもいいわ」

　しかし、しっかりとした声でジーナさんに反論する者がいた。フィオナだ。

　研究所からフィオナが顔を出す。その後ろにはリズも控ひかえている。

　気付けば、メディカル・ギルドの研究員が今度は魔草畑に踏ふみ入りなにやら調査を行っていた。勝手に荒あらされてフィオナが怒おこらないかと危き惧ぐしたが、フィオナは気にする素そ振ぶりも見せない。腕うで組ぐみをしたまま研究所のドアにもたれかかり、侮ぶ蔑べつを込めた視線をジーナさんへと向けている。

「私は、褒ほめられたいから薬を作っているのではないのよ。お父様のように、英えい雄ゆうと言われたいなどとはこれっぽっちも思わないわ」

「お前は……ガルシア先生を愚ぐ弄ろうする気か!?」

　珍めずらしく、ジーナさんが声を荒あらげる。クールなイメージとはかけ離はなれた荒々しさだった。

「ガルシア先生は魔草を究きわめ、研究を完かん遂すいさせ、完かん璧ぺきなガルシアレシピを完成なさったのだ！　お前がいくら躍やつ起きになったところで、先生の生み出されたガルシアレシピを超えることは出来ない。魔草の研究自体、先生だからこそ成し得た異業なのだ。下手に手を出して他人に迷めい惑わくをかけている時点で、お前は薬剤師失格だ！」

　堪たまらずに、ジーナさんの肩に摑み掛かり、強ごう引いんに体をこちらに向ける。

「おい！　それはいくらなんでも……！」

「ナイト」

　しかし、俺の反論はフィオナの一声で封ふうじられる。手で「離せ」と合図を送られた。

　渋しぶ々しぶ、俺はジーナさんの肩から手を離す。

「あなたには何を言っても届かないのでしょうけれど、これだけは言っておくわ」

　フィオナがドアから体を離し、姿勢を正す。真っ直ぐに立ち、真正面からジーナさんに向かって言う。

「ガルシアレシピは万ばん能のうではないわ」

　ガルシアレシピを完璧だと言い切ったジーナさんの意見に真っ向から反発する。

「お父様も、天才と『呼ばれていた』だけで決して天才などではなかった。だから、私は研究を続けているのよ。お父様が出来なかったことを成すために」

「話にならん」

　乱れた襟えり元もとを正し、ジーナさんが息を漏もらす。

「自分が先生よりも優すぐれているとでも言いたいのか？　先生が天才でなければ、この世に天才など存在しない。自分を高く見積もるのも大たい概がいにしろ」

「私の才能などどうでもいいのよ。天才と呼ばれたいわけでもない……ただ、私は人を救いたい。それだけよ」

　平行する議論を打ち切るように、ジーナさんは髪かみを搔かき上げ「もういい」と吐き捨てた。

「お前にはガルシア先生のお考えが理解出来ない。そんなことは分かっていたことだ」

　ジーナさんは振ふり返り、魔草畑へ向かって歩き出す。

「ただひとつだけ」

　魔草畑に入る直前で足を止め、肩かた越ごしにフィオナを見つめて呟つぶやく。

「微かすかな可能性に患かん者じやを付き合わせること自体が、お前の驕おごりだということは自覚しておけ」

　言い終わると再び歩を進め、ジーナさんは魔草畑へと入っていく。研究員を集め、何かしら言葉を交かわす。そして一度頷くと、改めてこちらへ向き直った。

「とりあえず、今のところ疑わしい魔草は発見されなかったようだ」

　それだけ言うと、踵きびすを返し研究員を引き連れて歩き始めてしまう。

「ちょっと待てよ！」

　思わず声を荒げてしまった。

　発見されなかった。それだけか？

「何か言うことがあるだろう!?」

　散々言いたい放題言っておいて、「何もなかった」で、そのまま帰る気なのか。

　睨にらみ付ける俺に、ジーナさんは冷れい笑しようをもって対たい峙じする。

「『疑ってごめんなさい』とでも言って欲しいのか？」

　神経を逆さか撫なでするような口調に、思わず駆け出す。摑み掛かる寸前でフィオナの声が飛んできた。

「やめなさい、ナイト」

　納なつ得とく出来ない思いを視線に込めて、フィオナの顔を見る。

「疑いが晴れたのなら、それで十分よ」

　フィオナがそう言うのであれば、俺はそれに従うしかない。

　俺はあくまで薬剤師協会に雇やとわれている身なのだ。

「証しよう拠こが見つからなかっただけだ。お前たちの仕し業わざではないという証拠が見つかったわけではない」

「疑いは晴れていない、ってことですか？」

　俺の問いに、ジーナさんは冷れい淡たんな視線を向けてくる。

「失礼する」

　それだけを言って、ジーナさんは研究員たちを伴ともない、この場を後にした。

　遠くの空で雷らい鳴めいが響ひびき、雨雲が空を埋め尽くしていく。

「ナイト」

　玄げん関かん先さきで立ち尽くす俺に、フィオナが声をかけてくる。

「雨が降りそうだから中に入りなさい。カビるわよ」

「『風邪かぜ引くわよ』だろ、そこは普ふ通つう」

　フィオナなりに気を遣ってくれたのかもしれない。

　俺を見つめるフィオナの表情は、少し弱々しくも柔やわらかいものだった。

　自分のしがらみに俺を巻き込んだ、などと考えているのかもしれない。

　だからこそ、俺は……

「ユリアン」

　この場に留とどまったままのユリアンに、俺は頭を下げる。

「事件の捜そう査さに俺も加わらせてくれ」

「ナイト君……」

「頼たのむっ！」

　頭を下げたまま、俺はジッと返事を待った。いいと言うまでこの姿勢をやめるつもりはない。

「ナイト。あなたが気にするようなことではないのよ」

　フィオナが諭さとすように言うが、それは間ま違ちがっている。これは、俺が気にすべきことだ。

　なぜなら。

「俺は、薬剤師協会の一員だ。疑われたままで引き下がれるか！」

　ゴロゴロと鳴り続けている雷かみなりに搔き消されないように、強く言う。

「ユリアン。頼む……っ！」

「そう言われてもな……」

　ユリアンが困ったような声を漏らす。

「近この衛え兵へい団はメディカル・ギルドに魔ま草そう関連の調査協力を依い頼らいしている。あたしの独断で薬剤師協会に協力を仰あおぐことは出来ない」

　ユリアンが仕事で調査を行っていることは承知している。ありえないわがままを言っている自覚もある。それでも……

「なんとかならないか？」

　頭を下げたまま、必死に食い下がる。

「近衛兵団の長ちようであるあたしが、仕事に私情を挟はさむわけにはいかない」

　……ダメか。これ以上はユリアンを困らせるだけだ。

「……そうか。すまなかっ……」

「しかし」

　頭を上げた俺の前で、ユリアンがもじもじと手の指を絡からみ合わせている。チラチラと落ち着きのない視線が俺の顔を何度も通り過ぎていく。

「友達のお前が、個人的にあたしを助けてくれるというのであれば……まぁ、同行してもらっても構わない、かな」

「え……」

「つまり、こんな天気の中健けな気げに頑がん張ばるあたしを友達のお前が心配して、『風邪引かないかな』『無理してないかな』『寂さびしくないかな』と、居ても立ってもいられなくなって付き添っていたい、と、そういうことなら……あたしも友達を無下には出来ないから、な？」

　……私情、挟みまくりだ。

　しかし、それで同行出来るのなら……

「ユリアンっ！」

「な、なんだ!?」

「恩に着る」

　もう一度、深々と頭を下げる。

　これで、証拠が探せる。薬やく剤ざい師し協会が犯人ではないという証拠が。

「う、うむ。まぁ、気にするな」

　再び顔を上げて見たユリアンの顔は、ふにゃんふにゃんに緩ゆるんでいた。

　その緩んだ顔が途と端たんに引き締しまる。何かを思い付いたようで、急にそわそわし始める。

「その代わり、あたしの頼みも聞いてくれないか？」

「あぁ、なんでも言ってくれ」

　ユリアンには世話になりっぱなしだ。俺に出来ることならなんだってやってやる。

「こ、今度な、朝食を、いっ……一いつ緒しよに、食べないか？」

「……は？」

　思わず気の抜ぬけた声が漏れる。

「い、いや！　嫌いやなら別にいいんだ！　一日の始まりに友達と楽しく会話しながら食事がとれれば、その日一日が楽しく過ごせると小耳に挟んだものでな、ちょっと実証してみたかったというか……い、嫌なら、別に……」

「そんなことでいいのか？」

「へ……？」

　今度はユリアンが気の抜けた声を漏らした。

「飯くらいいくらでも一緒するぞ。なんなら俺が作って持っていってやろうか？」

「てっ、手作り弁当だと!?　いっ、いいのか!?　それで友達ポイント使い果たして二人の関係は終わらないか!?」

「なんだよ、友達ポイントって……無くなるわけないだろう、そんなもんで」

「お……おぉ…………やった。朝食の約束を取り付けた！　やったぞ！」

「……大おお袈げ裟さだよ」

　想像以上の喜びっぷりに、こちらが気け圧おされてしまう。そんなに嬉うれしいものだろうか。

　まぁ、朝食が重要だという点においては、俺も賛同するがな。

「ナイト」

　背後から、非常にトゲのある声が飛んでくる。

　見ると、頰ほおを引き攣つらせ、額に青筋を浮うかべたフィオナが、俺をメッチャ睨んでいた。

　そんなフィオナの後ろでは、リズがそっぽを向いている。

「研究所の前でナンパとは……いい度胸ね」

「待て待て。俺が誘さそったわけじゃないだろう!?」

「でも残念ね。その日はちょうど薬が切れる日だから、ナイトは一日外に出られないのよ」

「まだ日程決めてねぇよ！　どんな予知能力だ!?」

「カビながらの朝食は悲ひ惨さんよね」

　なぜだかフィオナが不ふ機き嫌げんだ。こいつ、本当に注射を拒きよ否ひするかもしれない。

「いいだろう、飯くらい。お前たちの分もちゃんと作っておくから」

「二度食べる、という発想はないのかしら？」

「二度も食えるか！」

　朝飯を食うならどっちか一方とだ。

「なら仕方ないわね。えっと……ぼっちさん、だったかしら？」

「誰だれがぼっちだ、フィオナ・モナステリオ!?」

　初対面の人を見るような目で、フィオナがユリアンを見る。……徹てつ底ていしてるな、こいつ。

「諸事情があってナイトは貸し出せないわ」

「ちょっと待てって、フィオナ！」

「貸し出しは不可能なの！」

　俺の意見など聞く耳を持たず、フィオナはユリアンへ視線を向ける。

「だから、ウチで食べなさい」

　そう言って、背後を顎あごで指し示す。その先には研究所のリビング──俺たちがいつも飯を食っている場所がある。

「『ナイトと一緒に朝食』という約束は果たされるわ。ただ、他ほかにも何人かいるだけよ。問題あるかしら？」

　挑ちよう発はつ的なフィオナの物言いに、ユリアンはなぜか嬉しそうな表情を見せる。

「……お、お呼ばれ……だ」

　両目を見開き、ユリアンは俺の両手をがっしりと握にぎってきた。はち切れんばかりの笑え顔がおは心持ち緊きん張ちようしているようだった。

「どうしよう、ナイト君!?　生まれて初めてお呼ばれをされてしまった!?」

「……お、おう。よかったな」

「そ、そうだ、手て土産みやげとか、いるよな、やっぱ！　あぁ、何を着てこよう!?」

　ついにはくるくると回り出してしまった陽気な女騎き士しに、俺たちは誰一人としてついていけなかった。

「……くっ。これで喜ばれてしまうとは…………ヤツのぼっち力を舐なめていたようね」

　フィオナが悔くやしそうに歯は嚙がみし、顔を歪ゆがめる。

「よし！　そうと決まったら、さっさと事件を解決させるぞ！　行くぞ、ナイト君！」

　ユリアンの瞳ひとみが意い欲よくに燃え上がる。

　腕うでを摑つかまれ、凄すさまじい勢いで引っ張られる。やや宙に浮くくらいの勢いで、俺の体は連行されていく。

「ちょっと、待て！　雨が降りそうだからせめてマントでも……」

　言ってる間にぽつりぽつりと雨あま粒つぶが落ちてくる。

「貸す！　あたしの予備を貸してやろう！　おぉっ！　お揃そろいじゃないか!?　ついにお揃いデビューかっ！　このあたしがっ!?　うぉぉおおおっ！」

　さらに勢いを増し、誰にも止められない速度でユリアンが駆かけていく。

　俺もフィオナと同じだ。

　こいつのぼっち力を、まだまだ見くびっていたようだ。







　ラダインブルグの町中に着いた頃ころには雨は本降りになっていた。

　ユリアンが貸してくれたマントは実に質のよいもので、雨粒を全すべて弾はじき飛ばしてくれる。そのおかげで雨に濡ぬれることを気にせず町中を駆けずり回まわることが出来た。

　腐ふ敗はい事件は本当にあちこちで発生していた。

　数ヶ所の現場を回った後、俺たちは大通りのそばの民家へと入った。中では近衛兵たちが腐敗した物を検分している。

「どこも同じような状じよう況きようだな」

　ここでは階段の踏ふみ板が腐敗していた。そして、腐敗箇か所しよの周りには紫むらさきと緑を混ぜたようなカビが広がっている。他の現場と同じ状況だ。

「まずはカビが生え、やがて腐敗する。腐敗した物は朽くちてボロボロになる。といったところか」

　ユリアンが状況を分ぶん析せきする。

「カビの駆く除じよ、完かん了りよういたしました」

　近衛兵の一人がユリアンのもとへ報告にやってくる。

　他の近衛兵たちは筒つつに入った薬品をカビにかけ、カビを撃げき退たいしていた。

「あの筒の中身はなんなんだ？」

「メディカル・ギルドから提供してもらったカビ除去剤ざいです」

　ユリアンに尋たずねたのだが、近衛兵が代わりに答えてくれた。なぜ、俺に敬語？

「ところでユリアン様。そちらの方は？」

　と、近この衛え兵へいが恐おそる恐る尋ねてくる。

「彼はあたしの連れだ。調査に協力してもらっている」

「えっと……騎士団の方では……？」

　なるほど。騎士団のマントを着ていることから、俺を騎士団の人間だと思ったのか。近衛兵の態度にようやく合が点てんが行った。

「これはユリアンの私物ですよ。借りてるだけで、俺は騎士団の人間じゃありません」

　紛まぎらわしい格好のせいで現場を乱してはいけない。そう思って正直に答えておく。

　しかし、近衛兵の表情はさっきにも増して不ふ穏おんに曇くもっていく。

「し、私物のマントを貸し与あたえる異性、ですか…………」

　俺とユリアンを見る近衛兵の目が、明らかに怪あやしい。

「彼はあたしにとって特別な存在でな。今日もあたしの身を案じて同行を申し出てくれたのだ。ふふ……少し心配性しようなところがあるんだよ、彼は」

　なんだか妙みような自じ慢まんが始まってしまった。まぁ、確かに同行を申し出たが、変に曲解されている気がする。

　その証しよう拠こに、近衛兵の顔に焦あせりの色が見え始める。

「そ、それは、その……つまりお二人は……」

「みなまで言うな！　恥はずかしいではないか！　別に自慢するほどのことでもないだろう！」

　と、大いに自慢したげなユリアンが照れながら手をバタバタ振ふってみせる。

「ま、まぁ、あたしたちの関係を端たん的てきに言うとだな……一緒にモーニングコーヒーを飲むような間あいだ柄がらだ」

「りょ、了りよう解かいしました！」

　何を了解したのか分からないが、近衛兵はとても綺き麗れいな姿勢で敬礼をし、急ぎ足でその場を去っていった。

　すぐさま持ち場へ戻もどり、他の近衛兵たちになにやら耳打ちをしている。

「……お前。今の絶対誤解されたぞ」

「誤解？　なんのことだ？」

　本気で分かっていない。ユリアンの表情を見るに、それは疑う余地がない。

　調査が終わり現場を離はなれる際、すれ違ちがった近衛兵の間から──

「あのユリアン様とそのような関係になるとは……」

「あの人、前にサラマンダーを素す手でで殴なぐり飛ばした人じゃないか？」

「ユリアン様を手て懐なずけたんだ。サラマンダーくらい余よ裕ゆうだろう」

「機き嫌げんを損そこねると命がないかもしれん……」

「あの人の命令は絶対遵じゆん守しゆだ。いいな！」

「「「はっ！」」」

　──みたいな会話が聞こえてきた。が、聞かなかったことにした。

「女なら誰でもいい見境無しか、お前は？」

　民家を出たところでそんな言葉を浴びせられた。外に、ジーナさんが立っていた。

「心外ですね」

　仏ぶつ頂ちよう面づらを隠かくすことなく、俺は不機嫌に言ってやる。

「フィオナの家に住み着きながら他の女と恋こい人びと関係にあるお前を、見境無しと言って何が悪い？」

　よく分からないところに嚙かみ付いてくる。単に俺が気に入らないだけなのだろうか。

「恋人じゃないですよ」

「そうだ、友達だ！　失礼なことを言うと叩たたっ斬きるぞ！」

　勢いに任せて剣けんを抜ぬきかけるユリアンを素す早ばやく制する。斬るのはまずい。

　あまりの勢いに、ジーナさんが少し身を引いている。

「物もの凄すごい否定のされ方だな……流石さすがに傷付くんじゃないのか？」
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「いえ、別に」

　俺の答えを聞いて、ジーナさんは微かすかに笑みを漏もらす。先ほどのやり取りですっかり毒気を抜かれてしまったようだ。

「では、騎士ユリアン。そいつを借りていっても構わんか？」

「ダメだ！　ナイト君はあたしのだ！　誰にも渡わたさん！」

　ユリアンの叫さけびに近衛兵たちが一いつ斉せいに噂うわさ話ばなしを過熱させる。……やめてくれ。

「まるで恋人のような振る舞まいだな。本当は恋人なんじゃないのか？」

「そんなことありえるわけがないだろう！　恋人になどなるものか！　可能性が皆かい無むだ！　考えられない！　人類が絶ぜつ滅めつして二人っきりになったとしても、あたしたちは友達だ！」

　ユリアンの熱弁を受け、ジーナさんが哀あわれむような目を俺に向けてくる。

「おい、お前。言われ放題だぞ？」

「いいんですよ、これで」

　ユリアンにとってもっとも重要なのは「友達がいる」ことなのだ。ならば俺は喜んでユリアンの友達でい続けるさ。

「友達ならば、役割分担するのが醍だい醐ご味みだろうに」

　自分の顎を撫なでて、したり顔でジーナさんが言う。

「『ここはお前に任せたぞ』『あぁ、そっちは頼たのんだ』『あとで合流だ』『遅おくれるなよ』『お前がな！』とな」

　一人二役をこなし、ちょっとした小こ芝しば居いを見せるジーナさん。それを見て、ユリアンの目がキラキラと輝かがやき出す。

「い……いいな、それ！」

「ずっと一いつ緒しよに寄り添そうのは恋人のすることだ」

「そうだな……確かにそのとおりだ！」

　ユリアンが面おも白しろいほどジーナさんの話術に嵌はまっていく。

「再度問う。騎士ユリアン、この男を借りていくぞ」

「あぁ！　そっちは任せたぞ、ナイト君！」

「……おぉ、任せとけ」

　ユリアンの溢あふれ出る期待に応こたえるべく、そう返しておく。……なんだ、この茶番劇。

「よぉし！　他の現場を調査に行くぞ！」

　雨を弾き飛ばしながら、意い気き揚よう々ようと駆け出していったユリアンの背中を眺ながめる。

　俺はまだ証拠を見つけていないのだが……

「では、ついてこい」

　まんまとユリアンを操あやつったジーナさんが俺に向かって言う。

　何を考えているのか、まるで読めない。

「どこへ行くんですか？」

「私の研究所だ。カビ除去剤の補ほ充じゆうに向かう」

「それに、なんで俺が付き合わないと……」

「お前に話がある」

　ジーナさんの目が鋭するどくなり、俺の腕ががっちりと摑まれる。

「拒きよ否ひ権は、ないものと思え」

　何を考えているのかが分からないのなら……こちらから踏み込んでやればいい。

　俺は頷うなずき、ジーナさんの思おも惑わくにまんまと乗ってやることにした。







　メディカル・ギルドの研究所を訪おとずれたのはこれで二度目だ。

　ジーナさんに連れられ、大きな薬品庫へとやってくる。ドアを開けると薬品の匂においが鼻を突く。湿しつ気けが充じゆう満まんしているようだった。

「これがカビ除去剤だ。全て持っていってくれ」

　ジーナさんが指し示した先に、カビ除去剤の入った瓶びんが置かれていた。

　しかし、残りは僅わずか二十本程度しかなかった。

「これで全部ですか？」

「そうだ。こんなにカビが発生したのは初めてだからな。ストックももうない」

　ジーナさんのその言葉に、この腐敗事件による被ひ害がいの甚じん大だいさを改めて実感した。

　その後、カビ除去剤を詰つめた袋ふくろを背負い、来た道を戻る。途と中ちゆう、庭に面した廊ろう下かに差し掛かかった際、窓の外に広がる畑に目が引き付けられた。

「大したものだろう」

　俺の視線に気付いたのか、ジーナさんが窓の外を見ながら言う。歩調は緩ゆるまない。

「徹てつ底ていした管理と、確立された方法で栽さい培ばいした魔ま草そうたちだ。ウチの研究員が栽培し、同時に土のデータも記録している。おかげでよりよい魔草が育つ環かん境きようが整っている」

　フィオナの畑とは違い、規則正しく整列している様はどこか作り物のようだ。……と、思うのは偏へん見けんだろうか。

「ガルシア先生の研究により安全だと証明された魔草たちだ。これだけあれば大たい抵ていの病には対応出来る。それ以上を望むのは、神への挑ちよう戦せん……いや、冒ぼう瀆とくと言ってもいい」

　フィオナの行いは神への冒瀆ときたか。

「魔草は魔力をマジア帯びた土テーラで育つ、いわば突とつ然ぜん変へん異いのような植物だ。効果は絶大だが、その分危険も伴ともなう。下手に手出しするのは自殺行こう為いに等しい」

　長い廊下を歩きながら、淀よどみなくジーナさんの講義は続く。

　窓の外には魔草畑が途と切ぎれることなく続いていた。

「魔力をマジア帯びた土テーラにしても、本来は自然の中にあるべきものだ。人が手を加える際は、徹底した管理が出来なければ暴走してしまう」

「土が、暴走……ですか？」

　暴れる土は、今のところ見たことがない。

「魔草は魔力をマジア帯びた土テーラから魔力を吸収し魔草となる。そしてその魔力を再び土へと還かん元げんするのだ。つまり、予定外の魔草が一本でも紛まぎれ込めば辺り一帯の魔力をマジア帯びた土テーラが変質し、それが予期せぬ魔草を生み出すことになる。その魔草が新たな魔力を生み出し……そんなことが延々と繰くり返され、行き着く先は人じん智ちを超こえた未み曾ぞ有うの大だい惨さん事じだ」

　魔力をマジア帯びた土テーラはそこに住む動物を魔ま物ものに変えてしまうこともあると聞く。その土ど壌じようが変化すれば、当然そこに誕生するものも変化する。魔力をマジア帯びた土テーラは予期しないものを生み出してしまう危険を常にはらんでいるのだ。

「ガルシア先生だからこそ、あそこまでの研究が出来たのだ。……いや、先生でさえ、あそこまでしか出来なかった、と言うべきか」

　歩みを止め、ジーナさんがこちらを振り返る。

　真しん剣けんな瞳ひとみは、どこか悲痛さを感じさせた。

「お前からも言ってやってくれないか？　これ以上、無む駄だな研究はやめろと」

「フィオナに、ですか？」

「無論だ」

　なぜ、俺にそんなことを言うのだろうか。

「フィオナはやめませんよ。『奇き跡せきの調合』を完成させるまでは」

　あいつの瞳がそう言っていた。アレは噓うそ偽いつわりのない、本気の目だった。

「それが無駄なのだと言っている」

　ジーナさんは深くため息を吐つく。呆あきれるでも怒おこるでもなく、どこか哀れむように。

　その哀れみは、俺に向けられているように感じた。

「『奇跡の調合』など、存在しないんだよ」

「…………えっ」

　それは、青せい天てんの霹へき靂れきだった。

　とても信じられない、受け入れ難がたい言葉だった。

『奇跡の調合』が存在しない。

　そんなこと、認められるわけがない。

　でなければ、フィオナはなんのために……

　でなければ、俺は…………

「あれは先生が思い描えがいた夢物語なんだ。幼かったフィオナはそれを真実だと思い込んだ。『奇跡の調合』という夢のような薬があると」

　フィオナの思い込みだというのか。

　薬やく剤ざい師しにとっての『奇跡の調合』というのは、子供が憧あこがれるような夢物語だというのか。

「私も幼い頃ころ、『奇跡の調合』に興味を持ってな。先生に材料を聞いたことがあるんだ。そうしたら先生はこう言った。『その材料は、この世界には存在しない』と」

『奇跡の調合』に必要な材料が、『この世界には存在しない』？　それはつまり、『奇跡の調合』が『存在しない』と言っているようなものだ。

「『奇跡の調合』とは、幼い私たちに聞かせるための御お伽とぎ噺ばなしだったんだよ」

　その話を、フィオナはずっと信じ続けているというのか……

「有りもしない物を、命を危険に晒さらしてまで研究するなど愚おろかだとは思わないか」

　そう訴うつたえかけるジーナさんの目は、とても真剣だった。必死さすら感じた。

　この人は、もしかしたら……

「フィオナのことが、心配……なんですか？」

　ジーナさんの必死さは、姉が妹を思うような、過保護なそれに似ていた。

　自身の必死さに気が付いたのか、ジーナさんは口を押さえ、次いで頰ほおを撫で、強こわ張ばっていた顔を解ほぐすようにぺたぺたと撫で回す。

　正直、驚おどろいた。

「俺はてっきり、フィオナのことが憎にくいのかとばかり……」

「憎いわけがないだろう!?」

　その反論は間かん髪はつを容いれずに。そして、その次の言葉は十分過ぎるくらいに間を開けて放たれた。

「……………………可愛かわいい、妹。の、ようなものだからな」

　フィオナに厳しく当たるのは、フィオナのことを慮おもんぱかってのことだったのか。

　現実はそんなに甘くないと、フィオナに教えようと。

「フィオナが薬剤師協会を継ついだのが気に入らなくて、メディカル・ギルドを作ったのかと思ってました」

「そうではない」

　ジーナさんは言いにくそうにしながらも、眉み間けんを押さえて、若じやつ干かん手で顔を隠かくすようにしながら、ぼそぼそと話し始める。

「フィオナの研究は無む鉄てつ砲ぽう過ぎて、他ほかの研究員はついていけなかったのだ。一人、また一人と研究員が離はなれていき……このままではフィオナの居場所がなくなると…………それで、私はメディカル・ギルドを作り、元薬剤師協会の研究員たちを多く雇やとい入れた」

「居場所を守るために、ここを？」

「そうだ。フィオナも独りぼっちになればさすがに自分の過あやまちに気付くだろうと……そうなった時、いつでも私を頼たよってこられるように、ここを作ったのだ」

　俺は言葉が出なかった。

　フィオナを憎んでいると思い込んでいたこの人は、とんでもなくフィオナに甘く、そして、まったくフィオナのことを理解していない、姉代わりだった。

　…………どこまで不器用なんだ、この人。

「なのに、フィオナはいつまでたっても私を頼ってこない！」

　そりゃそうだろう。フィオナの性格を考えれば分かりそうなものだ。

　あいつは、独りになんか負けない。メディカル・ギルドを頼ることなど、一生ない。

　あいつが守りたいのは、薬剤師協会なのだから。

「そればかりか、お前のような男を家に住まわせて……」

　少し、話の風向きが変わってきた。ジーナさんの視線が凄すごみを増す。まるで、娘むすめの彼氏を見る父親のような目だ。

「お前、フィオナに不ふ埒らちは働いていないだろうな？」

「不埒って……具体的には？」

「『おっぱいぽい～ん！』とかだ！」

「恥はずかしげもなくよく言えたな、そんなこと!?　っていうか、『ぽい～ん！』ってするほどねぇだろ！」

「なぜ知っている!?　生乳を見たのか!?」

「服の上からでも分かるわ！　あと羞しゆう恥ち心しんを持って！」

「羞恥プレイがお好みか!?」

「誰だれがそんなこと言った!?」

「『君の丸底フラスコをボクに見せておくれ』とか言っているのか!?」

「言うか！　どこのオッサンだ!?」

「『俺の薬や研げんが粉を引くぜ！』」

「俺の体に、そんなコロコロ動く箇か所しよはない！」

「『今夜、お前をラダインブルグ！』」

「もう黙だまれ、あんた！」

　俺とジーナさんは向かい合い、共に肩かたを激しく上下させ、乱れた呼吸を整える。

　そして、断言しよう。この人、変だ！

「とにかく心配なのだ。放っておけないのだ！」

「フィオナはそこまでやわな人間じゃないですよ。危なっかしいところはありますが」

　張り付いて見守らなければいけないような、線の細いヤツじゃない。むしろ図太い方だ。

　しかし、そんな俺の考えをジーナさんは真っ向から否定する。

「やわじゃないわけないだろう。フィオナは心労が重なると、食事も喉のどを通らなくなるんだぞ。何度私が無理やり食べさせたことか……」

「は？」

「今もあんなにやせ細って……どうせろくに食事をしていないのだろう？　私が持っていってやれればいいのだが、顔を合わせれば口論になるし……」

　自分の手を握にぎり締しめて、不安げに語るジーナさん。とは対照的に、俺はぽかんと口を開けていた。……この人、何言ってんだ？

「フィオナはメッチャ飯食いますよ」

「は？」

　今度はジーナさんがぽかんと口を開ける。

「いや、毎日絶対おかわりしますし。まぁ、美味うまいとかは全然言いませんけど」

　フィオナの食べっぷりは実に気持ちのいいものがある。あいつが飯を残したのを俺は見たことがない。

「何を言っているんだ、お前は？」

　ジーナさんの眉間に、深いシワが刻まれる。

「そんなことがあるわけないだろう。フィオナは小食なのだ。おかわりなどするはずがない」

「しますって！　それでも足りない時は俺のおかずまで強ごう奪だつしますよ、あいつは」

「…………バカな」

　酷ひどく狼ろう狽ばいしている様を見るに、本気で信じられないらしい。

　俺にしてみればフィオナが小食ということの方が信じられない……信じ、られない……

「なら…………あるかも、しれませんよ」

「……？　なんの話だ？」

　眉まゆ根ねを寄せるジーナさんとは対照的に、俺の顔には自然と笑えみが沸わき上がってくる。

　信じられないことが実際に起こることはある。

　俺だって、ついこの間まで異世界の存在など信じていなかった。それは、『あることが証明出来ない』からだったが、決して『ないことを証明した』からではなかった。

　しかし、異世界は実在した。

『ないことの証明』は永遠に出来ないのだ。

　なら、ジーナさんが『ないと信じているもの』だって、『ないことの証明』が出来ない限りないと断言することは出来ない…………つまり！

「『奇跡の調合』は、ないと決まったわけじゃない。そうでしょう？」

　ジーナさんが驚きの表情を見せ、やや呆れ気味に嘆たん息そくする。

「屁へ理り屈くつだな」

「けど、フィオナはおかわりをするし、それと同じように『奇跡の調合』は存在する」

「お前は……っ」

「俺はフィオナを信じる。そう決めているんです！」

　ジーナさんの反論を勢い任せの大声で封ふう鎖さする。

　そして、一度呼吸を整えてからきっぱりと言い切る。

「フィオナがあると信じるのなら、俺はそれに乗ります。文句ありますか？」

　しばしの沈ちん黙もくが訪おとずれる。視線を逸そらさずジッと見つめ合う。

　やがてジーナさんは大きなため息と共に眉間を押さえた。

「……勝手にしろ」

「はい。勝手にします」

　腹の底から声を出し、俺は深く一礼してからメディカル・ギルドを後にした。
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「フィオナ！」

　勢いよく玄げん関かんの扉とびらを開くと、リビングにフィオナがいた。俺の勢いに気け圧おされたのか、フィオナは驚おどろいた顔でこちらを振ふり返る。

「……どうしたの？」

　カビ除去剤ざいを近この衛え兵へいに手て渡わたした後、俺は一度薬やく剤ざい師し協会の研究所へと戻もどってきた。

　カビ除去剤の残量が心こころ許もとない状態だったため保険をかけておこうと思ってのことだが、それよりもなによりも、どうしてもフィオナに言いたいことがあったのだ。

「『奇き跡せきの調合』を、絶対に完成させよう！」

「え……」

　前まえ振ふりもなく発言したせいか、フィオナは面めん食くらったように目を丸くした。

　けれど、フィオナはいつだって夢に向かって直進しているのだ。それを応おう援えんしたい気持ちを素す直なおに伝えるだけでいい。そうすれば、きっとフィオナは最高の笑顔を見せてくれる。

「お前なら絶対に『奇跡の調合』を完成させられるって、俺はそう信じているから。だから、俺に出来ることがあったらなんでも言ってくれ。どんなことでも協力する」

　溢あふれんばかりの真しん剣けんな思いを伝えようと、胸の前で拳こぶしを強く握り締めながらフィオナへと一歩近付く。そして、真っ直すぐにフィオナの顔を見つめる。

　──と、その赤い瞳ひとみが微かすかに揺ゆれた。

「……そう。ありがとう。…………でも」

　言って、フィオナは胸の前に掲かかげた俺の手を両手で優やさしく包み込んだ。その繊せん細さいな感かん触しよくに、沸き上がった力が全すべて奪うばわれていくような錯さつ覚かくに陥おちいる。

「そんなことよりも、今はあなたの症状を抑おさえるのが先決よ」

「え……」

　思いもしない返答に、無意識に声が漏もれる。……『そんなことよりも』…………？

「さっきね、スパイシーチキンが卵を産んだの」

　フィオナが微笑ほほえむ。嬉うれしそうに、けれどそれはどこか寂さびしさを含ふくんでいるようにも見えて……それ以上何も考えられなくなる。

「これでようやくきちんとした薬が調合出来るわ。だから……」

　そう言って、フィオナは俺の手から両手を離はなす。そして、労いたわるような手つきで俺の胸にそっと触ふれてきた。

「もう少しだけ待ってて」

「あ……ああ…………」

　俺を見つめるフィオナの瞳には、有う無むを言わさぬ迫はく力りよくがあった。

　これ以上、何かを言うことは憚はばかられ、俺はただ頷うなずくことしか出来なかった。

「私はこれから研究室に籠こもるけど、ナイトは？　調査の方はもういいの？」

　いつもの声で、いつもの調子で、いつもの雰ふん囲い気きでフィオナが問いかけてくる。

　それにつられるように、俺の思考もようやく再稼働を始める。

「いや……町に戻るよ。必要な物を取りに戻っただけだから」

　まるで言い訳するように言って、俺は必要な道具を鞄かばんに詰つめる。

「それじゃあ……、調合、頑がん張ばってな」

「ナイトも、気を付けてね」

　いつもの笑みを浮うかべるフィオナに見送られて、俺は研究所を後にした。







　市門を潜くぐり、大通りで再びユリアンと落ち合う。

「首尾はどうだ!?　異状はなかったか!?」

「いや、町中異状だらけだけどな」

『戦地で離れ離れになった友達との再会』というシチュエーションに浸ひたるユリアンは、どこか満足そうだった。

「どうした、ナイト君！　覇は気きがないぞ！　気合いを入れるんだ、気合いを！」

　ユリアンの平手が遠えん慮りよなく俺の肩かたを叩たたく。鈍にぶい痛みに顔を歪ゆがめてしまう。

　いまだなんとも言えない複雑な思いが胸のうちに渦うず巻まいていたが、確かに今はそれどころじゃない。俺は、気合いを入れるために両りよう頰ほおを強く打つ。

「よし！　やるぞ！」

「うむ！　その意気だ！」

　そこへ、ジーナさんが率いるメディカル・ギルドの面々が合流してきた。

　近衛兵団も併あわせて、全員が一堂に会する。改めて、凄すごい数だ。

「さぁ、張り切って次の現場に向かうぞ！」

　意い気き揚よう々ようと拳を掲げるユリアンとは対照的に、ジーナさんはもどかしそうに唇くちびるを嚙かむ。

「いつまで続くのだ、この状じよう況きようは。……もう、カビ除去剤が底を突くぞ」

　近衛兵に手渡したカビ除去剤は残り二十本。あと数回使用すれば無くなってしまう。

　大規模な腐ふ敗はいが起きなければいいのだが……

「のゎぁぁぁぁああっ!?」

　大通りの広場に、聞き覚えのある悲鳴が轟とどろいた。

　悲鳴の出所は、大通りの広場を見下ろすように佇たたずむアデール教会の大聖堂だった。

　大聖堂の門から先ほどの悲鳴の主、ドーラが慌あわただしく駆かけ出してくる。

「大変なのダ！　大聖堂にカビが生えたのダぁー！」

　俺たちは顔を見合わせ、ドーラを伴ともなって大聖堂へと駆け込んだ。







「なんてことだ……」

　そう漏らしたのはジーナさんだった。

　大聖堂へ入ると狭せまく区切られた部屋があり、その奥の扉を潜ると縦に長い祭さい壇だんの間へと出た。そこは、ほぼ長方形の、どこかのホールのような造りだった。天にまで届きそうな高い天てん井じようと、美しいステンドグラス、厳おごそかな微笑みを湛たたえる女め神がみ像に見守られた祭壇がホールの最奥に設けられ、入り口から祭壇に向かって無数の長なが椅い子すが綺き麗れいに配置されている。その木製の長椅子が、ことごとく腐敗していた。

「数が多い……」

　苦く渋じゆうに満みちた表情を見せるジーナさん。並んだ椅い子すだけで、ざっと四十はある。

「奥にもカビが広がっているのダ！」

　ドーラに腕うでを引かれ、ホールの奥へと向かう。

　祭壇の前に置かれた重じゆう厚こうな造りの木箱にも、紫むらさきと緑を混ぜたようなカビが繁はん殖しよくしていた。

「これはとても大事なものなのダ！　すぐにカビを除去して欲しいのダ！」

　ドーラの焦あせりようから、それがとても大切なものだと分かる。

　木箱に刻まれたこの世界の文字を目で追う。と、中にひとつ、見たことのある単語を見つけた。これは、この中に納められているものを示しているのか……？

「なぁ、ドーラ。これの中身はなんだ？」

「ここに書いてあるのダ！」

「……読めないんだよ」

　残念な子を見るような視線を向けてくるドーラに、若じやつ干かんイラッとしながらも、俺はその中身を問う。

　この中身がなんなのか。それは、俺にとって重要なことになるかもしれない。

「これは聖遺物なのダ」

　聖遺物。聖人の遺品や遺骨などのことか。

「じゃあ、この中身は骨か？」

「違ちがうのダ……」

　ドーラは静かに首を振り、そうして木箱に刻まれた文字を指差して俺に言う。

「これは、聖人の心臓なのダ」

「心臓……」

　遺骨ではなく心臓とは……心臓を保存しておく方法が確立されているのか。

　心臓……か。

「そんな大事なもんを、こんな目立つとこに置いといていいのか？　地下にでも大切にしまっておけよ」

「地下に保管なんかしたら、カビが生えてしまうのダ！」

「……生えてんじゃん」

「だから早くなんとかするのダ！」

　腕を振り上げるドーラ。聖遺物を守れと、その目が訴うつたえかけてくる。

「熱湯をかけるとカビは死し滅めつするぞ」

「熱湯なんかかけたら蒸むし心臓になって、美味おいしそうな感じになっちゃうのダ！」

「なんねぇよ」

　とはいえ、聖遺物となれば慎しん重ちような対処が必要だろう。

　俺はジーナさんにこのことを報告し、カビ除去剤を優先的に回してもらった。メディカル・ギルドの研究員が丁てい寧ねいに木箱のカビを除去していく。

　調度品や価値の高い物から順に、カビ除去剤が使用されていった。

　ホールのあちこちに研究員と近衛兵が分散してカビの除去作業を進めている。

　それを見ていたジーナさんが、苦渋の表情を浮かべる。

「……ダメだ。薬が、尽きる」

　ジーナさんの言葉どおり、全てのカビを除去する前にカビ除去剤ざいが尽きてしまった。

「こちらはなんとか治まったぞ」

　年代物の調度品を担当していたユリアンが戻もどってくる。祭壇付近のカビは撃げき退たい出来たらしい。しかし、ホールの中の長椅子はほぼ手付かずだった。

「カビ除去剤はもう作れないのか？」

　ジーナさんに詰め寄るユリアン。しかし、ジーナさんは静かに首を振ふる。

「無理だ。もう材料がない」

　ジーナさんとユリアンが揃そろって沈ちん痛つうな面おも持もちを見せる。

　ならば。と、俺が一歩を踏ふみ出す前に、ドーラが両手を広げて大きな声を上げた。

「お湯を沸わかすのダ！　熱湯でカビを退治するのダ！」

　その声に、近衛兵と司祭たちが気勢を上げる。

　あちこちから称しよう賛さんの声が飛び、お湯を沸かすべく人々が慌ただしく駆け回る。

　大量の鍋なべと大量の水、そして炎ほのおの魔ま力りよくを帯びた魔ま鉱石がこれでもかと用意される。

「熱湯消毒か……考えたな、小さなシスター」

　ジーナさんが感心したように頷くと、ドーラはふんぞり返って胸を張った。

「これくらい、常識の範はん疇ちゆうなのダ！」

　……いや、待て。その知識、ついさっき俺が教えてやったものだろうが。

　かくして、大量のお湯が用意され、近この衛え兵へいが二人一組で熱湯入りの鍋と柄ひ杓しやくを持ってカビの除去を開始する。ホール全体に蒸気が立ち込め、もわんとした空気に包まれる。

　汗あせで服が張り付き非常に不快だが、これでここは大だい丈じよう夫ぶだろう。今回は俺の秘密兵器も出番なしだ。俺はかさばる荷物を床ゆかに降ろし、肩の力を抜ぬくために長い息を吐はいた。

「ベタベタして気持ち悪いのダ」

　むせ返るほどの蒸気を浴び、全身を濡ぬらしたドーラが服の裾すそを不ふ機き嫌げんに引っ張る。

「張り付いた服がセクシー過ぎて、ナイトがジロジロ見てくるのも困るのダ」

「見てねぇよ！」

　その満まん更ざらでもなさそうな照れ顔で、俺に濡れ衣ぎぬを着せるのをやめてくれるかな。

「カビもほとんど退治出来たし、ちょっと着き替がえてくるのダ」

　とてとてとドーラが歩き出し、ホールから出る間ま際ぎわに俺へと振り返る。

「……覗のぞいちゃダメなのダ」

「覗くか！」

　腕を大きく振り、さっさと着替えてこいと示す。

　ドーラが出ていったのを確かく認にんして、俺は顎あごを伝う汗を拭ぬぐう。……余計な汗をかいた。

　ホールを見み渡わたすと、カビの除去作業はほとんど完かん了りようしていた。あとは蒸むし風呂ぶろみたいになったこの空気を換かん気きすれば完了だ。──と、思ったのだが……

　突とつ如じよホールの床がめくれ上がり、地面から巨きよ大だいな触しよく手しゆが現れた。大人の腰こしほどもある太さで、地上に出ている部分だけでも２メートル以上はある。巨大なアナコンダのように体をうねらせ、鎌かま首くびをもたげてこちらを見下ろしている。もっとも、目は見当たらないが。

「総員、戦せん闘とう準備だ！　急げ！」

　すぐさまユリアンの指示が飛ぶ。それと同時に、近衛兵が慌あわただしく動き始める。

　そんな中で、ジーナさんはジッと触手を観察していた。

「あれが、カビを発生させていた魔草ですかね？」

「おそらくな。見たことはないが、罠わな魔草の一種かもしれんな」

　罠魔草。それは、以前フィオナから聞いた名前だった。スパイシーチキンを捕らえるための魔草も罠魔草だ。

「触手や自律行動をとる魔草は、その性質を生かして何かを捕ほ獲かくすることに利用されることが多い。もっとも、利用価値のない罠魔草はただの害魔草だがな」

　ジーナさんが蠢うごめく触手を睨にらみ上げる。

　触手の表面は、ぬらぬらと不気味に光を反射していた。

「あいつはおそらく、触手で物を腐敗させそこから養分を吸い取るような構造をしているのだろう。捕とらえた物がすべて腐敗しているとなれば、利用価値はない。害魔草だ」

　冷静に分ぶん析せきし、おそらく正しいのであろう評価を下す。

　けど、それよりもひとつ気になる言葉があった。

『触手や自律行動をとる魔草は』…………触手。

　一いつ生しよう涯がい忘れることの出来ないであろう、あのバケモノ魔草の姿が脳のう裏りに浮うかぶ。

「ジーナさん。でかいキャベツみたいな罠魔草ってありますか？」

　俺をこの世界へ引き摺ずり込んだあのバケモノ魔草。あいつにも長い触手が生えていた。

　あれがもし、罠魔草なのだとしたら……俺はそいつに捕らえられたことになる。

「聞いたことがないな」

　しかし、ジーナさんに心当たりはないようだった。

「戦闘準備、及および非戦闘員の避ひ難なん、完了しました！」
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　近衛兵の声が上がり、ユリアンがそれ以上の声を上げる。

「よし、撃退しろ！」

　その声を合図に、戦闘が開始された。

　触手が出現した付近にいた近衛兵が剣けんを抜き斬きり掛かかる。が、触ふれた瞬しゆん間かんその剣がズルリと滑すべった。バランスを崩くずし転てん倒とうする近衛兵を目め掛がけて、今度は触手が襲おそい掛かる。先せん端たん部分を槍やりのように尖とがらせて、頭上から高速で下降してくる。

「撤てつ退たい！」

　ユリアンの声が飛び、近衛兵たちは一いつ斉せいに逃にげ出した。

　触手に襲われた近衛兵も仲間に助け起こされ間かん一いつ髪ぱつ難を逃のがれる。

　しかし、勢いが収まらない触手はそのまま地面へと突つき刺ささった。床がはがれ剝むき出しになった土へと衝しよう突とつし、土つち埃ぼこりを舞まい上げる。同時に、カビ臭くさい風が巻き起こる。

　体勢を立て直すために触手から距きよ離りをとる近衛兵団。その中からユリアンがこちらに向かって駆かけてきた。

「ナイト君、これを見てくれ」

　ユリアンが、先ほど斬り掛かった近衛兵の剣を見せてくる。刃はの表面に紫と緑を混ぜたような不気味な色合いのゲルが付着していた。よく見ると、刃が腐ふ敗はいし少し溶とけている。

「これでは攻こう撃げきも出来ない」

　悔くやしそうに歯は嚙がみをし、ユリアンは腐敗した剣を見つめる。

　地じ響ひびきのような音を立て、触手が再びその姿を現す。鎌首をもたげてこちらを見下ろしている。その表面は、不気味なカビに覆おおわれていた。

　カビの鎧よろいに守られた触手。なら……

「熱湯でそのカビを取り払はらってやればいい！」

「そうか！　よし、熱湯を準備しろ！　急げっ！」

　ユリアンが指示を出し、近衛兵が熱湯入りの鍋を手に突とつ撃げきを開始する。

「一同、かけろ！」

　近衛兵が一斉に鍋から熱湯を浴びせかける。が、触手は体をくねらせて熱湯を避よける。

　すぐさま控ひかえていた第二班から熱湯が放たれるが、それも極ごくわずかしかかからない。

「これでは埒らちが明かん！……こうなったら、あたしが本気で……っ！」

「待て、ユリアン！」

　ユリアンの本気は、遠くに停てい泊はくしている大型帆はん船せんを斬ザン撃ゲキだけで真っ二つにしてしまうレベルだ。本気はまずい。大聖堂を破は壊かいしてしまう恐おそれがある。

「俺がやる」

　満を持して、俺は秘密兵器を取り出す。丸いフォルムの便利器具。ヤカンだ。

　２リットルは入る巨大なボディにたっぷりと水を注ぎ、炎の魔鉱石を放り込む。

「俺がヤツのカビを除去するから、お前の剣で仕留めてくれ！」

「君一人でやるというのか!?　危険だ！」

　近衛兵が束になっても除去出来なかったカビの鎧。しかし、俺に言わせれば狙ねらいも定められていないお湯かけは、水遊びに等しい！

「見ておけ！　お前たちの水遊びとは一味違う、効率的で効果的な本当の熱湯消毒を……」

　俺の腕うでの中で、ヤカンがグツグツと音を立てる。俺の右みぎ腕うでを、注ぎ口から勢いよく立ち上る真っ白い蒸気が包み込む。

　高まるテンションに任せて、声の限りに叫さけぶ。

「ヤカンの力を舐なめるなよ！」

　熱湯をたっぷり詰つめ込んだヤカンを片手に、俺は走り出す。

　襲いくる攻撃をかわし、地面から生えている触手の根元部分へと辿たどり着く。

　巨大な触手を見上げ、気合いを入れる。ここからは、俺のターンだ！

　親父おやじが言っていた。『戦場においては、オンリーワンこそがヒーローだ』と。

　自分にしか出来ないことを、俺は全力でやりきってみせる！

　ヤカンを傾かたむけ、注ぎ口から熱湯を注ぎ込む。触手が暴れて逃げようが、その後を追いかけて熱湯を浴びせ続ける。ヤカンなら、動く触手を追いかけられる！

「うぉぉおおおおおりゃあぁぁぁあああああっ！」

　魂たましいの赴おもむくままに咆ほう哮こうし、触手の根元から先端に向けて走り出す。

　触手の全身に満まん遍べんなく熱湯を浴びせる。すると、触手の表面を覆っていたカビの鎧が剝はがれ落ち、表皮が露あらわになる。そこへ、ユリアンの剣が突き刺さる。

　まるで舞うように、ユリアンは巨大な触手を切断していく。あっという間にみじん切りにされた触手は空中へ投げ出され、やがて床の上へと散らばった。

「退治、完了だな」

　俺が言うと、ユリアンが汗だくの顔で会心の笑えみを浮かべる。

「お疲つかれ様だ、ナイト君」

　手を差し出され、握あく手しゆをしようと一歩踏み出す。が、この熱気の中での全力疾しつ走そうが祟たたったのか、それとも湯気で床が滑すべりやすくなっていたせいか……俺は盛大に足を滑らせ、ユリアンを押し倒たおすように床へと倒れてしまった。

　そして、俺の右手はユリアンの胸へ……

「おぉぅっ!?　すまん！」

「ははっ！　なに、大丈夫だ」

　仰あお向むけに倒れたまま、ユリアンは自分の胸をこつんと叩たたく。金属の音がした。

「鎧の上から触さわられても、なんともないさ」

「そ、そうか……」

　ほっとして、力が抜けた。すぐにでも手をどけたいが、安あん堵どからか体が動かなかった。

　まぁ、本人がいいと言っているのだし、鎧の上からだし、もう少しこのままでも……

　そう思った時、俺は右腕に違い和わ感かんを覚えた。

「ズルン」と、滑り落ちるような感覚。そして、「ふにゃん」とした柔やわらかい感かん触しよくが、立て続けに俺の手のひらに伝わってきたのだ。…………嫌いやな予感がする。

　そんな嫌な予感を吹ふき飛ばそうと、軽く右手を動かしてみる。……ふにふに。

「なっ!?」

　慌あわてたようにユリアンが跳とび起きる。その胸むな元もとに視線を向けると……

　鎧を貫かん通つうして、俺の右手がユリアンの胸を揉もんでいた。

「き…………きゃああぁぁぁぁっ！」

　可愛かわいらしい悲鳴とは裏腹に、俺のミゾオチに凄すさまじい威い力りよくの前まえ蹴げりが炸さく裂れつする。

「ごふっ！」

　吹き飛びながら見たユリアンの顔は、体中の血液を全すべて集めたような、異常なまでの赤色に染まっていた。

　ユリアンの胸の鎧は、手の形にくり貫いたように溶けていた。

「ふなっ……ふなっ…………ふなぁぁぁっ！」

　意味の分からない奇き声せいを上げ、胸を押さえたユリアンがホールの床を転がり回る。

　何が起こったのか理解出来ない俺は、為す術すべもなく床にへたり込むしかなかった。

　混乱する頭を抱かかえる。と、異い臭しゆうが鼻を突いた。

　慌てて自分の手のひらを見てみると、ドロドロに腐敗していた。この異常な湿しつ気けと熱気が原因であろうことは容易に想像がついた。

「お前、その手は……」

　腐敗した俺の手を見て、ジーナさんの表情が強こわ張ばる。

　発火を防ぐため、今日は乾かん燥そう剤ざいを打っていない。そのことをすっかり忘れていた。降り続く雨の中を走り回り、こんな湯気の籠こもる場所に長時間いたのだ。腐敗が始まってもおかしくはない。

　気が付けば、俺の腐敗は肩かたや足にも広がっていた。

　……これはまずい。早く、手を打たなければ。

「ジ、ジーナさん！　薬を持ってませんか？　ほら、以前俺の腐敗を治してくれたことがあったでしょう？」

　しかし、ジーナさんは沈ちん痛つうな面おも持もちで首を横に振ふるだけだった。

「触れた物を溶かしてしまうほど腐敗が進行しているとなれば……もう私の手に負える状態ではない」

「……そんな」

　カビ除去剤ざいでも乾燥剤でもなんでもいいんだ。この腐敗を止めることさえ出来れば、俺は自分の力で回復出来る。だから……

「私は、ガルシアレシピ以外の薬を投とう与よするつもりはない」

　きっぱりと、ジーナさんは自分の考えを述べる。

　じゃあ、それでは治せない患かん者じやがいたら、どうするんだ？

　ガルシアレシピでは治せない病に罹かかった者は……どう、なるんだ？

「んあぁ……っ！」

　遠くで、ユリアンの呻うめき声が聞こえる。

「……なんだか、胸が苦しい…………」

　うつ伏ぶせで蹲うずくまり、胸を両手で押さえている。

　ジーナさんが俺の前を離はなれ、ユリアンのもとへと歩み寄っていく。

「酷ひどい発熱だ……汗あせも凄すごい…………」

　ユリアンの顔にそっと手を触れ、ジーナさんが言う。

　そして、俺を睨にらんでとんでもないことを告げた。

「お前が触れた胸が、腐敗したのかもしれない」

　冷や水を浴びせられたような気分だった。心臓が縮み、全身に嫌な寒けが走る。

　俺が、ユリアンを……腐敗させた…………そんな…………俺は、触れた相手を腐敗させてしまうのか……衣服だけに留とどまらず、ついには人体までもを…………

　その事実に、目の前が真っ暗になっていく。

「全員、その男には触ふれるな！　腐敗させられてしまうぞ！」

　ジーナさんの声に、その場にいた者が全員俺から遠ざかっていく。競きそうように、より遠くへと。俺を取り囲む円が大きくなる。

　酷い孤こ独どく感に苛さいなまれる。

　腐敗した腕が、じくじくと疼うずく。

　俺はもう……誰だれとも一いつ緒しよにはいられないのか…………？

「何をバカなことを言っているのかしら？」

　その時。ホールの扉とびらが開かれて、鈴すずを鳴らしたような声が聞こえてきた。耳に馴な染じみのある、とても心強い声。俺の不安を搔かき消してくれる、温かい声だ。

「生きている人間の抵てい抗こう力を甘く見ないことね。あなたは、カビだらけの部屋に閉じ込められた人間が全身カビだらけになるとでも思っているのかしら？」

　滞とどこおることなく言葉を並べ、フィオナがホールへ入ってくる。ホールを一いち瞥べつし、ゆっくりと俺のもとへと近付いてくる。背後にはリズが寄り添そうように付き従っている。

　フィオナは湿気で顔に張り付く髪かみの毛を払い、俺の前へしゃがみ込む。

「湿気には十分気を付けなさいと言ったのに、あなたって人は」

　責めるではなく手の掛かかる子供に接するような柔らかい口調で、フィオナが言う。そして、その手を躊躇ためらいなく俺の頰ほおに添える。

「でも、もう大だい丈じよう夫ぶよ。新しい薬が完成したから」

　懐ふところから取り出された薬は、とても澄すんだ薄うす水色をしていた。

「スパイシーチキンの卵のおかげで、防ぼう腐ふ剤ざいと乾燥剤を混ぜ合わせても大丈夫なようになったわ。もちろん、発火もしない」

　誇ほこらしげに言い、そして、ふと目を細める。

「……もう、あなたの体を危険には晒さらさない」

　優やさしい誓ちかいが胸に届く。フィオナはいつも俺の体を思っていてくれた。この表情だけで、それがはっきりと分かる。

「さぁ、腕を出して」

　新しい薬が、俺へと投与される。腕に触れたフィオナの指先から、温かさを感じた。

「リズ。あっちで転がっているぼっち女を起こして、ここへ連れてきてちょうだい」

　注射を打ちながら、フィオナがリズに指示を出す。リズは「はい」と返事をし、言われたとおりにユリアンを俺たちのそばまで運んできた。

「少し見せてもらうわよ」

　注射器をしまったフィオナは、胸を押さえるユリアンの腕をどけ、溶とけた鎧よろいの中身を確認する。

「………………ちっ」

　思ったよりもボリュームがあったのだろう。今の舌打ちは聞かなかったことにする。

「腐ふ敗はいの心配はゼロね。至って普ふ通つう。どこも問題ないわ」

「しかし、こんなに苦しんでいるではないか!?」

　フィオナの診しん察さつに異を唱えたのはジーナさんだった。確かに、ユリアンの苦しみ方は尋じん常じようではない。今にも息絶えてしまいそうな顔色だ。

「それは、このぼっち女があなたの知らない病を患わずらっているからよ」

「私の知らない病だと？」

　フィオナの指し摘てきに、ジーナさんは眉まゆ根ねを寄せる。

　それに対し、フィオナは絶対の自信を持って自分の診察結果を公表する。

「このぼっち女が苦しんでいるのは、極度の『温ぬくもりアレルギー』によるものよ！」

「……なん、だと？」

　理解し難がたいという表情を見せるジーナさん。

　しかし、俺には少し分かってしまう。

　ユリアンは、実に長い間他人と触れ合わずに生きてきた。あまりに刺し激げきの強い触れ合いは、彼女にとっては劇薬なのだ。心臓によくない。……ホント、いたたまれない。

「治せる患者を見捨てるなど、言語道断よ」

　フィオナが断言する。俺のこの厄やつ介かいな体質を、治せる病であると。

　リズが隣となりで大きく頷うなずく。

「わたしたちは、ナイトさんを信用しています。ナイトさんなら、この病に打ち勝つことが出来ると！」

　両手をしっかりと握にぎり、胸の前で振りながら力強く訴うつたえる。リズの言葉がその思いと共に、胸にじんわりと広がっていく。

　そして、フィオナがジーナさんを見み据すえて淡たん々たんとした口調で語り出す。

「薬やく剤ざい師しは人を救うのが使命なのよ。どんな状じよう況きようであれ、私は最後の瞬しゆん間かんまで諦あきらめない。それが私のやり方よ」

　その決意を受け、ジーナさんの表情が歪ゆがむ。

「患者の回復を信じる……か」

　瞼まぶたを閉じて、長い息を漏もらす。

「そうだったな。薬剤師は疑いではなく、信じることから全てが始まる。ガルシア先生もよく仰おつしやっていた」

　ジーナさんの切れ長な目が俺を見つめる。静かで、穏おだやかな目だった。

「すまなかったな」

　ジーナさんが静かに頭を下げる。俺はもうそれ以上責めるつもりはなかった。

　なにより、フィオナとリズが俺を信用してくれている。それが嬉うれしかった。

「大変なのダ！」

　自室へ戻もどると言っていたドーラが、ホールへと駆かけ込んできた。

　濡ぬれた服も着き替がえずに、とても慌てた様子で、目を見開いて大声で叫さけぶ。

「ドーラの下着が腐敗していたのダ！」

　その一言で、全員の目が俺へと集中する。

「……ナイト」

「……ナイトさん」

「……お前」

「いや、疑うなよ！　今さっき薬剤師は信じることから始まるって話したとこだろうが！」

　思ったほど信用されていない。それが悲しかった。……えぇい、くそ！

　すると、俺が悲しみに暮れるそのホールの中に、突とつ如じよとして新たな人ひと影かげが乱入してくる。

「うわっ!?　なんだいこの湯気!?　教会が真っ白けになってるよ!?」

　聞き覚えのある、底そこ抜ぬけに明るい声がホールにこだまする。

「サシャ？」

「おっ、ナイトっち！　お久しぶりだね！」

　大量の木材を抱かかえ、サシャがホールの入り口に立っていた。

　充じゆう満まんする湿しつ気けを物ともしないカラッとした笑えみを浮うかべて俺のもとへと歩いてくる。

「なんだか最近、あっちこっちで腐敗事件が起こっててさ。みんな大変だよねぇ」

　と、嬉しそうに言い、「あたしはお仕事いっぱいで嬉しいんだけどさっ！……あ、喜んじゃいけないんだけど」と、舌をペロッと覗のぞかせた。

「あらあら。これはこれは」

　と、フィオナがサシャの前へ歩み寄り、自然な笑みを向ける。

「『ナイトと夜を共にした』大工さん。お久しぶりね」

　邪じや悪あくなオーラを滲にじみ出させた自然な笑みを。

「あっ、薬剤師の美人さん！　この間はどうもありがとね。その後、薬品庫の調子はどう？」

「え……まぁ、快適ね」

「それはよかったよ！　大切に使ってあげてねっ！」

　しかし、サシャはそんなオーラを気にする様子もなく、分け隔へだてなく笑顔を振ふり撒まく。まったくもって太陽のような娘こだ。こいつには悪意やイヤミは通用しないのだろう。

「それで、腐敗して使えなくなっちゃった物はないかな？　なんだって修理するよ！」

　すでにはだけている腕うでを捲まくるような素そ振ぶりを見せ、サシャが活いき活いきとした目を周囲に向ける。相当な大物を期待している目だ。

「わわっ！　床ゆかが凄いことになってるよ!?　何があったのさ!?」

　めくれ上がった床を見て、サシャが声を上げる。驚きの向こうに喜びの色が見えた。

「ここの修理、あたしにやらせて！　お願い！　このとーり！」

　手を合わせ、俺を拝み倒すサシャ。俺に言われても困る。

「ねぇねぇ！　お願いだよぉ！」

　答えない俺にサシャは体を摺すり寄せ、俺の腕を胸に抱だくとおねだりするように体を揺ゆすった。

「おーねーがーいー！」

「ちょっ！　やめろ、サシャ！……でないと」

　俺の周りの気温が下がっていく。背筋を凍こおらせるような寒けが全身を襲おそう。凍こごえるような視線が、複数俺に突つき刺ささる。……視線を合わせるのが、怖こわい。

「こらー！　神聖なる大聖堂で何をやっているのダ！」

　そんな中、唯ゆい一いつ賑にぎやかに抗こう議ぎしてきたのがドーラだった。

　俺とサシャの間にダイブして、摑つかまれた腕を引き剝はがす。

「若い娘が公衆の面前で男にベタベタしてはいけないのダ！」

　お前が言うなと言いたい。

「どんなにナイトがいい匂においだとしても、くんかくんかとかしちゃいけないのダ！」

　だから、お前が言うなと言いたい。

「うん、うん！　確かにナイトっちはいい匂いだったよ！」

　その場の空気が再び固まり、俺の背中が脂あぶら汗あせでぐっしょりになる。

　そんな空気に気付きもせず、サシャは耳の後ろ辺りを指差して嬉しそうに言う。

「ここの辺りが最高だよね！　おんぶされて眠ねむると、なんかいい感じなんだよねぇ」

「あの、サシャ。もうやめてくれないかな……」

　悪意はなくとも誰だれかを追い詰つめてしまう発言というものはあるわけで……今のがまさにそれだ。

「お……お……っ！」

　俺の目の前でドーラの背中がぷるぷる震ふるえる。そして、握った拳こぶしを勢いよく振り回まわす。

「おんぶくらい、ドーラだってしてもらったことあるのダ！　そこの匂いも嗅かいだのダ！」

　ドーラが癇かん癪しやくを起こした。さっき自分で言った、若い娘が公衆の面前で云うん々ぬんという話を全否定する暴挙だ。

「チューまでされたことあるのだ！」

「間接な！　カレー屋での間接チューだろ!?　言葉は略さずに全部言え！」

「おまけに、ついさっきナイトに下着を滅め茶ちや苦く茶ちやにされたところなのダ！」

「風評被ひ害がいを撒き散らすのやめてくれるかな!?」

　お前の下着を腐敗させたのは俺じゃない！　それだけはきっちりと否定させてもらう。

「いつまでくだらない話を続ける気なのかしら？」

　呆あきれたような声でフィオナが嘆たん息そくする。

　まったくもってそのとおりだ。こんな話は早々に切り上げてしまおう。今はそれどころではないのだから！

「そういえば、ナイト。そろそろお薬の時間よね？」

「打ったよ！　つい今しがた投とう与よしてもらったところだから！」

　だから、今すぐにその手に持ったかつてないほど針の太い注射器をしまってもらおうか！

「さぁ、眼球を出して」

「怖い怖い！　眼球に刺そうとしてることもそうだし、出せって要求も半はん端ぱなく怖い！」

　静かに猛たけるフィオナを宥なだめて、危険物を収納させる。出来れば廃はい棄きして欲しいが。

　おかしな空気を醸かもし出す面々を、俺がなんとか押さえ付けていた間に、ジーナさんは触しよく手しゆの出現した付近まで移動して研究員と何事かを話し始めていた。ユリアンはいまだに蹲うずくまっている。

「それにしても、これはちょっと壊こわれ過ぎだよねぇ……木材、足りるかな？」

　少し困ったようにサシャは頰ほおを搔かく。

　ホールの床を張り直すとなれば、相当な量の木材が必要になるだろう。

「サシャ。お前の家、ちゃんと残ってるだろうな？」

　こいつのことだ、足りない分は自分の家を壊してでも調達しているに違ちがいない。

「軀く体たいだけになっちゃったけどね」

「それ、もう家じゃねぇよ！　軀体もそのうち無くなるんじゃないだろうな？」

「それはないよ」

　両手を振って、おまけに首まで横に振る。

「あれは親方がプレゼントしてくれた大切な木だからね。あれだけは譲ゆずれないんだ」

「軀体に思い入れがあるのは分かるが……どうせなら、壁かべや屋根も譲るんじゃねぇよ」

「自分でやったとこはやり直せるしいいの。それに、寝ね袋ぶくろがあれば全然問題ないよ！」

　一いつ切さいやり直された形けい跡せきがない家を思い浮かべる。やり直したところでまたすぐ解体されるに違いない。……こいつに寝袋をあげたのは失敗だったかもしれない。家の存在価値がどんどんなくなっていく。

「あのぉ。建材でしたら、ウチにいくつか置いてありますけど？」

「ホントに!?」

　挙手をして発言したリズに、サシャが物もの凄すごい勢いで食い付く。

「はい。乾かん燥そうさせてありますから、すぐにでも使える状態です」

　リズの言葉に俺は耳を疑った。……どういうことだ？

　たしか、雨季で木材を乾燥させることが出来ないから建材は手に入らないんじゃなかったのか？　だからこそ、サシャは自分の家を解体してまで木材を調達していたのだ。

「いやぁ、あたしお金持ってないからさぁ。お店で買うとかしたことないんだよねぇ」

「だから、材料費くらいはもらえって言ってるだろう！」

「前向きに検討するよ」

　あははと頭を搔くサシャに、俺はがくりと肩かたを落とす。

　つまりこいつは、個人的に木材を集め、自分で乾燥させ建材にし、それを使っていたわけだ。そりゃ材料も不足するだろう。

「薬品庫の件もありますし、今回は無む償しようで提供させていただきます」

　リズがにっこりと微笑ほほえむと、その笑顔が伝でん染せんしたのかサシャの顔も綻ほころんでいく。これはもう決定だろう。あとは、教会の許可を得るだけだ。

　目の前にあるドーラの頭に手を乗せると、ドーラが振り返り俺を見上げてくる。

「サシャに修理を頼たのむと綺き麗れいに仕上げてくれるぞ」

「……むぅ」

　ドーラはあからさまに嫌いやそうな表情を浮かべるが、ホールの惨さん状じようを見て、観念したようにため息を吐つく。

「分かったのダ。修理はその女に頼むのダ」

　ドーラの了りよう承しようが出ると、サシャは万ばん歳ざいをして喜び、なぜかつられてリズも万歳をしていた。

「ただし、これ以上ナイトにベタベタしてはいけないのダ！」

「分かってるよ。ありがとうね、ドーラっち！」

　言いながら、サシャはドーラに抱き付く。抱え上げ、ドーラの首筋に鼻を近付けてくんくんと鳴らす。

「ややっ！　ドーラっちもいい匂いがするよ!?　これは癖くせになりそうだ」

「ふぉうっ!?　やめっ、やめるのダ！　くすぐったいのダ！　なんか恥はずかしいのダ！」

　くんくんと匂いを嗅ぎ倒され、ドーラが羞しゆう恥ちに顔を染める。俺の気持ちが少しは分かるだろう。いいぞ、もっとやれ。

「少しいいか、お前たち」

　騒さわがしい俺たちの輪に、研究員のもとへ行っていたジーナさんが戻もどってくる。触手が出現した穴を調べていたらしい。

「穴はこの建物を出て、さらに奥へと続いているようだ。あの触手は、地中を移動して町中にはびこっている可能性がある」

　ユリアンに切断された根元部分が、今はもうなくなっていた。地中を通り避ひ難なんしたのだろうか。

「じゃあ、その地中の穴を辿たどっていけば、本体へ辿り着けるわけですね？」

　俺の意見にジーナさんは半分同意し、半分否定した。

「そのとおりだが、そうはいかない。穴の上にある建物を壊すわけにもいかんし、穴に潜もぐり込むのは危険過ぎる」

　確かに。身動きの取れないあんな細い穴の中であの触手に襲われたらひとたまりもない。かといって、穴を掘ほり返そうにも穴の上に立つ建物が障害となり容易ではない。

「じ、事件のあった場所を……も、もう一度、探さぐ、探ってみる、か……」

　胸を押さえ、ユリアンが会話に参加する。

「もう大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「温ぬくもりアレルギーは」、という言葉は吞のみ込んでおく。

「うぉぅっ！　こ、こっちを見ないでくれ、ナイト君！　なぜだか胸が締しめ付けられ……んあぁっ！」

　俺と視線が合っただけで身を仰け反らせ、再び蹲ってしまうユリアン。相当重じゆう症しようだ。

「ユリアン様」

　蹲るユリアンに、リズがそっと身を寄せ、肩に手を置いて優やさしく語りかける。

「友達同士で胸を触さわるなんて、当たり前のことではないですか」

　何を言い出すんだろうか、この娘は……

「わたしも、フィー様と胸の触りっこをしたりしますよ？」

「なんだと!?」

「こっちを見ないでくれるかしら!?」

　思わず声が出て、フィオナを見てしまった。ほぼ同時にフィオナには視線を逸そらされてしまったが。

「……友達なら、当たり前、なのか……？」

「はい。ですからユリアン様。気になさるようなことではないのですよ」

「そうか…………そうなのか！」

　リズの言葉を受け、ユリアンが復活を遂とげる。

「ではナイト君！　後日君の胸を揉もみしだかせてもらおう！」

「しだくのはやめてくれ……」

　ユリアンが元気になったのはいいことだが……揉まれるのか、俺。

「とにかく現場をもう一度めぐって触手の形跡を調べようじゃないか！」

　元気を取り戻したユリアンは意い気き揚よう々ようと声を上げる。落差の激しいヤツだ。

　そんなユリアンに、俺は素そ朴ぼくな疑問をぶつけてみる。

「これまで事件が起こった場所ってかなりあったけど、全部覚えてるのか？」

「む……全部と言われると……」

　ここ数日で大量発生した腐ふ敗はい事件。それを記き憶おくしておくのは無む茶ちやというものだ。

　調査に参加した俺とユリアン、そしてジーナさんも表情を曇くもらせる。

「あ、それならあたしが分かるよ」

　そう言ったのはサシャだった。

「腐敗したところを修理して回ったからね。ほら、これ見て」

　そう言って、サシャが地図を取り出す。地図には無数の印が付けられており、おそらくこれが修理した箇か所しよなのだろう。五十件以上はある。……どんだけ仕事好きなんだよ。

「結構広こう範はん囲いに渡わたっているのね」

　地図を覗のぞき込んでフィオナが言う。この一いつ軒けん一軒を手分けして探していけば……

「……ん？」

　サシャが書いた印を見つめる。

　広げられたラダインブルグの地図の上、東西南北に散らばった無数の印。

　そこに、とある法則性を見み出いだした。

　確証を得るため、俺はサシャからペンを借り、印と印を線で結んでいく。一番外側にあるいくつかの印を繫つなぐように結んでいくと綺麗な円になった。次いでその内側の印、その内側と、順々に繫いでいく。

　最終的に、ある地点を中心とした円が波は紋もんのように無数、地図上に記された。

　そして、その円の中心にあったのは──メディカル・ギルドだった。







「この魔力をマジア帯びた土テーラは、腐敗しているわね……」

　メディカル・ギルドに着くなり、フィオナはそこに広がった畑を一いち瞥べつしただけでそう断言した。そして、畑の土を摘つまんで、指の上で転がした後、少量を口へと含ふくむ。ペッと吐き出し、摘んだ指を見て、確信を得たように頷うなずく。そんなことで分かるのか……

「そんな、バカな……」

　ジーナさんがフィオナと同じ行動をとる。そうして、土を口に含んだ瞬しゆん間かん目を見開いた。ペッと土を吐き出した口元が、歪いびつな形に変化していく。

「…………本当だ。なぜ、こんなことに……っ！」

　悔くやしそうに俯うつむくジーナさんの目に、微かすかに涙なみだが浮うかんでいた。

「説明をしろ、お前たち！」

　ジーナさんが怒ど声せいを発しながら、メディカル・ギルドの研究員に詰つめ寄っていく。彼らはずっとジーナさんについて調査に当たっていた研究員たちだ。かなり優ゆう秀しゆうなのだと、ジーナさんが誇ほこらしげに言っていた。

　その研究員たちの顔が、蒼そう白はくになっている。視線を逸らす者、唇くちびるを嚙かむ者、泣き崩くずれる者……どうやら心当たりがあるようだ。

「人間は弱いものだから」

　ぽつりと、フィオナがそんな言葉を漏もらす。

「不安には勝てないのよ。誰だれに大丈夫だと言われても、ね」

　ガルシアレシピの素す晴ばらしさを、彼らは知っていたはずだ。

　ジーナさんの徹てつ底ていした管理体制を、彼らは認めていたはずだ。

　それでも、彼らは不安にかられた。

　天才と呼ばれた偉い大だいな人物の薬を、尊敬する上司の指示のもと的確に取り扱あつかう。継けい承しようはきちんと為されている。

　それでも、彼らは未知なる不安に抗あらがえなかった。

「もしも、ガルシアレシピで治せない病に罹かかってしまったらどうしよう。もしも、自分たちより優すぐれた薬を扱う者が現れたら自分たちはどうなってしまうのだろう……」

　フィオナが口にしたのは、人間なら誰しもが抱いだくであろう不安。悩なやんでもどうしようもない、漠ばく然ぜんとした不安。

　それらには、答えなど存在しない。

「だからこそ、彼らは未知なるものに手を出した。……メディカル・ギルドでは禁止されている魔ま草そうを使った研究を始めてしまったのよ。あの人に、内ない緒しよでね」

　フィオナの視線の先に、ジーナさんがいた。肩かたを落とし、俺たちのもとへと歩いてくる。

「……すまない」

　沈ちん痛つうな面おも持もちで、重い一言を吐き出す。

「……私の部下の不ふ手て際ぎわ……いや、私の管理不行き届きだ……」

「随ずい分ぶんと危険な魔草の栽さい培ばいを行っていたようね。しかし、知識が浅く魔力をマジア帯びた土テーラを腐敗させてしまった。その結果、魔力をマジア帯びた土テーラが暴走した」

　フィオナの指し摘てきに、ジーナさんは黙だまって頷く。

　魔力をマジア帯びた土テーラの暴走。それは、ジーナさんがもっとも危き惧ぐしていた最悪の事態だ。

「土の状態を見るに……数年前から栽培は行われていたのでしょうね」

「あぁ。それだけの期間、私は気付くことが出来なかった……」

　植物の栽培と土の管理は研究員に一任してあると、ジーナさんは言っていた。それが仇あだとなった形だ。

「こうなっては仕方がない…………メディカル・ギルドは、封ふう鎖さする」

　その言葉に、辺りがざわつく。俺も息を吞んでしまった。

「これほどの不ふ祥しよう事じを起こしたのだ……当然の処置だ」

　誰に対しても厳しいジーナさんは、自分にも厳しい。その決意は揺ゆるがないだろう。

　ガルシアレシピを継承する施し設せつが、封鎖される。……それが、とてもやるせない。

「そんなことの前にやるべきことがあるでしょう」

　変わらない無表情で、フィオナが言う。

　変わらない無表情……なのに、どこか焦あせっているようにも見え……いや、違ちがう。俺には、フィオナが今にも泣き出しそうに見えた。

「まずは、問題の魔草を退治するのよ。封鎖するかどうかはその後で考えなさい」

　封鎖を嫌いやがっている。

　フィオナは、メディカル・ギルドを守りたいのか？

「さぁ。手分けして魔草を探し出すのよ」

　ジーナさんに背を向け、フィオナは俺たちに檄げきを飛ばす。

　その瞳ひとみには、切実な願いが込められているように思え……俺は、その願いを守らねばと思った。なにより、フィオナがそう言うのなら、俺はそれに従うしかない。

　親父おやじが言っていた。『正しいことなんてのは、自分で決めればいい。自分が心底信じられることを貫つらぬく。それが本当に正しい行いだ』と。

　俺は、フィオナを守りたい。フィオナには、いつでも笑っていて欲しいんだ。

「ユリアン。この辺りの地面にちょっと切れ込みを入れてくれないか？」

　畑と建物の間。土が剝むき出しの地面に沿って指を差す。

「こっから向こうまで、ズバーッと」

「お安い御ご用ようだ」

　ユリアンが剣けんを抜ぬき、地面に向かって構える。

　地中を移動する魔草だ。土を掘れば尻尾しつぽを出すかもしれない。そう考えたのだが……果たして、俺の読みは正解だった。

　ユリアンが剣を走らせると、地面に亀き裂れつが走る。深さ数十センチにも及およぶ溝みぞが建物に沿って真っ直すぐ敷しき地ち内を縦断する。

　その溝の下で、紫むらさきと緑をした触しよく手しゆが蠢うごめいていた。

「ナイト君、いたぞ！」

　外気に触ふれたそれは、酷ひどい悪あく臭しゆうを放ち、体をうねらせるようにして建物の方へと移動していった。

「逃にげたわね……」

　フィオナが触手の逃げた方向へと視線を向ける。

　その先にあるのは荘そう厳ごんな作りの大きな建物、メディカル・ギルドの研究所だった。

「研究所の下に、魔草が……」

　ジーナさんの表情が凍こおり付く。

　完かん璧ぺきに統とう括かつされていたはずの研究所の床ゆか下したに、禍まが々まがしい魔草が存在していたのだ。ショックは大きいだろう。

「どうする、ナイト君」

　剣をしまい、ユリアンが俺のもとへ歩み寄ってくる。視線は研究所を捉とらえている。

「床ゆか板いたを剝はがすくらいなら、あとですぐに直せるよ？」

　サシャが俺の隣となりまで来て力こぶを作って見せる。しかし……

「あの触手と戦せん闘とうになれば、建物は粉々に破は壊かいされてしまうぞ」

　大聖堂で触手と戦ったユリアンが言う。同感だ。

　あの触手が出てきたら、おそらくはユリアンの言うとおりになるだろう。

「では、魔草をなんとかおびき出して広いところ……そうですね、あちらの広場で退治するというのはどうでしょう？」

　リズがメディカル・ギルドの前に広がる広場を指差して言う。

「でも、魔草をおびき出すって、どうやるのダ？」

「……ですよね」

　ドーラの問いに答えられず、リズは肩を落とす。

　打開策が見つからず消しよう沈ちんする俺たちの輪に、ジーナさんが入ってくる。

「簡単なことだ」と、俺たちをぐるりと見み渡わたして解決案を提示する。

「研究所を破壊すればいい」

「ダメよ」

　ジーナさんのセリフが分かっていたかのように、フィオナが即そく座ざに否定する。

「他ほかに方法がないだろう。どの道、メディカル・ギルドは封鎖……」

「ダメだと言っているの。他の方法を考えなさい」

　ジーナさんの提案を切り捨てるようにフィオナが言葉を被かぶせる。

　くっきりと、ジーナさんの眉み間けんにシワが刻まれる。誰の目にも明らかな、怒いかりの表情を形作る。そして、フィオナに向かって牙きばを剝いた。

「出来もしないことを要求するな！　壊こわす以外に方法はないんだ！」

　自身の不手際。脅きよう威いの魔草。信しん頼らいしていた部下たちの裏切り。

　いくつもの衝しよう撃げき的な出来事に、ジーナさんの心は限界に来ていたのかもしれない。

　感情的に怒ど鳴なり散らす彼女は、自棄やけを起こしているように見えた。

「出来ないかどうかはやってみないと分からないわ。最初から可能性を捨ててしまうのは愚おろかなことよ」

　淡たん々たんと言葉を返すフィオナも、どこか苛いら立だっているように見えた。

　そうして、お互たがいがお互いの主張を決して曲げずに口論が繰くり返される。

「現実も見ないで不可能なことをやれと駄だ々だをこねる方が愚かだろう！」

「手の届く範はん囲いにしか現実がないと思っているのなら、あなたはとんだ世間知らずよ」

「お前は現実から目を逸そらしているだけだ！　どんなことでも出来るなど、子供が思い描えがく夢想の産物だ！」

「可能性に目を向けないで諦あきらめることしか出来ないあなたの方こそ、未成熟なお子様だわ。誰かに示してもらった道しか歩けないのかしら？」

「だったらお前がなんとかしてみろ！」

　声を荒あらげたジーナさんは、そのまま体を反転させフィオナに背を向ける。ゆっくりと足を踏ふみ出し、その場を去っていった。

　フィオナはといえば、立ち去るジーナさんから顔を逸らし、ふてくされたように俯いてしまっていた。

　こんなにムキになっているフィオナも珍めずらしい。

　これほどまでに感情をぶつけ合える。この二人は、本当に姉妹のような存在だったのだろう。

「フィオナ……」

　両手を握にぎり、地面を睨にらむように佇たたずむフィオナに声をかける。

　しかしフィオナは俺へ視線も向けず、その格好のまま小さな声を漏らす。

「…………わよ」

　漏れる小声を聞き取ろうと耳を近付ける。

「言われなくったって、なんとかしてみせるわよ……この建物は、壊させない」

　フィオナは、一度居場所を失ったことがある。

　だからこそ、その大切さが分かるのだろう。この建物がなくなると、ジーナさんはきっと悲しむ。立ち直れないかもしれない。

　フィオナは、ジーナさんにそんな思いをして欲しくないのだ。

　こんなに必死になってまで、ジーナさんを守りたいと思っているのだ。

　なんだ。どっちもお互いを大切に思い合っているんじゃないか。二人とも、素す直なおじゃないだけで。仲なか違たがいしていると思っていたのは、俺の勘かん違ちがいだったようだ。

　なら……

「どうやら、俺の出番のようだな」

　解決策が見み出いだせない、八はつ方ぽう塞ふさがりの場面で、満を持してのこのセリフ。

　おそらく、人生でこのセリフを最高の場面で口に出来る人間はそうそういないだろう。

　俺は、メディカル・ギルドの正門へと視線を向ける。この位置からだと、表の広場が視界に入る。大聖堂前のメイン広場ほどではないが、ここの広場も相当広い。

　あれだけの広さがあれば……

　続いて眼前に聳そびえる豪ごう奢しやな建物を見やる。……いけるな。

「サシャ。力を貸してくれないか？」

「喜んでだよっ！」

　内容を話す前に即そく答とうとは……底そこ抜ぬけのお人ひと好よしだ。

「ユリアン。近この衛え兵へい団にも力を借りたい」

「任せろ！　君の頼たのみは、あたしが責任を持って近衛兵団に伝える」

　こちらも、心強い返事をしてくれる。

「それから、リズ……」

「はい。お任せください」

　リズは他の誰だれよりも速い返事をくれた。

　ここまで信用してもらえているのは、素直に嬉うれしい。

「ドーラも！　ドーラも協力するのだ！」

　己おのれの存在を示すように、ドーラが挙手をしながらぴょんぴょんと跳はねている。

「あぁ、成功するように女め神がみに祈いのっていてくれ」

「任せるのダ！　ドーラの祈りは天下一品なのダ！　これで成功間ま違ちがいなしなのダ！」

　底抜けに明るいドーラの笑え顔がおは、いつも俺に元気を分けてくれる。

　いいヤツらに巡めぐり合えたものだ。いつか、こいつら全員に恩返しをしないとな。

「ナイト。何をするつもりなの？」

　やや不安げに、フィオナが俺を見つめている。

　サシャの名を呼んだ時点で、嫌な予感がしているのかもしれない。

　大工と、それから近衛兵団。単純に考えれば破壊して、その後に再建。そんな想像が巡ることだろう。だが、そうじゃない。

　メディカル・ギルドの研究所は壊さないし、壊させない。戦せん渦かに巻き込まれない場所に避ひ難なんさせるのだ。

「曳ひき家やをやるぞ！」

「ひき……や？」

　俺を見る全員が小首を傾かしげる。

「この研究所を、向こうの広場まで移動させるんだ」

「そんなこと……」

　出来るのかと聞きたげなフィオナの言葉を遮さえぎり、先に結論を告げる。

「出来るんだよ。俺の国では、割とメジャーな工法だ」

　曳家は、古くから活用されていた由ゆい緒しよある建築工法のひとつだ。日本でも江え戸ど時代に曳家を行ったという資料が残っている。

　梃子てことコロを使い家を取り壊すことなくそのままの状態で移動させるのだ。

「なら、そちらはナイトに任せるわ。私は……」

　呟つぶやいて、フィオナがガルシアの手記を取り出しページをめくる。

「魔ま草そうを撃げき退たいする薬を作るわ。お父様の手記をもとに、少しの改良を加えて……今生まれる新しい薬を」

　それは、ガルシアが作り出さなかった薬。

　記録の中には存在しない、新たな薬。

　今を生きる者が、守りたい者のために生み出す、未来への薬。

　そんな薬を、俺はこんな言葉で表現したい。『希望』と。

　希望さえあれば、俺たちは不可能を可能に変えていける。

　親父おやじも言っていた。『人は、夢が見られるからこそ強くなれるのだ』と。

　夢と希望は、未来を切り開く力になる。

「やるぞ。俺たちの未来を、希望を守るために」

「えぇ」

　頷うなずき合い、視線を交かわす。

　フィオナの顔には、力強い笑みが浮うかんでいた。
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　夜明け前の町に延々と響ひびいていた金属を打ち付けるような音が、ようやく鳴り止やむ。

「よっし！　準備完かん了りようだよ、ナイトっち！」

　大おお粒つぶの汗あせを拭ぬぐい、サシャが親指を立てる。

　メディカル・ギルド研究所を移動させるための補強が完了した。

　補強材として使ったのは鋼鉄よりも硬かたいと言われる『精せい霊れいの宿り木』。リズに用意してもらい、サシャに加工してもらったのだ。

「う～ん……まだまだ親方には及およばないなぁ」

「そんなことねぇよ。この出来を見たら、お前の親方もお前の腕うでを絶対認めるって」

「そっかな……へへっ。ありがとね、ナイトっち」

　サシャの晴れやかな笑顔を見て、俺はその場を離れる。次に向かったのはメディカル・ギルド前の広場、ユリアンの控ひかえる場所だ。

「お疲つかれさん。こっちの準備はどうだ？」

「万ばん端たんだ。いつでも声をかけてくれ」

　広場に数百人にも及ぶ近衛兵が整列している。ラダインブルグにいる全すべての近衛兵が集まってくれたようだ。

　その向こうに、落ち着かない表情を浮かべる白衣の集団がいる。メディカル・ギルドの研究員たちだ。彼らの周りには、研究所から持ち出された家具や研究道具などが山のように積まれている。

「本当に、研究所を動かすなんてことが可能なのか？」

　一ひと際きわ険しい表情を浮かべるジーナさんがドーラを負おぶってやってくる。

　ドーラは、「最後まで見届けるのダ！」、とこの場に残ったのだが、結局眠ねむってしまったらしい。

　ずり落ちそうなドーラを背負い直し、改めてジーナさんが俺を見る。

「昼前にはまた雨が来る。そうなれば、あの魔草は活性化する可能性が高い」

　背中でムズがるドーラに視線を移し、体勢を変えさせるジーナさん。ドーラの気持ちよさそうな寝ね顔がおを確かく認にんすると、もう一度俺へと視線を戻もどす。

「時間をかけるとまた被ひ害がいが出るぞ。いっそ研究所を破は壊かいして……」

「面めん倒どう見みいいですよね、ジーナさんって」

「はぁ？」

　険しかった顔が呆あきれ顔に変わる。

　けれど、負ぶったドーラを気にしながら真面まじ目めな話をされても集中出来るわけがない。

　なにより、ドーラの世話を焼いているジーナさんの表情は見ていてほっこりするほど柔やわらかかった。これがジーナさんの素すの表情なのではないかと思う。

「世話の焼ける子の方が可愛かわいいんでしょ？」

　そう言った俺の顔が気に入らなかったのか、ジーナさんは表情を歪ゆがめそっぽを向いてしまった。

「……素直に甘えてくれる子の方が、楽でいいさ」

　フィオナはきっと、甘えたりはしなかっただろう。駄だ々だをこねたり、無い物ねだりをしたり、手が付けられないほど泣き喚わめいたり、わがままを言って困らせたり……そんなことはしなかったはずだ。

　そのくせ、絶対に自分を曲げない。

　姉目線で見れば、扱あつかいにくい妹かもしれない。自身の命や幸せよりも、己がこれと決めた使命のために生きているフィオナは。

「『お姉ちゃん大好き』……とでも言ってくれれば、可愛げもあるのだがな」

　すやすやと眠るドーラに幼い日のフィオナを重ねているのか、ジーナさんの目が優やさしく弧こを描えがく。が、突とつ然ぜんハッと息を吞のみ、俺の方へと向くや慌あわてた様子で口を開く。

「やっ、違ちがうぞ！　別にそうして欲しいとか、そういうわけでは……いや、なくもないが……いや、そういうことではなくて、つまりその……一いつ般ぱん論というか……そう一般論だ！」

　しどろもどろな言葉がその口から溢あふれてくる。視線が落ち着きなく飛び回り、頰ほおに朱しゆが差していく。

「そっ、そんな目で私を見るな！　今のは無しだ！　早さつ急きゆうに忘れろ！　いいなっ！」

　誤ご魔ま化かし切れないと踏ふんだのか、ジーナさんは俺に背を向けて歩き出してしまった。

　遠ざかる背中に声をかける。

「成功させますよ、フィオナならきっと」

　立ち止まり、振ふり返るジーナさんに、俺は確信を持って告げる。

「あいつの薬は不可能を可能にする。だから……」

　ここからは声を大きく、はっきりと、強調して──

「奇き跡せきだって、きっと起こせます」

『奇跡の調合』にだって、フィオナならきっと辿たどり着ける。俺は、そう信じている。

　初めてフィオナに出会った時に交わした約束。

『私の薬を、信じてみる？』

　あの瞬しゆん間かんから、俺はフィオナの薬を信じ続けているのだ。

「……なら、示して見せろ」

　視線を外し、再び俺に背を向けて、ジーナさんは言う。

「奇跡を……起こして見せてみろ」

　その声には、微かすかにだが、期待が込められていた。

　俺の耳にはそう聞こえた。

「ええ。任せてください」

　準備の整った研究所を見上げる。空には重々しい雨雲が広がっている。晴れてさえいれば、そろそろ朝日が差し込むような時間だ。

　体力を使い果たしたのか、サシャがメディカル・ギルドの門前で寝ね袋ぶくろに包くるまって眠っていた。堂にいった寝ね姿すがただ。寝袋が板についている。

　フィオナは昨晩のうちに研究所へ戻り、いまだ姿を見せていない。

　薬は完成したのだろうか。「明日の朝までには完成させるわ」と、言ってはいたが。

　リズは材料の調達を終えると「お迎むかえをフィー様に仰おおせつかっていますので」と、この場を離れていった。フィオナと一いつ緒しよに戻ってくるだろう。

「雨が来る、か……」

　空気がべたつく。雨の前の匂においが微かに鼻び腔こうをくすぐる。

　大雨が来れば、魔草が活発化し、こちらの行動はかなり制限されてしまう。あまり猶ゆう予よはない。

　薬はまだ来ていないが、先に曳ひき家やを行っておいた方がいいかもしれない。

「ユリアン！　曳家を始める。準備をしてくれ！」

「待っていたぞ、その言葉を！」

　近この衛え兵へい団の前で仁に王おう立だちをしていたユリアンが拳こぶしを握にぎり、高く突つき上げる。

「総員、配置につけっ！」

　掲かかげた拳を胸の前から真横に振り抜ぬき号令をかけると、近衛兵団は一いつ斉せいに走り出しメディカル・ギルドの敷しき地ち内へとなだれ込んでいった。

「…………この一体感……っ！」

　関係のないところで感動に打ち震ふるえているユリアンだけを取り残し、近衛兵たちは前進していく。

　指令に対する迅じん速そくな行動。機き敏びんな動き。一糸乱れぬ統とう率そつされた組織力。近衛兵の動きは見ているだけで安心感を与あたえてくれる。

　近衛兵からの配置完了の報告を受け、俺は準備に向かった。

　眠っていたサシャを起こし、メディカル・ギルドの研究員共々持ち場へとつく。俺たちは、近衛兵が研究所を持ち上げている間に丸太を土台の下へと潜もぐり込ませる係だ。

「総員、構えっ！」

　ユリアンの合図で、近衛兵たちがサシャの取り付けた補強部分に手をかける。研究所の土台に接するように、若じやつ干かん延長されて取り付けられた『精霊の宿り木』がところどころから突き出している。それを、お神み輿こしを担かつぐように持ち上げようという魂こん胆たんだ。

「そういぃぃぃぃぃぃぃんんんっ！」

　限界まで声を張り上げたユリアンの号令がかかる。

「持ち上げぇぇぇぇぇえええっ！」

　号令に合わせて、数百人の近衛兵が研究所を持ち上げようと地面を踏み締しめる。

　男たちの気合いがうねりを上げて早朝の空を震わせる。

　しかし、豪ごう奢しやな研究所は微かに浮ういただけだった。これでは丸太を潜り込ませることが出来ない。

　数秒間続いた緊きん張ちよう感かんが切れるや、脱だつ力りよくしてしまう者、その場に倒たおれ込む者が出てくる。同時に、ほぼ全ての近衛兵が持ち上げを断念してしまった。

「くそっ！」

　思わず壁かべを叩たたいてしまった。頑がん強きような壁の感かん触しよくが俺の手に痛みを走らせる。

　曳家以前の問題だ……動かすためのコロが設置出来ない。

　研究所の前には、広場に向かって何本ものレールを敷いてある。持ち上げることさえ出来れば研究所は動かせる。持ち上げることさえ出来れば……

　ジャッキもない、クレーンもない。異世界においてここまで大きな建造物を持ち上げることは不可能なのか……

　焦しよう燥そう感かんに胸が押し潰つぶされそうになる。猶予はない。早く打開策を考えなければ……

「フィオナが来る前に、なんとか……」

「私がどうかしたのかしら？」

　すぐ後ろから聞こえた声に驚おどろいて、慌てて振り返る。

「完成したわよ、薬」

　フィオナが少し大きめの注射器を片手に立っていた。中には赤と青で描かれたマーブル模様の不思議な液体が入っている。これが、魔ま草そうを撃げき退たいする薬なのか。

「こっちは、随ずい分ぶんと苦戦しているようね」

「ああ……実は、近衛兵の力じゃ建物が持ち上がらなかったんだ」

「だらしのない男たちね」

　呆れたように嘆たん息そくしたフィオナだったが、次の瞬間には得意げな笑えみを浮かべていた。

「けれど、その問題ならすぐに解決すると思うわよ」

　意味ありげな笑顔を見せるフィオナ。何か奥の手があるのだろうか。

　その時──

　遠くの空から翼つばさを羽ばたかせる音が聞こえてきた。視線を向けると、分厚い雲の向こうに、小さな影かげが映る。

　よく目を凝こらすと…………

「なっ!?」

　非常に見覚えのある、忘れたくても当分は忘れられそうもない、赤い鱗うろこを全身に纏まとった巨きよ大だいな爬は虫ちゆう類るいの姿がそこにあった。

「サラマンダァーッ!?」

　何度となく俺を食おうとし、研究所を破壊し、そして俺が撃退した巨大なドラゴンだ。

「な、なんっ、なんで、サラマンダーが!?」

　くそっ！　今はあいつに構っている時間なんかないってのに！

　飛来するサラマンダーを睨にらみ付けていると、その背中からおっとりとした聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「フィー様ぁ～！　ナイトさ～ん！」

　サラマンダーの背中に、リズが跨またがっていた。

「お待たせいたしましたぁ～！」

[image: ]

「え……」

　それ以外の言葉が出てこなかった。

　俺をはじめ、その場にいた全員が硬こう直ちよくし、広場へ着地したサラマンダーを見つめている。

　ただ一人、フィオナだけは「ご苦労様」などと労ねぎらいの言葉をかけていた。

　そうだ。リズはフィオナのお迎えを命じられていたはずでは…………いや、誰だれを迎えに行くとは言っていなかったか…………

　サラマンダーの背に跨っているリズがその首をぽんぽんと叩くと、サラマンダーは首を下げてリズを地面へと誘いざなう。優ゆう雅がに着地したリズは「よしよし」と、サラマンダーの鼻を撫なでる。するとサラマンダーは気持ちよさそうに目を細めた。

　……なんだ、これ？

「あなたが倒したサラマンダーを、私が治ち療りようしていたのよ。リズの家が所有する山に匿かくまってね」

「はぁっ!?」

　ここ最近、リズを連れてどこに出で掛かけているのかと思っていたが、こいつの治療をしに行っていたのか。……けど、なぜだ？

　まるで分からない。なぜ、サラマンダーを治療する必要があったのか。

「よく考えてみたのよ」

　と、フィオナは人差し指を立てて俺に説明する。

「元々、私たちが巣に侵しん入にゆうしたことであの子は怒おこったのよ」

『あの子』と、サラマンダーを指す。……あれ、まだ子供なのか？

「そうするうちに、美味おいしそうな匂いを放つナイトに我が慢まん出来なくなって捕ほ食しよくしようとした。その結果、私に眠ねむらされてしまった」

　ここまでが炎ほのおの島での出来事だ。

「その後、近衛兵団に捕つかまり、無理やりラダインブルグへ連れてこられ、逃にげ出した先でまた襲おそわれ、抵てい抗こうしていたらナイトに顎あごの骨を砕くだかれた」

　指折り挙げられる『サラマンダー目線』の真実。物もの凄すごい罪悪感に苛さいなまれ始めてきた……

「あの子は何も悪いことをしていないのよね」

　腕うでを組み、納なつ得とくしたように何度も首しゆ肯こうするフィオナ。

「なのに、『テメェの悪行、反省させてやるぜっ！』とか言って殴なぐられたなんて、可か哀わい想そう過ぎると思わない？」

「悪かったよ！　なんかごめんな！」

　なんだか辛つらい。俺がまるでいじめっ子みたいじゃないか。

「いや、悪くは……ないじゃない。……だって、ナイトは、私のために怒って……私は、凄すごく嬉うれしかったし…………あの時のナイトは……ちょっと、カッコよか…………はっ!?　いいえ、違ちがうわ！　今のは無し！　忘れなさい！」

　ジーナさんと瓜うり二ふたつの慌あわてふためき方をして、盛大に咳せき払ばらいをする。

「とにかくっ！　ちょっと可哀想だったから治療してあげたのよ」

　困っている者がいたら放っておけない。薬やく剤ざい師しの性さがとは恐おそろしい。相手が魔ま物ものでもお構いなしとは……恐ろしいまでに気持ちのいい性しよう分ぶんだ。

　けれど、そのおかげで奇跡は起こるのだ。

「フィオナ。この研究所は救われるぞ。お前のおかげでな」

　俺の言葉に、フィオナの顔がパァッと明るくなる。

　が、すぐさま照れたように顔を歪ゆがめ、厳しい顔つきを作る。

「まぁ、後味が悪いのは、嫌いやだものね」

　素す直なおではないその顔に、思わず苦く笑しようが漏もれる。

　フィオナは気が付いているのだろうか、ここ最近の自分の表情の豊かさに。

　こいつは、本当に様々な表情を見せるようになった。それは、フィオナが今を楽しんでいるという証しよう拠こだ。

　親父おやじが言っていた。『女の子の笑顔を守るのが男の使命だ』と。

　お袋ふくろが言っていた。『女の子が笑えるのは、心を許せる場所と、心を許せる相手の前だけなのよ』と。

　フィオナが笑える場所は、フィオナの居場所なのだ。

　そしてその居場所を守るのが、俺の役目だ。

「絶対に成功させるぞ」

「えぇ。当然よ」

　当初から揺ゆるがない決意を再度確かく認にんする。

　成功は、摑つかみ取るものだ。

　雨雲が重々しく空を埋うめ尽つくしている。

　それを吹ふき飛ばすくらいの心持ちで、俺は周りの人間に指示を飛ばした。







　数分後、再度ユリアンの号令が轟とどろく。

「総員、構えっ！」

　近衛兵が『精せい霊れいの宿り木』に手を添そえ、担ぐためのモーションに入る。

　その遥はるか上空では、巨大なドラゴンの羽音が鳴っている。

　頑がん丈じような縄なわでその体と豪奢な建造物を結び付けて、サラマンダーも持ち上げに協力してくれるのだ。

「丸太を差し込むだけの時間でいい！　全力で踏ふん張ってくれ！」

　俺の叫さけびに、近この衛え兵へいたちが腹の底からの咆ほう哮こうで応こたえてくれた。

　現場の空気が張り詰つめる。

「そういぃぃぃぃぃぃぃんんんっ！　持ち上げぇぇぇぇぇえええっ！」

　ユリアンの声を合図に、威い勢せいのいい叫び声がいくつも上がる。

　そして、地じ響ひびきのような重低音を響ひびかせ…………ついに、メディカル・ギルドの研究所が持ち上がった。

　俺は素す早ばやく地面との隙すき間まに丸太を差し込む。各所でサシャや研究員も同じように丸太を差し込んでいく。

「下ろせっ！」

　その号令で慎しん重ちように研究所が下ろされる。

　研究所の下に、無数の丸太が敷しかれ、準備が完かん了りようした。

「よぉし！　このまま一気に曳家を終わらせるぞ！」

　テンションが最高潮に達した俺が全身で叫ぶと、その場にいた者たちが全ぜん霊れいをもって返してくれる。

　サラマンダーを上空から広場へと移動させ、今度は慎重に研究所を移動させる。

　ズズ……ッと、大きな音を響かせて、巨大な建物が地面の上を移動していく。

　夜もすっかり明け、起き出してきた町の人々が何事かと見守る中、研究所は敷しき地ち内を飛び出し、広場へとその全ぜん貌ぼうを露あらわにしていく。

　どよめきがやがて歓かん声せいへと変わり、広場はちょっとしたお祭まつり騒さわぎになっていた。

「本当に、動いた……」

　ジーナさんの呟つぶやきが耳に届く。

　とっくに目覚めていたドーラはジーナさんの背中から降りて、特等席で曳ひき家やを見学している。研究所が動く度たびに両手を上げて「凄いのダ！」を連呼していた。

　サシャが移動速度を調整し、ユリアンが指示を出す。

　慎重に行われる建造物の移動は、町の人々にどのように映ったのだろうか。誰も彼もがキラキラとした目をして、興奮したように会話を交かわしている。笑みを見せる者も少なくなく、中には絶ぜつ叫きようしている人もいる。

　魔ま法ほうのある世界で、人々がこれほどまでに興奮する現象。

　これはもう、奇き跡せきと呼んで差し支つかえないのではないだろうか。

　奇跡は起こる。俺は、自信を持ってそう言える。

「さて……これからが本番だ」

　研究所の避ひ難なんが終われば、いよいよ魔草との対決だ。

　ありったけの鍋なべを用意してお湯を沸わかしている。俺のヤカンも、スタンバイＯＫだ。

「フィオナ、注射器を貸してくれ」

　相手は危険な魔草だ。俺が行って注射を打つのが最良の策だろう。

　しかし、フィオナはそれを拒きよ否ひした。

「私が打つわ。あなたでは、魔草の核かくを見つけられないもの」

　魔草の核に薬を直接打ち込む必要がある。それが、フィオナが拒否する理由だった。

「相手は物を腐ふ敗はいさせる触しよく手しゆを持っているんだぞ？」

　俺ならば腐敗しても元通りに回復する。しかし、俺以外の人間は腐敗したらそのままだ。腐敗の進行を止めたとしても、腐敗した体は元には戻もどらない。

　リスクが大き過ぎる。

「ダメよ。薬はひとつしかないの。失敗は許されないわ」

　フィオナの瞳ひとみに、揺るぎない意志の炎が垣かい間ま見みえる。どうあっても譲ゆずる気はないようだ。

　本当に……。こうと決めたら梃子てこでも譲らないヤツだな、こいつは。

　けれど、そういうところこそがフィオナらしい。

「分かったよ。お前が直接魔ま草そうにその薬を打ち込んでくれ」

　両手を上げて降参の意を示す。

「ええ……任せなさい」

　微かすかに、フィオナの手が震ふるえている。

　頑がん固こなヤツだが、怖こわくないわけではないのだ。だからこそ、放っておけない。

「その代わり、何があっても……」

　震えるフィオナの手に、そっと手を乗せる。包み込むようにして細い指を握にぎる。

「お前は俺が守る」

　自分の意見を曲げないフィオナのように、俺にだって、譲れない部分があるのだ。

　何がなんでもこいつを守り抜ぬく。

　それだけは、絶対に譲れない。

「…………うん」

　自身の手を包み込む俺の手を見つめ、フィオナがこくりと頷うなずく。

　そして、俯うつむいたまま視線だけを俺へ向けてくる。

「ずっと、そばにいて…………私を守って」

「……ああ。約束する」

　俺は絶対にフィオナを守る。そして、フィオナの夢を絶対に実現させる。そのために今、俺はここにいるのだから。

「なあ、フィオナ」

　こんな時だけど……いや、こんな時だからこそ、言えるような気がした。

　まだなんの確証も得られていないけど、自分の中でもまだ何もまとまってはいないけど、ぼんやりと見え始めたその先に、求めていた答えがあるような気がして──

「この事件が片付いて家に戻ったらさ、調べて欲しいことがあるんだ」

　俺は、意を決して息を吸い込む。

「俺の──」

「ねぇ、ナイト」

　言いかけた俺の言葉を遮さえぎるように、フィオナが俺の名を呼ぶ。

「この事件が片付いて家に戻ったら……」

　とても穏おだやかな表情で、柔やわらかく優やさしい微び笑しようを浮うかべて。

「美味おいしいご飯を作って」

　心からのただひとつの譲れない願いを告げるように。

「フィオナ……」

　だから俺は、……それ以上何も言えなくなってしまった。

「出たぞぉー！　魔草だぁー！」

　突とつ如じよ大声が上がる。それと同時に辺り一帯が騒そう然ぜんとなる。

　見ると、大だい蛇じやのような触手が六本、空に向かって鎌かま首くびをもたげていた。表面は相変わらず紫むらさきと緑を混ぜたような気味の悪い光こう沢たくを帯びている。

「行くわよ、ナイト！」

　俺を置いて、フィオナが動き出す。

「気合いを入れろぉー！」

　遠くでユリアンの声が聞こえる。

　そうだ。今は集中しないと。

　魔草を退治するためにみんなが協力してくれているんだ。決着をつけなきゃいけない。

　俺は気合いを入れるために、土手っ腹から声を振ふり絞しぼって叫ぶ。

「おぅ！　最後の仕上げだ！」

　フィオナの背中に追い付き、俺たちは一いつ緒しよに敷地内へと踏み込んだ。

　掘ほり返された土のむせるような香かおりと、かび臭くさい匂においが辺りに充じゆう満まんしている。

「熱湯をかけろぉ！」

　ユリアンの号令で近衛兵が熱湯を浴びせかける。

「休むな！　かけ続けろ！」

　前回の失敗を教訓に作戦が立てられた。数に物を言わせ、バケツリレーのように次々と運ばれてくる熱湯を絶え間なく浴びせ続けるのだ。逃にげ場もないほどに。

　濛もう々もうと立ち込める湯気の中で、巨きよ大だいな触手が蠢うごめいている。器用に体をくねらせて熱湯を避よける触手を、近衛兵たちの波状攻こう撃げきが追い詰めていく。徐じよ々じよに触手にかかる熱湯の量が多くなり、不気味な光沢を放つカビはところどころ剝はがれ落ちていった。

　露になった触手の表皮を、ユリアンの剣けんが一いつ閃せんする。大人の胴どう体たいと同じほどもある太い触手が根元から切断される。

　近衛兵たちが沸わき立つ。その気勢を上回る声でユリアンが高らかに叫ぶ。

「総員、熱湯を絶やさずかけ続けろ！　触手はあたしが斬きるっ！」

「「「「了りよう解かいっ！」」」」

「いいな、この一体感んんんん──っ！」

　絶好調のユリアンが、暴れ狂くるう触手を次々に切断していく。

　改めて思う。ユリアンは最強だ。

「これでっ、ラストだぁ────っ！」

　ユリアンの剣が最後の触手を両断する。

　その途と端たん、歓声が上がった。

　敷地内を蹂じゆう躙りんしていた巨大な触手は、全すべて姿を消した。

「ナイト。行くわよ」

　湯気と熱気の残る大地を踏み締しめ、フィオナが歩き始める。

　辺りに散らばる触手の残ざん骸がいと、立ち込めるカビ臭さが気味の悪さを演出している。

　足早に進むフィオナと歩調を合わせ、ピッタリそばに寄り添うように前進していく。

　ぽつり──と、雨の粒つぶが落ちてくる。

　見上げた空は、今にも荒あれそうな、嫌いやな雲行きだった。

「本降りになる前に終わらせるわよ」

　フィオナに続いて、俺も足を速める。

　俺たちは切断された触手の中心が見える位置まで歩を進め、慎重に様子を窺うかがった。

　すると、そこには手のひらくらいの小さな花が咲さいていた。グーとパーを繰くり返すように、花びらが開閉を繰り返している。酸素を送り込んでいるようにも、胞ほう子しを吐はき出しているようにも見える不気味な動きだ。

「……核があったわ」

　収縮を繰り返す花の中を覗のぞき込んでいたフィオナが言う。

　魔草の核は花の一番奥、めしべの辺りに存在するらしい。開閉を繰り返す花びらが、侵しん入にゆうを拒こばむように蠢いている。

「このままじゃ、針が届かないわね……」

　核に注射を打つべく、フィオナがそっと花びらに触ふれる。

　その瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん地面から無数の花びらが出現した。

　勢いよく突つき出してきた花びらは一枚一枚が巨大で、あっという間に俺たちの身長を越こして、薄うす暗ぐらい影かげを落としてくる。

「フィオナッ！」

　慌あわてて腕うでを摑つかむが、それだけしか出来なかった。

　俺とフィオナは地面から出現した無数の花びらに包み込まれてしまった。土の中から大口を開けて現れた化け物に吞のみ込まれるようにして、狭せまい空間に閉じ込められる。

　花びらの中は薄暗く、強きよう烈れつに甘ったるい香りに満ちていた。

　そして──

「ぐあぁっ！」

　花びらから滴したたり落ちてきた水すい滴てきが腕に触れ、触れた途端激痛が走る。

　しかも、この匂いと感かん触しよくは……

「……腐敗、している」

　水滴が触れた箇か所しよが腐敗していた。いや、腐敗させられた。

　脳みそが警けい鐘しようを鳴らす。

　背筋が凍こおる。

　全身の鳥とり肌はだが治まらない。

　恐きよう怖ふで足が震える。

　まずい……まずい、まずい、まずいまずいまずいまずいまずいまずいまずいっ！

　こいつは、触れたものを腐敗させる液体を出す。

　しかも、ここには……

「……ナイト」

　フィオナがいる。

　鼓こ動どうが急激に速まる。

　なんでもいい！　とにかくここから脱だつ出しゆつしなければ！

「くそっ、開けっ！」

　俺は力任せに花びらの壁かべを殴なぐり付ける。

　しかし、花びらは押しても叩たたいても、ビクともしない。

「核かくに注射を打つのよ！」

　フィオナが足元で揺ゆれている小さな花を指差す。幾いく度どとなく収縮を繰り返す手のひらサイズの花。防衛行動のスイッチとなった、魔草の核を守る花。

　フィオナが注射器を構え、その前へとしゃがみ込む。乱暴に花びらを引きちぎると、中から、黄緑色に鈍にぶく輝かがやくめしべが現れた。あれが、核か。

「行くわよ！」

　迅じん速そくに。しかし慎しん重ちように。フィオナが核へと注射針を突き刺さす。

　その途端、核から大量の液体が勢いよく噴ふん出しゆつされ、フィオナの全身を濡ぬらしていく。

「フィオナッ！」

　フィオナの体を抱だき起こし、液体から守るように抱き締める。背中を核へ向け、自分の体を盾たてとする。背中に熱を帯びた痛みが走り、ジュクジュクと腐ふ敗はいしていくのが分かる。

　腕の中で、「…………うぅ……っ」と、フィオナがくぐもった声を漏もらす。

　視線を向けて、……思考が、停止した。

　フィオナの首から胸にかけての皮ひ膚ふがおかしな色に変色していた。

　シルクのようだったフィオナの頰ほおが赤黒くなり炎えん症しようを起こしている。

　あれほどまでに美しかったフィオナの髪かみがベタベタの液体にまみれ焼き切れている。

　フィオナの体が、腐敗していた。

「…………フィオ……ナ…………」

　声が震ふるえた。

　涙なみだが溢あふれ、零こぼれ落ちていく。

　フィオナが……

　フィオナが…………




　フィオナが、死んでしまう。




「うわぁぁぁぁあああっ！」

　恐怖が体の奥から込み上げてくる。抗あらがえずに、俺は叫さけび声を上げる。

　なんでだ……

　なんでフィオナが……

　そばにいたのに……

　こんなに近くにいるのに……

　守るって約束したのに……

　何やってんだよ、俺は!?

　一番守らなきゃいけないものなのに。

　一番失いたくないものなのに。

　どうして守れなかったんだっ!?

　俺は……

　俺は……っ!?

「……ナイト…………っ」

　取り乱す俺の襟えり元もとをギュッと摑み、フィオナは掠かすれる声で俺を呼ぶ。

　フィオナの唇くちびるが、俺の耳へと近付いてくる。

「……薬を……核に…………」

「薬……」

　背後へ視線を向ける。

　黄土色の濁にごった消化液を噴ふき出し続ける、黄緑色に発光する魔ま草そうの核。
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　そこに、フィオナの注射器が刺さっている。

「…………一いつ滴てき残らず…………くれてやりなさい……」

　白い歯を見せ、フィオナが笑えみを浮うかべる。

　無理やり作ったその笑顔が……俺の視界を霞かすませる。

　ダメだ。泣いている場合じゃない。フィオナが行けと言うのなら、俺はそれに従う！

「待ってろフィオナ……。すぐに片付けてやる！」

　身を翻ひるがえし、核に突き刺さった注射器を握にぎり締める。

　抵てい抗こうするように、魔草は腐敗液を容よう赦しやなく浴びせかけてくる。

　だが、それがどうした!?　そんなもんで俺が怯ひるむと思うなよ！

「喰くらいやがれっ！」

　感情をぶつけるように叫び、一気にプランジャーを一番奥まで押し込む。外がい筒とうの中の薬を一滴残らず流し込む。すると…………魔草の花びらに亀き裂れつが走った。

　一筋入った亀裂は、ビキビキと音を立てて広がっていく。花びらが裂さけ、脆もろくなった箇所を突き破って腐敗液が流れ出していく。巨きよ大だいな花びらのあちらこちらに無数の亀裂が同時に入り、あれほど強固だった花びらが瞬またたく間に枯かれ、萎しぼんでいった。

　フィオナの薬が、魔草に勝ったのだ。

「……フ……ィオナ…………っ！」

　魔草崩ほう壊かいの衝しよう撃げきに備え、すぐさま振ふり返ってフィオナを抱き締める。

　体中が腐敗させられ、力が入らない。地面に膝ひざを突き、くずおれる。

　けれど、絶対にフィオナだけは離はなさなかった。

「フィー様！　ナイトさん！」

　リズの声が聞こえる。

　目に一いつ杯ぱい涙なみだを浮かべて、リズが俺たちのもとへと駆かけてこようとしていた。

　しかし、ジーナさんに制止される。

「近付くんじゃない！　撒まき散らされた腐敗液に触れると腐敗してしまうぞ！」

　ジーナさんの言葉に、その場にいた全員の動きが止まる。

「研究員は、すぐに腐敗を抑おさえる薬を作れ！　それまで二人には触れるな。雑ざつ菌きんが入れば助かるものも助からなくなる！　知識のない者は近付くな！」

　ジーナさんの指示が飛ぶ。

　ジーナさんが諦あきらめていない。なら、手て遅おくれではないはずだ。

「ナイトっち！　大だい丈じよう夫ぶ！　絶対助かるから、頑がん張ばるんだよ！」

　サシャの声がする。

「ドーラが神に祈いのるのダ！　太陽の女め神がみアデールの加護が、きっとナイトたちを救ってくれるのダ！」

　ドーラが泣きながら祈りを捧ささげる。

「ナイト君、頼たのむっ！　フィオナ・モナステリオを……あたしの幼おさな馴な染じみを救ってやってくれ！」

　ユリアンが涙で震えた大声で叫ぶ。

　みんなの声が聞こえる。強い願いが伝わってくる。みんな同じ気持ちなんだ。

　救いたいのだ、フィオナを。失いたく、ないのだ。

「……賑にぎやかなものね」

　掠れた声で、フィオナがそんなことを言う。そして。

「……ご苦労様。ナイト」

　と、俺を労ねぎらうように言う。

「フィオナ……」

　顔を見ようと体を動かすと、「……ぅっ！」と、フィオナが苦く悶もんに満ちた声を漏らした。

　フィオナの全身は、腐敗液にまみれ酷ひどい状態になっていた。

「…………ごめん、フィオナ……っ」

「平気よ……ちょっと、チクッとしただけ……」

　弱々しい笑みが俺に向けられる。

　いつもは安心するその微び笑しようが、どうしようもなく心を搔かき乱す。

「違ちがっ……違うんだ…………俺、お前のこと……守れなくて…………」

　目め頭がしらが熱くなる。声が詰つまる。胸の奥が震えて、体を支えていられなくなる。

　それでも、顔を逸そらさず、目を逸らさず、俺はフィオナを見つめ続ける。

　少しでも目を逸らせば、こいつは…………

「バカね……なんて顔をしているのよ」

　フィオナの手がゆっくりと持ち上げられ、俺の頰に触ふれる。そして、もう片方の手で、俺の首に注射を打つ。

　ちくりとした痛みが走り、体内に冷たい感触が広がっていく。

「……いつもの薬よ。これで、しばらくすれば……元…………通り、に……」

「……なにやってんだよ…………」

　フィオナの言葉どおり、俺の体の腐敗は収まり徐じよ々じよに肉体が回復していく。けれど……

「……違うだろ…………」

　今、なんとかしなきゃいけないのは俺じゃなくて……

「お前の怪け我がを治せよ！　俺の薬なんかどうでもいいから！」

　俺は死なない。どんな酷い状態になったとしても、俺は死なない。

　けど、お前は……

「どうでもよくなんか……、ないでしょう」

　困った子を見守るような目で、フィオナは首を左右に振る。

「私は、あなたの病を治す薬を、作るの……。それが、あなたとの約束……っ！」

　突とつ然ぜん、フィオナが吐と血けつする。

　口から吐はき出された血液は、凝ぎよう固こしていた。小さな唇の脇わきから、一筋の血液が零れ落ちていく。

「フィオナ!?」

　このままでは、フィオナが死んでしまう。

　ダメだ。絶対ダメだ！

　この状じよう況きようを打破出来るもの……フィオナを救えるのは……………………アレしかない。

『奇き跡せきの調合』

　それさえ完成すれば、フィオナを救えるはずだ。

　俺は、これまでに得たヒントを、ひとつずつ思い起こしていく。

　あの日。薬品庫で見つけたガルシアのもうひとつの手記。そこに描えがかれていた魔ま草そうは、紛まぎれもなく俺をこの世界へ引き摺ずり込んだあの魔草だった。

　巨大なキャベツのような形をした……罠わな魔草。

　あのバケモノ魔草は、『奇跡の調合』に必要な材料を捕とらえるための罠魔草だったんだ。

　ジーナさんの話を思い出せ。ガルシアが言っていたんだろう？　『奇跡の調合』に必要な材料は、『この世界には存在しない』と。

　その言葉と、手記に記された罠魔草──俺をこの世界へ引き摺り込んだあのバケモノ魔草の生態を組み合わせれば答えは出る。

『奇跡の調合』に必要な材料は、異世界に存在したんだ。

　そして、あの言葉。

　手記に書かれていた、赤い丸で囲われていたあの言葉。

　その読み方を、俺はドーラに教わった。大聖堂の中で。祭さい壇だんの前に祭られた聖遺物の木箱に、同じ言葉が刻まれていたんだ。

　その言葉は『心臓』──

「フィオナ。『奇跡の調合』を作るぞ……」

　その言葉を聞いて、フィオナの顔色が変わる。それを見て、俺も確信する。

　やはり、知っていたのか……

　フィオナはあの手記を見て、『奇跡の調合』の正体を理解したはずだ。

　それなのに、俺にはそのことを言わなかった。むしろ、隠かくそうとすらしていた節がある。

　それはなぜか……

　それは、『奇跡の調合』に必要な材料が、『異世界人の心臓』だからだ。

「俺の心臓を使えば、『奇跡の調合』が作れる。そうだな？」

　フィオナの瞼まぶたが大きく開かれる。そして、眉まゆが悲しそうに歪ゆがんでいく。

　その顔は、俺の推論が正しいと証明してくれたようなものだ。

「待ってろよ。材料があれば『奇跡の調合』なんかすぐに作れる。ジーナさんに頼めば、きっと力になってくれる！　だから、それまで頑張って……」

「ダメよ……っ！」

　俺の言葉を遮さえぎり、弱々しい手で、俺の襟元を摑つかむ。体を起こす力も残っていないのに、鋭するどい眼光で俺の瞳ひとみを覗のぞき込んでくる。必死に訴うつたえかけてくる。

「いい。よく聞きなさい、ナイト……。あなたは、死んではダメ」

「けど……」

「ダメよ」

　赤みを帯びた瞳が、静せい謐ひつな美しさで俺を映し出している。

　酷く歪んだ顔の俺が、美しい赤に守られるように囲まれている。

　なんでだ……

　なぜ俺は、反論出来ないんだ……

　この瞳を失いたくないのに……

　絶対に、なくしたくないのに…………

「ナイト……あのね」

　囁ささやくような呼びかけに、俺は自然と顔を近付ける。

「……私は、お父様が亡なくなった時も、研究員がみんないなくなってしまった時も、決して涙なみだを流さなかったの。泣いている暇ひまなどなかったから……」

　それは、実にフィオナらしいエピソードのように思う。

　けれど、なぜ今、そんな話を俺にするのだろうか。

「けれどね……あなたがいなくなったら…………私は、泣く自信があるわ」

　唐とう突とつな言葉に、頭の中が真っ白になる。

　俺の目を見て放たれた言葉は、真っ直すぐに俺の心に突つき刺ささった。

「ナイト、私ね……」

　静かな声が耳に届く。鼓こ膜まくを震ふるわせ、全身に響ひびき渡わたる。

「私の薬を信じると言ってくれたこと……私を必要としてくれたこと……本当に嬉うれしかったのよ……」

　体がどうしようもなく震え、しがみ付くように両りよう腕うでに力を込める。

　フィオナを、もっと近くに感じたい。

「あなたと食べる朝食が、とても好きだったの…………それだけで、その日が最高の一日になるくらいに……好き、だったのよ」

　優やさしい手つきで髪かみを撫なでられる。

　心地ここちよくて、嬉しくて…………切ない。

「寝ねる間ま際ぎわまでお話するのも好きだった…………眠ねむっても、朝になればまたあなたに会える。そう思うだけで、自然と楽しい気持ちになれた……。朝が来るのが待ち遠しいなんて、ずっと思ったことなかったのに……」

　どうすれば、幸せな時間はいつまでも続いてくれるのだろうか。

「あなたに会えてよかった……あなたに出会ってからの私は、本当に幸せだったわ」

　どうすれば、この温ぬくもりをなくさずにすむのだろうか……

「…………ナイト……」

　フィオナの喉のどが掠かすれる。

　息を吸う音が聞こえ、それからしばらくして、フィオナの声が聞こえてきた。

　それは、これまでで一番、温かい声だった。

「好きよ……ナイト」

　耳元で、優しい声がする。

「私は……あなたが大好き…………」

　何も考えられなかった。

　ただフィオナを失いたくなくて、……俺はフィオナの唇くちびるに唇を重ねた。

　柔やわらかくて、温かい。

　微かすかに、フィオナの匂においがする。

　長い間、フィオナの温もりを感じていた。ずっとこのままでいたいと思った。

　離はなれる瞬しゆん間かんには物悲しさを覚えた。

　唇を離すと──

「……長いわよ。バカ」

　はにかんだフィオナの顔がすぐ目の前にあった。

　照れたような笑えみは優しく、見つめていると何も考えられなくなっていく。

　緩ゆるく弧こを描く小さな唇が動き、そこから鈴すずを鳴らしたような声が聞こえてくる。

「でも……」

　世界中から音が消え、フィオナ以外何も見えなくなる。

　俺の五感が、フィオナだけを感じている。

　世界から切り離された空間で、二人きり──

　フィオナは、俺に向かって最高の笑みを向けてくれた。




「…………ありがとう」




　その言葉を残して、フィオナはゆっくりと瞼を閉じた。
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　雨季が去り、窓の外には抜ぬけるような青空が広がっていた。リビングの窓からは明るい日の光が差し込んでいる。これからどんどん暑くなっていくのだろう。

　遠くの空で鳥が鳴いていた。

　フィオナのいないリビングは、少し静か過ぎる。

　あの腐ふ敗はい事件から数日が過ぎ、ラダインブルグの町は日常へと回帰していた。

　研究所を封ふう鎖さすると言っていたジーナさんは、事件後すぐにメディカル・ギルドの存続を宣言した。今回の失態を教訓に監かん査さ機関を新たに設けると、意気込んでいた。

「可能性に目を向けないで諦あきらめるのは、未成熟なお子様と同じだからな」と、ジーナさんは微び苦く笑しようを浮うかべ言っていた。フィオナの言葉はしっかりと届いていたようだ。

　メディカル・ギルドといえば、曳ひき家やの影えい響きようで壁かべにヒビが入ったり柱がきしんだりしたそうで、サシャが嬉き々きとして修しゆう繕ぜん作業を請うけ負っていた。

　忙いそがしくやっているようで、あれ以来会ってはいないが、きっと元気だろう。洗せん濯たく出来るように予備の寝ね袋ぶくろでもプレゼントしてやろうかな。

　リズはといえば、やたらとサラマンダーを気に入ったようで「マーちゃん」と名前を付けていた。なぜそこから取ったのか……

　しかし、サラマンダーを町で飼えるはずもなく、泣く泣く炎ほのおの島へ帰したらしい。リズがこれほどの動物好きだとは思わなかった。

　ユリアンは、「事件後、なぜか今までにも増して避さけられている気がする」と嘆なげいていたが……それは、よからぬ噂うわさのせいだろう。

　あの思い込みの激しい近この衛え兵へい団のことだ、「ユリアン様と話をして、彼氏さんに目を付けられたらこの町にいられなくなる！」くらいのことは考えているかもしれない。……近衛兵団、優ゆう秀しゆうではあるんだけど、残念な人ばっかりなんだよなぁ……

　そしてドーラは今日もカレーを食べ歩いているらしい。

　というか、あいつはあれ以降しょっちゅうウチに顔を出すようになった。昨日も昼飯を食いにきやがった。なんでも、「店のカレーは美味おいしくないのダ！」だそうな。まぁ、家のカレーが一番美味うまいっていうのは普ふ通つうのことだしな。分からんではないが。

　そんなわけで、町はすっかり元通りになっていた。

　変わってしまったのは、ここ……薬やく剤ざい師し協会だけだ。

　窓から差し込む光が、俺の肌はだを照らし出す。けれど、俺の肌が焼けることはない。もちろん、腐敗することもない。

　俺の病は、あの事件以降発はつ症しようしていない。

　いまだに、確かな理由は分からない。ただジーナさんは、「フィオナに感謝するんだな」と言っていた。……もちろんだ。感謝しても、し足りない。

　俺の病を治せるのは、いつだってフィオナだけなんだ。だからきっと、今回だって……

　──その時、視線を感じた。

　リビングで一人、朝食の準備をする俺をじっと見つめるような温かい視線。

　俺を見守るようなこの視線は……きっと、フィオナのものだ。

　視線を辿たどるように、ゆっくりと振ふり返る。……しかし、そこには誰だれもいなかった。

　ただ、奥の廊ろう下かへ続く扉とびらが、「きぃ……」と、音を立てて揺ゆれていた。

「……フィオナ？」

　名を呼んで、俺は扉へと歩み寄る。半開きの扉に手をかけ、おもむろに引っ張る。

　扉が全開になると…………

「……お…………おはよう」

　そこに、フィオナがいた。

　扉の陰に身を隠かくすように蹲うずくまって、バツの悪そうな表情をしている。

「なんでお前は毎朝素す直なおに出てこられないんだ？」

　こいつは、あの事件以降、毎日こんなまどろっこしい登場の仕方をする。

「だっ、だって……！」

　反論しようと顔を上げたフィオナだったが、俺と目が合うと一いつ瞬しゆんで顔を赤く染め、脱だつ力りよくしたように床ゆかに蹲ってしまう。

「…………ど、どんな顔をしていいか……分からないのよ……」

「普通の顔でいいだろう。綺き麗れいなんだから」

「きっ!?」

　褒ほめてやると、ますます赤くなり、ムキになって俺に食くって掛かかってくる。

「綺麗とかっ、朝っぱらから……面と向かって……いわ、言わないで、くれるかしら!?」

　そんな様が、たまらなく可愛かわいい。

「ほら、朝飯出来てるぞ。早く食おうぜ」

　頭をぽんぽんと叩たたいてやると、「むぅ」とむくれて、足早にテーブルへと向かう。

　フィオナがいるだけで、リビングが華はなやかになる。見るもの全すべてが鮮あざやかに彩いろどられ、遠くの鳥の声も、気の利きいたＢＧＭのようだ。

　俺はフィオナの向かいに座り、目の前でもぐもぐとクロワッサンを頰ほお張ばるその姿を見つめる。

　銀色の髪が朝日を反射してキラキラと輝かがやく。赤みを帯びた美しい瞳ひとみが時折俺を見ては、シルクのような白い肌に朱しゆが差して可愛らしさに拍はく車しやがかかる。

　腐敗液を全身に浴びたフィオナの傷は、もうどこにも見当たらない。

　完治したのだ。あの時フィオナが口にした、『奇き跡せきの調合』によって。

『奇跡の調合』──それは、俺の心臓から生成されるすべて。

　──と、そう俺は思っている。

　でなければ、フィオナが今こうして生きている説明がつかない。

「『奇跡の調合』に感謝しなきゃな」

「私は認めてないからね！　あ、あんなのが『奇跡の調合』だなんて！　そもそも、異世界人の心臓が材料なんて時点で話にならないわ」

　フィオナは、誰かの命を使って他ほかの誰かを救う薬を認めなかった。ゆえに、ガルシアの考えた『奇跡の調合』は、本当の『奇跡の調合』ではないと。

「ということはだぞ。お前の命を救ったのは『奇跡の調合』ではないと言うんだな？」

「当然でしょう。もっと違ちがう力によるものよ。例えば…………」

「『愛の力』」

「ごふっ！　ごほっ、ごほっ！」

　フィオナが盛大に咳せき込む。こうなった後に来る言葉は想像に難かたくない。

「…………ばっ、バカじゃないの!?」

　想像どおりの罵ば声せいを吐はき、フィオナが耳まで真っ赤になる。

「だいたい、『調合』をしていないじゃない」

「いろんな薬を投とう与よされたからな。それのどれかがうまい具合に反応して、とか？」

「ありえないわね」

「だったらあれだ。キスをしたことで、俺の心臓とフィオナの愛が調合されて……」

「あなた、わざと言っているでしょう!?」

　怒ど鳴なりながら、タコさんウィンナーを投げ付けてくる。食い物を粗そ末まつにするな。そして、投げた分を俺のところから強ごう奪だつするな。

　本当のことを言うと、俺はそれら全てが欠かすことの出来ない『奇跡の条件』だったのだと思っている。

　俺の体内に『奇跡の調合』の原料が存在し、俺とフィオナがキスをする。それにより、フィオナの傷は癒いやされ、そして、フィオナを介かいして俺の体内へと入った『奇跡の調合』が俺の病を治した。これが俺の仮説だ。

　ジーナさんは、病に冒おかされていたのは体表面だけだという説を推おしていた。俺の全身が腐敗したことで『奇跡の調合』が体表面の組織と混ざり病が治ったのだと。

　どちらでもいいのだが、俺としては愛のある仮説を推すい奨しようしたい。

「違うのよ。き、きっとあれよ！　ナイトの病が伝でん染せんしたのよ。超ちよう回復能力が二分されたのね、きっと。副作用が治まったのもそのせいよ。人間が元来持っている抵てい抗こう力で抑おさえられるようになっただけ。ただそれだけのことよ」

　なるほど、そういう考え方もあるのか。

「けど、それもキスしたから伝染したんだよな？」

「う、うるさい！」

　またもタコさんウィンナーを投げようとしたが……最後の一個なので、フィオナは自分の口へと放り込んだ。

「美味いか？」

「美味しいわよ。当然でしょう」

　それが当然であることを、俺は嬉うれしく思った。

　俺が見つめていると、フィオナは居い心地ごこちが悪そうに体をもじもじさせ、おもむろにクロワッサンを口いっぱいに頰張る。

「……いつも、ありがとう……ね」

　もぐもぐと、クロワッサンを咀そ嚼しやくしながら感謝の言葉を述べる辺り、フィオナはやっぱり素直じゃない。けれど……そんなものを、俺は嬉しいと思ってしまうのだ。

「感謝なら、俺の方がしてるっての」

　食事中に行ぎよう儀ぎの悪いことではあるが、このタイミングを逃のがすと次がないような気がして、俺はフィオナの隣となりまで歩いていく。そして、懐ふところから革かわ製の小さなバッグを取り出す。

「……なにかしら？」

　俺が差し出したバッグを見つめた後で、フィオナが不思議そうに俺を見る。

「この前、給料をもらっただろう？」

　それは俺にとっての初任給だった。

「俺の国では、初めてもらった給料で日ひ頃ごろ世話になっている人にプレゼントを贈おくるのが普通なんだ」

　本当なら、両親に贈るケースが多いのだろうが…………あの両親に世話になっているとは思いたくないし、そもそもあの両親が喜びそうな物を俺は贈りたくない。

　だから、俺はフィオナに贈ると決めたのだ。こいつには、世話になりっぱなしだからな。

「手記を入れるのに丁度いいかと思って、探してきた」

　薬剤師協会の研究所が一度焼失して以降、フィオナはガルシアの手記を肌はだ身み離はなさず持ち歩くようになっていた。それが二冊になったのだ。懐にしまうにはかさばり過ぎる。

　俺が買ってきたバッグは、手記が二冊丁度入る大きさで、肩かた掛かけの紐ひもがついている。革製品だから雨にも強いだろう。

「受け取ってくれるか？」

　改めてバッグに視線を向け、しばらく硬こう直ちよくした後、フィオナは急にそわそわと落ち着きをなくす。

「…………えっ！　ちょっ……！　これ………………いいの？」

「もちろん」

　慎しん重ちように、恐おそる恐るフィオナの両手が伸のびてきて、しっかりとバッグを摑つかむ。

「あんま、高いもんじゃないけどな」

　照れ隠しに言うと、フィオナはバッグをギュッと抱だき締しめ、ぶんぶんと首を振った。

「嬉しい……凄すごく、嬉しい」

　その顔を見て、ほっと胸を撫なで下ろす。

　実を言うと、工具や木材を探していた時や、調査で町中を走り回っていた時など、一人で町に行った時にはあちこちの店を覗のぞいていたのだ。女の子にプレゼントをするなんて初めてで、何を買っていいのか凄く悩なやんだのだが……喜んでもらえてよかった。

「早さつ速そく、使わせてもらうわ」

　そう言うと、懐から手記を取り出しバッグへと入れる。サイズはピッタリだった。肩紐を斜ななめがけにすると、腰こしの辺りに本体が来る。紐の長さも丁度よさそうだ。

　すると、フィオナが突とつ然ぜん立ち上がり、研究所を出ていこうとする。

「少し、散歩に行ってくるわ」

「いや、朝食は!?」

「朝の散歩は日課なのよ」

「初耳だよ！」

「自じ慢まんしたいのよ」

「急に素直だな!?」

　すぐにでも外へ飛び出していきそうなフィオナをなんとか席に着かせる。ここまで喜ばれ過ぎると、逆に戸と惑まどってしまう。

「もうすぐリズが来るから、好きなだけ見てもらえよ」

「…………それもそうね」

　一応は納なつ得とくしたようだが、フィオナは落ち着きなく玄げん関かんに視線を向ける。

　そんな様を見ながら齧かじるクロワッサンも、なかなか乙おつなものだ。

　俺は、朝食は温かいうちに食べるのがマナーだと思っているので、全員が揃そろうのを待つことはしない。生活によって、朝の時間はバラバラだからな。

　とはいえ、俺もフィオナも完全には食べ終わらず、いつもリズが食べている横でコーヒーや牛乳を飲んでいる。まぁ、今日もそんな感じになるだろう。

「……ところで、ナイト」

　玄関を見つめていたフィオナが、視線だけをこちらに向けておずおずと聞いてくる。

「あなた、これからどうするの？　体も元に戻もどったし……やっぱり……その…………」

　その先を口にしないまま、フィオナは黙だまり込んでしまった。けれど、何を言おうとしていたのかはすぐに分かった。

　俺はここへ来た当初、『このおかしな病を治して元の世界へ帰る』と、そんなことを言っていた。そして今、俺の病は完治したと言ってもいい状態になった。つまり、当初の目的を考えれば、俺がここに留とどまる理由はもうない。

　だとすれば、俺がとるべき行動は……

「俺の親父おやじがな、こんなことを言っていたんだ」

　ふと、親父の言葉が想起され、それをそのままフィオナに伝える。

「『もしお前が異世界へ飛ばされたとしたら……お前はそこでどういう行動をとる？』」

　当時は『ありえない』と答えていたが、こうして異世界に来てしまった以上、その答えは通用しない。なら、新しい答えを用意する必要があるだろう。

　しばらくの間、口を閉じていると、やや焦じれたようにフィオナが俺に問いかけてきた。

「……それで。あなたは、どういう行動をとるの？」

　期待と不安を綯ない交ぜにした双そう眸ぼうが俺を見つめる。

「人にはそれぞれ居場所があって、そこで暮らすのが普ふ通つうの幸せなんだと、俺は思ってる」

　俺が言うと、フィオナは肩かたをビクッと震ふるわせ、息を吞のむ。

「……じゃあ………………帰っ…………ちゃう、の？」

　泣き出しそうな瞳ひとみに、俺は渾こん身しんの笑えみを見せ付けてやる。

「帰るも何も、俺の居場所はここだろうが」

　途と端たんに、フィオナの顔に笑みが広がっていく。その笑顔は、雲間に差し込む太陽の光みたいな眩まぶしい輝かがやきを放っていた。

　もし、もう一度同じ質問をされたとしたら──

『もしお前が異世界へ飛ばされたとしたら……お前はそこでどういう行動をとる？』

　そうしたら、俺はこう答えるだろう──

『そこが俺の居場所なら、俺はそこで、俺に相応ふさわしい普通の世界を作り出してみせる』

　そうなれば、俺が待ち望んでいる『普通の世界』がこの場所に誕生するのだ。

「それに」

　そこで言葉を区切り、俺はフィオナに真っ直すぐ向き合う。まだちゃんと伝えられていなかった思いを伝えるために、その瞳をしっかりと見つめる。

「俺はフィオナのことが好きだから」

「へぅっ!?」

　目を見開き奇き妙みような声を漏もらすフィオナに、事実確かく認にんをするように俺は言葉を続ける。

「相思相愛の二人が離はなれ離ばなれになるなんて、普通じゃないだろ？」

「そうしそうあ……っ!?」

　フィオナの顔が凄すさまじい勢いで赤く染まっていく。そして、その赤が真しん紅くをも超こえて限界まで達すると、フィオナは破は裂れつしたように声を上げた。

「あなっ、あなたね！　さ、さっきからなんなの！　臆おく面めんもなくそんなことを言うなんてちょっとおかしいわよ！　きっとあれね！　あなたのその中二病とやらが一周まわっておかしな方向に行ってしまったに違ちがいないわ！　あなたの病状は以前にも増して重じゆう篤とくな状態になってしまったのよ！　これは早さつ急きゆうに治ち療りようが必要だわ！」

　早口で捲まくし立てた後、耐たえ切れなくなったように不ふ機き嫌げんを装ってそっぽを向く。

「だいたい……『奇き跡せきの調合』を超える『真・奇跡の調合』を完成させなきゃいけないんだもの。あなたには薬やく剤ざい師し協会の一員として果たすべき義務があるのよ。退職なんか、認められないわ。だから……」

　そうして、俺を窺うかがうように、潤うるむ綺き麗れいな瞳を向けてくる。そんなフィオナを見て直感する。次に発せられる言葉を、俺は喜んで受け取るだろう。

「私のそばに……ずっと……いて」

「ああ、約束する」

　確かな声で断言し、そして右手を差し出す。

「これからもよろしくな、フィオナ」

　すると、フィオナは恥はずかしそうに、そっとその手を握にぎり返してきた。

「……うん」

　握あく手しゆを交かわし、視線を交わし、笑顔を交わす。

　と、いい雰ふん囲い気きになったところで、突とつ然ぜん玄げん関かんのドアが開け放たれた。

「フィー様、ナイトさん。おはようございます！」

「ナイト！　今日もご飯を食べに来てやったのダ！」

「な、ナイト君！　恥ずかしながら、朝食の招きに応じ、馳はせ参じたぞ！」

「ナイトっちぃー！　ご飯食べさせてくれる約束だったよねぇ？　遠えん慮りよなく来たよっ！」

「なぜ先に食べてしまうのだ！　姉を待つという奥ゆかしさに欠けているのではないか？　そもそも距きよ離りが近いぞ二人とも！　そういうことはもっと大人になってからだな……！」

　どやどやと、見知った顔がリビングへとなだれ込んできた。

　リズが真っ先にフィオナの隣に陣じん取どり、ドーラが俺に飛び付いてきて、ユリアンは全員を見み渡わたせるお誕生日席を必死の形相で確保し、サシャは大きな声でからからと笑う。そして、そんな騒さわがしい面々を説教して回るのがジーナさんだ。

「まったく、朝から騒がしいわね。食事が済んだら早々に帰宅して欲しいものだわ」

　などと不機嫌を装いながら、フィオナは肩から提さげたバッグをわざとらしく見せびらかしている。……悲しいかな、誰だれもそのことに気付いていないようではあるが。

　みんなが口々に好き勝手なことを言っている。楽しそうな雰囲気は結構なのだが、まさか全員が同時に来るとは思っていなかった。

「……これじゃ、全然足りないよな」

　俺は嘆たん息そくし、朝食の追加を作ることにする。クロワッサンを焼いている時間はないから、パンケーキでも焼くか……いや、クレープにしてもいいか……

　腕うでを捲り、有り物で作れそうなメニューを考えていると、フィオナの声が飛んできた。

「ナイト！」

　振ふり返ると、そこにいる全員の顔が見えた。

　性格も職業もまるで違う、協調性のない連中の真ん中で、フィオナが仁に王おう立だちをしている。そして、バッグを高く掲かかげ、見せ付けるようにひらひらと振る。

「食事が済んだら、『真・奇跡の調合』の研究を始めるわ。試ためして欲しい薬があるのよ」

　そう言ったフィオナの顔は、自信に満ち溢あふれていて、とても楽しそうだった。

　あぁ、そうだ。これこそが日常。今の俺にとっての普通なのだ。

　こんな滅め茶ちや苦く茶ちやな人間に囲まれている暮らしが楽しいだなんて思ってしまうとは……

　あの両親の血がそうさせるのか、英才教育の賜たま物ものか。

　やはり、フィオナには是ぜが非ひでも『奇跡の調合』を完成させてもらわなければ。

　フィオナ曰いわく、中二病ですら治してしまう薬、らしいからな。

　だから俺は言うのだ。

　フィオナの問いに対しては、いつもこういう風に。口角を上げて、でっかい声で。




「あぁ！　任せとけ！」




　──と。


〈了〉









　あとがき







　どうも、注射が心底苦手な宮みや地じ拓たく海みです。刺ささるとことか、見ていられないです……。

　さて、本編の中で『普通とは特別ではないこと』と言っておりますが、この『普ふ通つう』というものには主観と客観の二種類があります。

　主観的な普通というのは、例えば、知り合いの顔が濡ぬれると即そく座ざに新しい顔を投げ付けるとか、謎なぞが解けると知り合いの探たん偵ていに麻ま酔すい銃じゆうを撃うち込むなど、その人が普段どおり振ふる舞まうことを指します。どんなに突とつ飛ぴに見えても、その人的には『普通』なのです。

　客観的な普通というのは、例えば、パンを咥くわえて走っている女子は曲がり角でぶつかるとか、「今なんて言った？」と聞かれた人は相手が聞きたがっている直後のセリフを口にして「いや、その前だ」と言われるなど、第三者の抱いだくイメージに沿った行動を取ることです。イメージどおりことが運ぶと見ている側は凄すごくしっくりきます。

　しかし、そのイメージというのが曲くせ者もので……。

　ある時、知人に「宮地さんって、ラノベとか読まなそうですよね」と言われました。

　……いえ、読むどころか書いています。

　普通に読むし普通に書く、それが私の『普通』なのですが、知人曰いわく、私はアニメや漫まん画がを見るようなイメージがないそうなんです。それが他人から見た私の『普通』だと。だから仮に、私がこれ見よがしに『薬剤師協会の治リ験者ク募ル集案ー内ト』を読んでいたりすると、「おかしいですよ！　普通じゃないですよ！」と、言われてしまうわけです。

　すべてイメージです。知人のイメージの中の私はそういう人だということです。

　私は一体どんなイメージをもたれているのか、近くにいた人々に聞いてみました。その結果──「無口」「物静か」「声が小さい」「人の目を見ない」「目が笑ってない」「笑え顔がおがぎこちない」「なに考えてるのか分からない」──というような意見をいただきました。

　総じて、『どこか陰かげのあるクールキャラ』だと認にん識しきされているようです（解かい釈しやくは自由）。

　決してコミュ障なのではなく、敵側にいる寡か黙もくな強敵的イメージです（解釈は自由）。

　そういえば昔、友人に「虫も殺さないような人でも平気で殺せそうな目をしている」と言われたことがありました……残ざん忍にんさも合わせ持ったダークヒーロー的な……（以下略）。

　ちなみに、『休みの日に私がどんなことをして過ごしていそうか』というのも聞いてみたところ──「縁えん側がわで空を眺ながめている」「野の良ら猫ねこを餌え付づけしている」「誰だれも見たことのないような野草を採ってきて食べている」──だ、そうです。……ご隠いん居きよかと。

「なんか、庭で怪あやしい草とか育ててそう」とも。……フィオナかと。

　いやしかし、これはきっと、『薬剤師～』の作者としては正しいイメージに違ちがいありません。知らず知らずのうちに、私も薬やく剤ざい師し協会の一員になっていたのでしょう。

　そんなわけで、『薬剤師協会の治リ験者ク募ル集案ー内ト』二巻です！

　新キャラ（知的美女＆快活美少女）も登場して、フィオナの過去なんかも分かっちゃうお話です。そして、ナイトとフィオナの関係はどうなるのか？　リズの妄もう想そう癖へきは悪化するのか？　ユリアンに友達は出来るのか？　ドーラたんのペロペロは今回もあるのか？

　すべての答えは本編で──。

　最後に謝辞を。

　多方面に亘わたり様々なご助力をくださった編集様。本当に沢たく山さんのラフと、最高に可愛かわいいイラストを描えがいてくださったみじんこうか様。細部に到いたるまで遊び心満まん載さいに仕上げてくださったデザイナー様をはじめ、本作の制作・出版に携たずさわってくださった関係者の皆みな様さま。本当にありがとうございました。

　そして、本作を手に取ってくださったすべての皆様に、持ち得うる限りの感謝を込こめて。

　また、お会い出来ます日を心待ちにしつつ──。


二〇一四年　六月　宮地　拓海　　


















電子書籍２巻購入大感謝特典『オウサマソウゲーム』







「う、動かないでよ……絶対よ」

「うる、うるさい。いいから、やるなら早くやれ、フィオナ・モナステリオ！」

　フィオナとユリアンが至近距離で向かい合っている。二人とも頰を真っ赤に染め、小刻みに体を震わせている。その様を俺とリズとドーラの三人は固かた唾ずを吞んで見守っている。

　フィオナが一歩踏み出す。堪らずユリアンが瞼まぶたを閉じる。すると、フィオナもギュッと瞼を閉じ、覚悟を決めたように自分の顔を前へと突き出した。

　フィオナとユリアンの鼻先が触れ合う。次の瞬間──

●報告【ミッション、『鼻チュー』クリアー！】

　脳内にその声が響くや否や、二人は後方へと飛び退き、脱力したようにへたり込んだ。

「……もぅ…………勘弁して欲しいわ……」

　フィオナの泣きそうな声を聞きながら、俺は頭上で赤と黒の花びらを咲かせる史上最悪の魔ま草そうを見上げた。『オウサマソウ』──それがこいつの名前だ。

●命令【四番はこれ以降語尾に『にゃん』をつけて話す】

「なっ!?　なんであたしがそんなことをしなければ…………んぁあっ！」

　ユリアンが叫び、直後に悲鳴を上げて身を屈める。

「…………わ、分かった、にゃん。ちゃんと言うこと聞く……にゃん」

　オウサマソウは己に歯向かう者には容赦なく電撃の罰を下すのだ。

「もう嫌だにゃん……なんで、あたしがこんなこと……にゃん」

　俺たちは研究所の庭に突然出現したオウサマソウに拘束され、強制的にこのゲームに参加させられていた。オウサマソウが出した命令を、ただ延々とこなしていく……終わりの見えない変則的王様ゲームを、もう二時間近くやらされている。

●命令【二番と三番が指定された衣装に着替える】

「えっ!?　わたし、ですか!?」

「衣装って、どんな服を着せる気なのダ!?」

　指名されたリズとドーラが表情を引き攣らせる。

　と、オウサマソウが妖しく揺らめき、二組の衣装がリズとドーラの目の前に出現した。

「あ、あの。ナイトさん……着替えが終わるまで、その……後ろを……」

「あぁ、悪い！」

　俺は慌てて回れ右をし、地面へと腰を下ろした。

「絶対こっち見ちゃダメなのダ！」

「分かってるよ！」

　背後から衣擦れの音が聞こえてくる。

　よく晴れた日の午後。研究所の庭先で二人の美少女が生着替え……なんだ、このシチュエーション。すっげぇドキドキする……

　高鳴る鼓動を抑えようと腕組みをする。その拍子に俺の腕に絡まった触手が揺れた。

　俺たちの腕にはオウサマソウから長く伸びた触手がそれぞれ一本ずつ絡み付いており、その触手には各々番号が刻まれている。

　フィオナが【１】でリズが【２】。ドーラが【３】、ユリアンが【４】、そして俺が【５】だ。この番号を指名して、オウサマソウは命令を出してくるのだ。

「き……着替え、終わりました……」

「もう、こっち向いてもいいのダ」

　振り返って、俺は卒倒しそうになった。

「あ、あの、ナイトさん……あまり、見ないでください」

「なんだかよく分からないけど……ちょっと恥ずかしいのダ」

　そこには、大き目のワイシャツのみを身に纏まとい生足をさらしたリズと、スクール水着にランドセルと黒のニーソックスを装備したドーラが立っていた。

　どっから持ってきたんだよ、オウサマソウ!?……だが、その姿も然さることながら、慣れない格好に恥ずかしがる二人の様は、なんというか、こう、グッとくるものがあった。

●報告【ミッション、『セクシーコスチューム』クリアー】

　完全に遊ばれている。というより、オウサマソウの趣味の世界に付き合わされている。

「フィオナ」

　俺はフィオナへ歩み寄り耳打ちをする。

「あいつを退治する方法はないのか？」

「枯かれ葉は剤ざいが白衣の内ポケットに入っているのだけど、取ろうとすると……」

　言いながら、懐ふところに手を伸ばそうとしたフィオナが「ふぁあっ！」と声を上げ、苦く悶もんに満ちた表情で体を折り曲げる。

「……こうやって電撃を喰らってしまうのよ……」

●命令【一番が男を誘惑するセクシーポーズを決める】

「えぇっ!?　な、なな、なんで私がそんなこと……きゃぅんっ！」

　フィオナが立ち上がり抗議するが、すぐさま電撃によって地面へ沈む。

「フィオナ、ここはやるしかないだろう。犬に嚙まれたと思って頑張ってみろよ」

「あなたね、他人事だと思って…………覚えておきなさいよ、ナイト」

　涙目で俺を睨みながら、フィオナは半ば自棄やけクソに立ち上がった。……俺に怒るなよ。

　照れが抜け切らずしばし逡巡していたフィオナだが、やがてぎこちなく髪をかき上げると胸を突き出すようにしなを作り、そして親指を嚙んでこう言った。

「あ、あは～ん……」

　この上もない棒読みだった。

「酷いなんてもんじゃないなにゃん」

「ズバッと言うなよ、こっちが気使ってんのに！　空気読んでくれ、ユリアン」

「フィー様！　思い切って全裸になってみては!?」

「直球過ぎるよ！　それもうセクシーの域通り越してるからな!?」

「胸の無さが致命的なのダ。同情を禁じえないのダ」

「どっちもどっちだろうが！」

　好き勝手言う面々に突っ込みを入れていく。……それが命取りだった。

「……どっちもどっち…………とは、どういう意味かしら？」

　俺はすぐさま目を逸らした。禍々しいオーラが流れてくる。直視すると命をとられる。

●審議の結果【ミッション、保留】

「保留って、どういうことかしら？」

　こめかみをひくつかせてフィオナがオウサマソウを睨み上げる。と、オウサマソウは別の命令を出してきた。

●お手本【二番が新婚さん風に旦那様を出迎える】

『お手本』というフレーズにフィオナが拳を握り締める。……やめとけって。

　怒れるフィオナを宥めていると、リズがもじもじと身を捩りながら、そっと口を開く。「おかえりなさい。ご飯にします？　お風呂にします？…………それとも、わ・た・し？」

●歓喜！【ミッション、『こんな嫁が欲しい』クリア！ッ！】

　オウサマソウのテンションに、随分と差がある。

●お手本【三番が『お兄ちゃん大好き』と言う】

　命令が細かくなってきた。だが、ドーラは特に考える素振りもなく、ぴょんと跳ねて俺の目の前にやってくる。そして、踵を揃えると、上目遣いで俺に向け満面の笑みを見せる。

「お兄ちゃん、大好きなのダ！」

　なんで俺に言う……ちょっとクラッと来たじゃないか。

●ブヒィ！【ミッション、『ドーラたんペロペロ』クリアーッ！】

　ミッション名がおかしいことになってるよ!?

●お手本【四番が男友達との友情が恋に変わった戸惑いを告白する】

「なにっ!?……あ、にゃん。それはつまり、あたしがナイト君を好きになってしまったらと考えればいいのかにゃん？……ナイト君を、好きに………………」

　突如、ユリアンのつむじから湯気が噴き出す。

「やっ！　やや、やややっ！　こ、これは、かなり恥ずかしいにゃん！　それに、そんなことをして、もしナイト君との関係が壊れたりしたら……でも、言わないといけないにゃん……思い切って言うにゃん！　あ、あたしはっ、ナイト君が………………好き、にゃん」

　羞恥に染まる頰の赤と、友情が壊れないかという不安に揺れる瞳が抜群の破壊力を鼓舞する。しかも、ここに来て語尾を使いこなしてるし。

●イイネ！【ミッション、『今日からは特別な二人』クリアーッ！】

　何が『イイネ！』だ。ＳＮＳか。

●再試験【一番がセクシーなポーズをとる】

　一瞬眉間をひくつかせたあと、フィオナはさっきと同じポーズで「あは～ん」と言った。

●追試！【五番が一番の胸を触って感想を述べる】

「ちょっ！　なによ、その命令は!?」

　フィオナが取り乱す。あまりにも出来が悪いために罰が設けられたようだ。

　しかし、これは…………俺は、そっとフィオナを窺い見る。と、目がばっちり合ってしまった。瞬間、心臓がはち切れそうに高鳴る。……マジで、やるのか？

　フィオナの方も、泣き出す寸前みたいに真っ赤な顔をしている。両手を重ね、胸の前で強く握り締めている。ぷるぷると、微かに震えている。なんとかしてやりたいが、オウサマソウの命令は絶対だ。拒否権はない。故に、俺はフィオナの胸を…………胸？

「胸か……よし！」

　俺は顔を上げ、力強い足取りでフィオナへと近付いていく。フィオナが顔を上げてこちらを見る。赤味を帯びた瞳が大きく見開かれ、ゆらゆらと揺れる。

「や、ちょっ……ナイト、待って……まだ心の準備が…………」

　両腕を突き出して抵抗するフィオナの肩をがっしりと摑む。

「フィオナ。俺を信じろ」

「……ナイト」

　小さな唇が小刻みに震え、それがきゅっと結ばれると同時にフィオナはこくりと頷いた。

　それを見て、俺は白衣の懐に右手を、そっと突っ込んだ。

「ふぇぇえっ!?　ちょ、待っ……直接なの!?」

　フィオナの声を聞きながらも、俺は目的のものを求めて右手をまさぐる。やがて、指先に硬いものが触れると、それをしっかりと摘んだ。

　そして、その摘んだものを勢いよく引き抜き、そのまま頭上の魔草目掛けて放り投げた。

「喰らいやがれ！　枯葉剤だ！」

　俺の腕に電撃が流れる。悶絶するような衝撃に身を捩る。が、もう遅い！

　俺が放り投げた小瓶は、魔草にぶつかると粉々に砕け散った。それと同時に、中に入っていた枯葉剤が勢いよく魔草へと振りかかる。その途端花びらは萎れ、俺たちの腕に絡み付いていた触手はカサカサに乾燥して、やがて朽ち果てた。──オウサマソウを撃退した。

「お、終わった……」

　どっと押し寄せた疲労感に、俺はその場にへたり込んだ。だが、触手から解放されて喜ぶリズたちの姿に、自然と頰が緩み、嬉しさが込み上げてきた。

　そんな俺のもとにフィオナがやってくる。そして、静かにその場に腰を下ろした。

「あ、あの、ナイト……その、お手柄だったわね。よくやったわ……」

　視線を逸らし、しどろもどろになりながら言葉を搾り出すフィオナの顔は、炎を吹きそうなくらい真っ赤に染まっていた。他に方法がなかったとはいえ、フィオナに恥ずかしい思いをさせてしまったことは本当に申し訳ない。

　謝るべきかとも思ったが、ここで俺に謝られてもフィオナは困ってしまうかもしれない。ならば、ここはフォローを入れておくべきだろう。

「大丈夫だ、フィオナ。まったくこれっぽっちもお前の胸には触れてないから」

　安心させようとそう告げたのだが……瞬間、フィオナの瞳がギラリと光った。

「……それは、私の胸が小さ過ぎて白衣の中に手を突っ込んだところで触れられるわけなどないという意味かしら？」

「んなこと一言も言ってねぇだろ!?」

　相変わらずフィオナの胸に関する被害妄想は度を超えている。

　なんとか弁解を図ろうとするも、時すでに遅しであった。

「それから、ナイト」

　フィオナの手が俺の肩に置かれる。そこから背筋をぞっとさせる冷気が伝わってくる。

「さっきの『どっちもどっちだ』についても、詳しく説明を聞かせてくれるかしら？」

　…………覚えていたのか。




　よく晴れたある日。

　俺は、研究所に幽閉され、懇々と、懇々と、説教されたのだった。
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